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「滝
川
市
の
教
育
元
年
」

戦
後、
G
H
Q
の
命
令
に
よ
り
旧
制
度
の
中
央
集
権
的
行
政
が
大
転
換
し
、

な
じ
み
の
う
す
い
行
政
上
の
委
員
会
が
各
種
つ
く
ら
れ、
毎
日
の
経
済
的
困
窮

と
と
も
に
当
時
の
我
日々
本
人
を
困
惑
さ
せ
た
も
の
で
あ
った
。
教
育
委
員
会

制
度
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
昭
和
二
十
七
年
の
施
行、
市
町
村
教
委
実
施
以

来
今
日
に
至
っ
て
い
る。
こ
の
間、
公
選
制
から
任
命
制、
学
校
教
育
体
系
の

大
変
革、
教
育
内
容
の
検
討
整
備
な
ど
幾
多
の
重
要
問
題
に
遭
遇
し
な
が
ら、

日
本
教
育
の
在
り
方
を
求
め
地
方
自
治
の
確
立
を
目
指
し
て、
日
本
の
再
建
の

た
め
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
こ
と
は、
教
育
行
政
に
か
か
わ
った
多
く
の
人
々

の
労
苦
の
賜
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

滝
川
市
教
育
委
員
会
は、
昭
和
二
十
七
年
発
足
以
来、
常
に
崇
高
な
理
念
を

持
ち
、
理
想
実
現
に
向
け
て
学
校
教
育
の
条
件
整
備
に
精
力
的
に
努
力
し
、
昭

和
三
十
四
年
の
第
一
小
学
校
新
築
校
舎
着
工
に
始
ま
り
、
平
成
二
年
市
立
滝
川

西
高
等
学
校
の
全
面
改
築
に
至
る
ま
で、
小
中
学
校
の
分
離
又
は
統
合
校、
新

設
学
校
の
校
舎
建
設
、
木
造
校
舎
及
び
老
朽
校
舎
等
を
す
べ
て
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
に
よ
る
近
代
的
設
備
の
整
っ
た
不
燃
化
校
に
衣
替
え
を
完
了
さ
せ

た
。
更
に、
生
涯
学
習
の
重
要
性
に
視
野
を
広
げ
た
社
会
教
育
施
設
拡
充
新
設

は
、
美
術
自
然
史
館、
陶
芸
セン
ター
、
航
空
科
学
館、
航
空
科
学
研
修
セン

タ
ー
、
温
水
プ
ー
ル、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ター
ミ
ナ
ル
等
の
新
設
建
設
は
十
指
に

余
り、
人
口
五
万
余
の
一
地
方
都
市
と
し
て
は
ま
さ
に
驚
異
的
な
教
育
立
国
を

つ
く
り
あ
げ
た。
ま
た
永
年
に
わ
た
る
滝
川
市
民
待
望
で
あ
った
大
学
誘
致
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が、
市
長
を
は
じ
め
内
外
の
諸
先
輩
有
識
者
の
努
力
と
、
大
学
当
局
の
市
に
寄

せ
る
期
待
と
理
解
の
お
か
げ
で
國
學
院
女
子
短
期
大
学
の
開
学
が
な
さ
れ、
滝

川
市
生
活
文
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年、
教
育
委
員
会
設
置
三
十
周
年、
市
立
学
校
不
燃
化
達
成
を

祝
う
記
念
式
典
が
市
民
歓
喜
の
中
で
行
わ
れ
た
が
、
吉
岡
市
長
は
挨
拶
の
中

で、
市
教
育
委
員
会三
〇
年
の
歩
み
と
苦
難
を
の
り
こ
え
た
努
力
を
讃
え
る
と

と
も
に、
市
財
政
逼
迫
の
中
に
あ
っても

教
育
の
施
設
整
備
と
適
性
配
置
は、

教
育
振
興
の
根
幹
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
不
燃
化
達
成、
市
教
育
委
員
会
三

、
十
周
年、
女
子
短
大
開
学
の
こ
の
と
き
を
「滝
川
市
の
教
育
元
年
に
し
よ
う
」

と
提
言
し
た
。
真
に
時
宜
を
得
た
発
想
で
あ
り
、
三〇
年
間
の
諸
事
を
具
さ
に

理
解
さ
れ
常
日
ご
ろ
か
ら
の
高
邁
な
理
想
を
単
的
に、
し
か
も
分
か
り
や
す
く

言
い
表
わ
さ
れ
滝
川
市
民
に
と
っ
て
の
こ
れ
か
ら
進
むべ
き
方
向
を
示
し
大
き

な
励
み
と
な
っ
た
。

滝
川
市
立
の
小
・
中
・
高
は
計
一二
校
で
あ
る
が、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
昭

和
五
十
六
年
の
一
八
年
間
に
お
い
て
一二
校
す
べ
て
を
不
燃
化
校
舎
に
変
貌
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
は、
市
理
事
者
にし
ても
市
教
育
委
員
会
と
し
て
も
神
業
で

あ
る
ま
い
か
と
推
測
で
き
る
御
苦
労
が
あ
った
と
思
わ
れ
る
。

「教
育
元
年
」
は
始
ま
り
を
意
味
す
る
。
施
設
設
備
は
教
育
の
根
幹
で
あ
る

〃が、
更
に、
教
育
内
容
の
充
実
が
根
幹
の
も
う
一つ
に
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
施
設
設
備
が
生
か
さ
れ
る
す
ぐ
れ
た
中
味
を
も
っ
て
裏

打
ち
で
き
る
よ
う
市
教
育
委
員
会、
学
校
現
場、
そ
し
て
市
民
の
積
極
的
な
努

力
が
望
ま
れ
る
。

市
教
育
委
員
会
は
、
滝
川
市
教
育
行
政
の
一層
の
進
展
を
図
る
こ
と
か
ら
、
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組
織
運
営
上
の
仕
組
み
を
あら
た
め、
次
長
制
を
廃
す
る
と
と
も
に、
昭
和
六

十二
年
四
月
従
来
の
学
務
課、
社
会
教
育
課
を、
学
校
教
育
部、
社
会
教
育
部

の
二
部
制
と
し
た
。
ま
た、
昭
和
六
十
二
年
七
月
学
校
教
育
部
、
社
会
教
育

部
、
スポ
ー
ツ
振
興
部
の三
部
制
と
改
変
、
更
に
平
成
二
年
四
月、
生
涯
学
習

業
務
の
一
層
の
充
実
と
市
民
の
意
識
化
を
願
い、
市
教
育
委
員
会
は
社
会
教
育

部
、
社
会
教
育
課
を
そ
れ
ぞ
れ
生
涯
学
習
部、
生
涯
学
習
課
と
名
称
を
改
め、

と
か
く
学
校
教
育
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
った
業
務
の
方
向
を
生
涯
教
育
振
興

へ
踏
み
出
し
市
民
の
学
習
す
る
街づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
る
。

各
学
校
に
お
い
て
は、
昭
和
六
十三
年
文
部
省
が
示
し
た
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き、
そ
の
移
行
措
置
を
含
め
完
全
実
施
の
た
め
の
具
体
的
な
作
業

を
す
す
め、
物
質
的
に
豊
か
な
現
代
の
子
供
た
ち
にと
っ
て
歪
み
が
ち
な
心
の

問
題
を
中
心
に
教
育
内
容
の
充
実
に
努
力
を
傾
注
し
て
い
る
。
校
舎
施
設
設
備

の
整
備
を
終
え
、
教
育
現
場
の
努
力
が
そ
れ
に
相
乗
し
て
、
「滝
川
教
育
元

年
」
の
質
的
な
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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第
一
章
学
校
教
育

第
一
節
は
下
巻
に
登
載

第
二
節

小
学
校

滝
川
第
一
小
学
校
(一
の
坂
町
西二
丁
目
一‒‒七〇

)

民
間
の
有
志
の
人
の々
尽
力
に
よ
っ
て
明
治二
十
六
年
十
一月
十
九
日
創
立

認
可
を
得、
公
立
空
知
尋
常
小
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。
明
治
四
十
一
年
現
在

地
に
移
転
、
校
名
も
公
立
滝
川
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
し
た。
以
来
本

校
は
管
内
学
校
教
育
の
リ
ー
ダー
的
な
存
在
と
し
て
教
育
実
践
の
実
を
挙
げ、

管
内
教
育
実
践
奨
励
表
彰
(昭
四六)、

北
海
道
立
教
育
研
究
所
協
力
校(昭
五八・

、
五
九)、

北
海
道
教
育
実
践
研
究
論
文
入
賞
(昭六〇)

等
輝
や
か
し
い
教
育
実
践

を
営
と々
し
て
積
み
重
ね
て
き
た。
特
に、
昭
和
三
十
年
の
全
道
特
殊
教
育
研

究
大
会
の
開
催
校
と
し
て
の
実
績
を
認
めら
れ
て
から
現
在
に
至
る
ま
で、
全

道
的
研
究
大
会
七
回、
空
知
管
内
以
上
の
研
究
大
会
五
回
を
主
催し
、
日
常
の

実
践
・
研
究
の
成
果
を
提
示
し
批
正
を
得、
自
校
の
み
な
ら
ず
教
育
振
興
に
寄

与
し
て
き
た
。
そ
の
分
野
も
各
教
科
・
道
徳
・
特
別
活
動
は
も
ち
ろ
ん
学
校
給

食
・
学
校
事
務
に
至
る
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り、
三
年
に
一度

の
ペ
ー
ス
に
よ
る
研
究
大
会
開
催
と
い
う
脅
威
的
な
営
み
で
も
あ
る
。
こ
れ
は

本
校
教
師
一人
ひ
と
り
の
高
い
使
命
感
に
よ
る
情
熱
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
成

果
で
あ
り
滝
川
第
一
小
の
名
を
今
日
あ
ら
し
め
て
い
る
原
動
力
な
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
、
空
知
に
お
い
て
は
初
の
情
緒
障
害
児
学
級
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を
設
置
し
特
殊
教
育
の
分
野
に
新
し
い
一頁
を
加
え
た。

昭
和
三
十
九
年
建
築
の
校
舎
は
年
月
の
経
過
と
共
に
傷
み
も
激
し
く
な
っ
た

こ
と
から
昭
和
六
十
三
年
、
大
規
模
改
造
工
事
が
行
わ
れ、
前
庭
の
全
面
舗

装
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化、
暖
房
の
灯
油
設
備
等
が
併
せ
て
完
成
し
、
整
っ
た
学

校
還
境
の
中
で
児
童
は
意
気
さ
か
ん
に
学
習
活
動
に
と
り
組
ん
で
い
る
。

昭
和
五
十
八
年、
開
校
九
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
し
た。

・
現
在
の
状
況
六
二
五
名

学
級
数
二〇
(内
障
害
学
級二)

学級数

54 1,021 33 26

3 75

3

57 923

34 3

58 879 32

59 856 32 24

30

61 760

29

62 703 28 21

63 649 20

平元 625

27 20

輝
美
(
〃
六二
・
四
・
一～
現

直
衛
(〃
五
八・
四・
一～
♪
六二
・
三・三

一)
茂
(昭
五
五
・
四
・
一～
昭
五
八
・
三
・
三
一)

昭
和
五
十
七
年
全
国
音
楽
合
奏
コ
ン
クー
ル
全
道
大
会
第
三
位
入
賞

N
H
K
学
校
音
楽
コ
ン
クー
ル
空
知
大
会
銅
賞

北
海
道
共
同
募
金
会
表
彰

・
歴
代
校
長

三
五
代
堤

三
四
代
藤
井

三三
代
本
間

昭
和
六
十三
年

平
成
元
年

・
児
童
の
活
躍

・卒
業
生
数

教
職
員
数

児
童
数

三
六
名

一五、
三
五
九
名60 833 23

22

20
在
)

年 度 児童数

55 956

56 965

27
27

25

教員数
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滝
川
第
二
小
学
校
(滝
の
川
町
東
一丁
目
一ー
四
五
)

滝
川
市
に
お
い
て
最
も
古
い
歴
史
を
誇
る
本
校
は、
屯
田
兵
の
子
弟
教
育
を

目
的
と
し
、
明
治
二
十
三
年
十二
月
、
滝
川
南
・
滝
川
北
の
二
小
学
校
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
から
滝
川
市
の
歴
史
と
歩
み
を
共
に
し
今
日
に
至
っ
て
いる
。
こ

の
間、
両
校
の
統
合、
校
舎
の
焼
失
再
建、
校
名
の
改
称、
補
習
科
の
併
設、

中
学
校
の
併
置
等、
多
事
多
端
の
歩
み
の
中
に
あ
っ
て、
市
勢
発
展
と
と
も
に

児
童
数
も
年
増々
加
し
、
校
舎
も
老
朽
化
し
て
き
た
こと
か
ら
校
舎
改
築
の
必

要
性
に
迫
ら
れ、
昭
和
五
十
二
年、
鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト
の
近
代
校
舎
に
生
ま

れ
か
わ
っ
た
。
本
校
の
教
育
活
動
も
そ
れ
に
伴
っ
て
益
活々
発
化
し
、
全
道
道

徳
教
育
研
究
大
会
(昭五

五)、
精
薄
教
育
全
道
研
究
集
会
(昭
五
九)
等
の
大
会
を

開
催
運
営
し
地
域
の
学
校
教
育
進
展
に
寄
与
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
に
は
、
日

ご
ろ
の
教
育
実
践
の
成
果
が
認
め
ら
れ、
空
知
教
育
実
践
奨
励
表
彰
の
栄
誉
に

浴
し
た
。

平
成
二
年
十
月二
十
一
日
、
開
校

百
周
年
記
念
式
典
を
奉
行
し
た
。

・現
在
の
状
況、
児
童
数
九
〇
〇
名、

学
級
数
二
五(一)教

職
員
三
八
名

・卒
業
生
数
七、
五
八
二
名

・
児
童
の
活
躍
昭
六
三
・
九
全
道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
準
優
勝

H
T
B
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
賞

昭

〃昭〃
五五五五
七五五二
・ ・ ・ ・

三四三四

二
五
代
高
田
信
一(
〃
六
〇
・
三

ハ
五
七
・
四

二
六
代
細
田
長
知(ル六ミ・三
六〇
・
四

二
七
代
鎌
内
三
郎(〃
六
三
・
四

在

現
・
施
設
の
整
備、

屋
内
体
育
館
大
規
模
改
造

暖
房
施
設
の
電
気
か
ら
石
油
へ
の
改
造
工
事
予
算
四
七、
六
五
六
千
円

滝
川
第三
小
学
校
(花
月
町
二
丁
目二
一
一
二
)

大
正
七
年
四
月
十
九
日、
滝
川
第三
尋
常
小
学
校
と
し
て
八
学
級
編
成
を
も

っ
て
発
足
し
た
本
校
は、
地
域
の
発
展
に
と
も
な
う
周
辺
事
情
の
変
化
の
著
し

い
こ
と
か
ら、
所
在
地
が、
明
神
町二
丁
目、
栄
町
一
丁
目、
そ
し
て
花
月
町

二
丁
目
と
移
り
変
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間、
二
部
授
業、
学
校
林
の

設
置
、
通
学
区
域
の
変
更
問
題
(一小、

西
小、
東
小と
の)、

校
舎
新
築、
障
害
児

学
級
の
開
設(言
語治療)、

グ
ラ
ン
ド
の
拡
張
等、
七〇
年
間
に
お
け
る
様
な々

事
象
に
即
応
し
な
が
ら
教
育
活
動
を
す
す
め
て
き
た。
特
に
「心
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
にす
る
児
童
の
育
成
を
め
ざ
す
生
徒
指
導
」
を
テ
ー
マ
に
継
続
し
て
き

た
教
育
研
究
が、
実
践
を
伴
っ
た
教
育
の
原
点
を
示
す
も
のと
し
て
高
く
評
価

さ
れ、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月、
空
知
教
育
実
践
奨
励
表
彰
の
栄
誉
に
輝
き、

翌
六
十二
年
十
月
、
公
開
研
究
会
を
開
催
し
広
く
実
践
の
よ
う
す
を
公
開、
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た。
こ
れ
は
本
校
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
の
努
力

の
結
果
で
は
あ
る
が、
日
ご
ろ
か
ら
P
T
A
を
通
じ
て
子
供
た
ち
の
活
動
を
具

体
的
に
バ
ッ
ク
ア
ップ
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
等
の
一
体
的
な
働
き
も
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同

・校
舎
施
設
の
整
備

昭
和
五
五
年
七
月

上
屋
プ
ー
ル
完
成

グ
ラ
ン
ド
拡
張、
南
側
フ
エン
ス
完
成
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事
予
算
二
一
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〇
〇
二
千
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滝川第二小学校

二
四
代
渡
辺
玲
一(

・
歴
代
校
長

二三
代
高
田
富
勝
川五五
・

昭
六
三
・
一〇



校
舎
増
築
(特
別
教
室
三
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
一)

,歴
代
校
長

•
一八
代
今
野
耕
烈(20)
少五
七
・
三
・
三

二〇
代
山
本
幸
次(平

元
・
三
・
三
一

昭
六
二
・
四
・

昭
五
七
・
四

(平
元
・
四・
在

児
童
数
五
六
六
名
学
級
数
一九
(内
障
害
一)

教
職
員
数
三
四
名

滝
川
第三
小
学
校
言
語
障
害
児
学
級
(滝
川
市
幼児
こ
と
ば
の
教
室
)

言
語
障
害
児
学
級
で
は、

「そ
の
障
害
の
性
質
及
び
程
度
に
応
じ
て、
こ
れ

を
除
去
・
改
善
す
る
こ
と
」
が
主
な
教
育
内
容
と
な
って
い
る
。
従
って、

児
童
・
生
徒
は
教
科
領
域
の
指
導
を
そ
の
児
童
・
生
徒
の
在
籍
す
る
学
級
(学
校)

の
教
育
課
程
に
よ
っ
て
受
け
な
が
ら、
障
害
の
除
去
・
改
善
に
つ
い
て
は
言
語

障
害
児
学
級
で
受
け
る
よ
う
に
な
った
。
こ
れ
が
「通
級
制
」
を
と
っ
て
い
る

言
語
障
害
児
学
級
の
ユ
ニ
ー
ク
な
役
割
で
あ
る
が、
現
在
の
教
育
制
度
で
は

「通
級
制」
は
い
ま
だ
法
的
整
備
が
な
さ
れ
ず
、
学
級
を
維
持
す
る
た
め
の

「在
籍」
が
と
り
に
く
い
現
状
が
あ
る
。

滝
川
市
に
お
い
て
は、
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
言
語
障
害
児
学
級
が
開
設
さ

れ
た
が、
学
童
と
同
じ
よ
う
に
幼
児
も
治
療
指
導
を
受
け
た
い
と
い
う
親
や
関

係
者
の
ね
が
い
が
認
め
ら
れ、

「幼
児
こ
と
ば
の
教
室
」
が
滝
川
第三
小
学
校

に
同
年
十
一
月
併
設
さ
れ
た
。
し
か
し、
幼
児
の
言
語
治
療
に
つ
い
て
は、
国

や
道
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
援
護
制
度
が
な
い
た
め、
そ
の
財
源
は
全
て
市
独
自

の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

第
一
章
学
校
教
育

教
室
の
あ
ゆ
み

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日、
滝
川
市
立
滝
川
第三
小
学
校
言
語
障
害
児
学
級

二
学
級三
定
員
認
可、
更
に、
同
年
十
一
月
六
日、

「幼
児
こ
と
ば
の
教
室
」

が
併
設
さ
れ
開
設
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
三
日、
第
一
回
「こ
と
ば

1

の
誕
生
会
」
で
十
八
名
の
修
了
生
を
送
り
出
し
た
(以
後、
昭
和
六
十二
年三
月、
第

十
回
ま
で
開
催
)。

昭
和
五
十
四
年
十
月
九
日、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
必
要
性
か
ら
道
立
滝

川
保
健
所
と
の
協
議
に
よ
り
、
三歳
児
健
診
(こ
と
ば
の
相
談)
へ
の
協
力
を
始
め

た
。
昭
和
五
十
五
年
四
月
、
学
級
編
成
替
え
に
よ
り
二
学
級二
定
員
と
な
る
。

昭
和
五
十
七
年
四
月、
通
級
で
き
ず
待
機
し
て
い
る
幼
児
の
た
め
幼
児
こ
と
ば

の
教
室
の
職
員
一
名
増
員
さ
れ、
ま
た
通
級
幼
児
の
安
全
確
保
の
た
め
「滝
川

市
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
安
全
会
」
が
発
足
し
た。

昭
和
六
十二
年
三
月
十
四
日、
第
十
回
「こ
と
ば
の
誕
生
会
」
を
開
催、
修

了
児
一
五
名
を
送
る
。
教
室
開
設
以
来、
昭
和
六
十三
年
度
ま
で
の
通
級
児
数

は
延
べ
七二
三
名、
修
了
児
数
は
一九
七
名
(幼
児
一一
六
名、
小
学
生
八
一
名)
と

な
って
い
る
。

江
部
乙
小
学
校
(江
部
乙
町
東
十三
丁
目
一
四
二
六
ー
一)

明
治二
十
七
年
十
月
十
二
日、
滝
川
北
尋
常
高
等
小
学
校
と
し
て
開
校、
明

治
二
十
九
年
十二
月
十
一
日、
北
辰
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称、
江
部乙
女
学

校、
北
辰
青
年
学
校
の
併
設
な
ど
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
た
後、
昭
和
四
十
九
年

度
を
も
っ
て
閉
校、
旭
沢
小
学
校、
東
陽
小
学
校
と
統
合
し
、
現
在
地
に
新
校

舎
を
建
設、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
、
「江
部
乙
小
学
校」
と
し
て
新
発
足
し

た
。
以
来
、
人
間
性
豊
か
な
実
践
力
の
あ
る
子
供
像
を
目
指
し
て
地
域
と
連
帯
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昭
和
六
〇
年二
月

昭
和
六
二
年
十
月

校
舎
大
規
模
改
造

一九
代
八
木
澤馨(小

六
二
・
三
・
三

一
二
一代

反
田
恒
(
現

・現
況

・
卒
業
生数

一
〇
、
一六
四
名



言語障害児学級の推移
年 度 別 教 育 相 談

年度
51 52 53 54 55 56

5

58 59 60 61 62 63 計
幼・少

幼 児 30 29 24 21 30 25

44 39 25 24 24 28 33 373

小学生 22 18

2 4 6 3 5 8 2 0 0 3 2

75

計

52 47 26 25 36 28 46 47 27 24 24 31 35 448

年 度 別 修 了 児 数

年度
51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 計

幼・少

幼 児

6 3 3 2 4

17 14 17 17 13

9

11 116

小学生 (1) 2 (3)

(4) (6)
(3) (3) (2) (5)

2
2 (4) (1) (36)

計

0
0 10 16 10 14 14 25 19 21 22 15 15 13 197

※( )内は、幼児から継続通報していた者。

年 度 別 通 級 児 数
年度

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 .63 計
幼・小

幼 児 25 27 26 17 22 29 60 56 56 39

00 36 38 469

小学生 21 28 33 25 29 22 21 19 17 12

7

10 10 254

計 46 55 59 42 51 51 81 75 73 51 45 46 48 723

し、
環
境
整
備
に
つ
と
め
幅
広
い
教
育
活
動
を
す
す
め
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
昭
和
六
十
一
年
度
体
力
づ
く
り
優
良
校
と
し

て
空
知
教
育
局
長
賞
の
受
賞
や、
昭
和
六
十三
年
度
全
道
少
年

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て、
優
秀
賞
一名
、
優
良
賞

一
名
の入
賞
栄
誉
を
得
る
な
ど
、
子
供
た
ち
の
具
体
的
な
活
動

の
成
果
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
九
月、
開
校
十

周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
た。

・施設
設
備の
改善
状
況

昭
和
五
十
六
年、
排
水
溝
施
設
(校
地
内、
延
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル)

教
材
園
の
造
成、
憩
い
の
森
造
成、
マ
ラ
ソ
ン
コー
ス
の
造
成

自
校
給
食
用
施
設
設
備
の
新
設
(調
理
室
、
調
理
用
器
材、
休
息
室

等
)

三
代
三
条
純
雄

四
代
藤
根
地
久

五
代
佐
木々
信
尊

現平 平昭

三
・

二
中六二

昭
五
八

三・
三
・

五
五
〃

八
五

(昭
五
五

初
代
森
谷
英
夫
(
昭
五
〇
・
四

・
歴
代
学
校
長

・
卒
業
生
数

級
一)

・現
在
の
状
況
児
童
数

教
職員
数
二
二名

一、
三
一
八
名元
・
四

. .

三
四
七
名

学
級
数
一
三
(内
障
害
学

昭
和
六
十
年
ブ
ラ
スバ
ンド
用
楽
器
一
式
(三
六
人
編
成)

※
開
校
十
周
年
協
賛
会
の
記
念
事
業
と
し
て
寄
贈

�� 4 5 6 2

81

3 4

13

7

12 10

00

-
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西
小
学
校
(西町
六丁
目七ー

一
七)

昭
和
二
十
三
年
四
月、
滝
川
第
一
小
学
校
の
児
童
激
増
に
よ
る
校
舎
狭
隘
難

と
遠
距
離
通
学
難
の
解
消
を
ね
が
い、
第
一
小
学
校
滝
泉
台
分
教
場
と
し
て
発

足
し
た
が、
地
域
発
展
が
益
す々
す
む
に
及
び
、
地
域
住
民
の
永
年
の
願
望
も

あ
り、
西
町
六
丁
目
の
現
在
地
に
独
立
校
と
し
て
新
築、
昭
和
三
十
一
年
四
月

一
日、

「西
小
学
校
」
とし
て
開
校
し
た
。
以
来、
年
ご
と
の
児
童
増
に
よ
る

校
舎
の
増
築
改
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
が、
昭
和
五
十
六
年二
月、
老
朽
の

甚
だ
し
か
っ
た
木
造
校
舎
を
不
燃
化、
水
洗
化
の
近
代
校
舎
に
面
目
一
新
し

た
。
赤
い
屋
根
の
校
舎
と
し
て
親
し
ま
れ
地
域
の
学
び
舎
と
し
て
住
民
に
愛
さ

れ
て
き
た
「赤
い
ヤ
ネ
」
は
塔
屋
と
し
て
そ
の
姿
を
残
し
不
屈
の
魂
を
象
徴
す

る
北
斗
の
星
の
よ
う
に
拓
北
の
気
慨
を
基
に
確
か
な
教
育
の
営
み
を
続
け
て
い

る
。

西小学校

昭
和
六
十
一
年
九
月
に
は、
全
道

国
語
教
育
研
究
大
会
の
開
催
校
と
し

て、
本
校
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

文
学
教
材
の
指
導
を
中心
に
運
営
に

あ
た
り、
参
会
者
に
実
り
多
い
大
会

と
高
く
評
価
さ
れ
た。
ま
た、
開
校

以
来
続
け
ら
れ
て
き
た
「西
小
学
校

貯
蓄
組
合
」
(通
称子ど

も
銀行)

が、
堅
実
な
運
営
と
発
展
的
な
実
績
が
認

め
ら
れ
郵
政
大
臣
表
彰
の
栄
誉
に
輝

い
た。

昭
和
六
十
一
年
十
月、
開
校三
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
し
た。

・
校
舎
建
築

昭
和
五
十
四
年
一
二
月、

普
通
教
室
六
、
男
女
便
所
二
、
教
材
室
等
八
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル

昭
和
五
十
六
年
二
月

普
通
教
室
一
六、
特
別
教
室
七、
給
食
調
理
室
、
玄
関、
便
所、
塔
屋
管
理
棟
等

四、
七二
八
平
方
メー
ト
ル、
屋
体
増
築三
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル

・
児
童
の
活
躍

平
成
元
年、
西
小
学
校
貯
蓄
組
合、
郵
政
大
臣
表
彰
を
受
く
。

昭
和
五
十
五
年
～
昭
和
六
十二
年
(八
年
間
連
続)

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
クラ
ブ
全
道
大
会
に
出
場

・
卒
業
生
数

五
、
〇
八
八
名

カ

・
歴
代
校
長

七
代
本
間
鉄
男(曜

五
九
・
三
・
三
一

牛
二・三

・三
一

昭
五
三
・
四
・

昭
六
一・四:…

十
代
乳
井
宏
昭五
九
・
四
・

野
二・
四
・
一在

・
現
況

児
童
数
七
六
三
名

教
職
員
数
三
六
名

東
栄
小
学
校
(東
滝
川
三
八
九
番
地)

明
治
四
十
年
四
月
一
日
、
幌
倉
特
別
教
授
所
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以
来、
分

教
場、
独
立
校、
高
等
学
校
分
校
併
置
そ
し
て
廃
止
、
東
栄
中
学
校
と
の
併
置

校
、
校
名
変
更、
更
に
併
設
東
栄
中
学
校
の
閉
校
等、
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が

ら、
昭
和
六
十
二
年
七
月
開
校
八
十
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
至
っ

た
。
こ
の
間
屋
内
体
育
館
暖
房
設
備
の
設
置(昭和

五十四年
十二
月)、
プ
ー
ル
の

設
置(昭和

五十七
年七月)

な
ど
施
設
設
備
の
充
実
は
は
か
ら
れ
て
き
た
が、
昭

和
三
十
八
年
建
設
の
校
舎
自
体
の
傷
み
は
甚
だ
し
く
、
平
成元
年
七
月、
大
改

修
が
行
わ
れ
て
いる
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
下
水
道
敷
設
と
と
も
に、

八
代
佐
木々
盛
人(ハ六

一・
三
・
三

九
代
中
川

学
級
数
二
三
(内
障
害
一)

第
一
章
学
校
教
育
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第
九
編

教

ラ
ン
チ
ルー
ムの
新
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
本
校
の
特
色
あ
る
教
育

活
動
の
一環
と
し
て
の
給
食
指
導
の
あ
り
方
が
期
待
さ
れ
る
。

・歴
代
校
長

二〇
代
中
川

二
一
代
坂
本

二二
代
深
井

国
寿

三
福

力

1111
・

三
・

三
六

・
・

六 六

五
九
・
四 三
・

九
五

四
・

六
五

昭
和
五
三
・
四

五
六
・
三
•・
三三

東
小
学
校
(文
京
町
二
丁
目
一ー
一)

市
内
各
小
学
校
の
学
校
規
模
の
適
性
化
と
、
質
的
向
上
を
ね
ら
い
昭
和
五
十

三
年
八
月
十
九
日
開
校し
た
本
校
は、
新
設
学
校
創
成
の
意
欲
の
も
と
、
教
育

内
容
の
強
化
充
実
と
施
設
の
拡
充
に
力
を
つく
し
て
き
た。

昭
和
五
十
六
年
十
二
月、
肢
体
不
自
由
児
学
級
開
設
を
洞
察
し
た
ュ
ニ
ー
ク

な
プ
レ
イ
ルー
ム(二
〇
万
八
、
六
四
〇
平
方
メー
ト
ル)の
他
、
普
通
教
室
二
、
第
二

音
楽
室
など
が
増
築
さ
れ
た。
更
に、
東
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ルと
し
て
鐘
楼
が

建
設
さ
れ
「
東
の
鐘
」
と
し
て
親
し
ま
れ、
毎
日
八
時、
十
六
時、
十
八
時
に

さ
わ
や
か
な
鐘
の
音
を
地
域
一
帯
に
ひ
び
か
せ
て
い
る
。

昭
和
五
十
八
年、
日
頃
の
教
育
実
践
が
評
価
さ
れ
「
空
知
管
内
教
育
実
践
奨

励
校
」
と
し
て
表
彰
さ
れ、
昭
和
六
十
三
年
開
校
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
第

三
十
六
回
全
道
造
形
教
育
研
究
大
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・卒
業
生
数

一、
二
九
七
名

年
度

学
級
数

児
童
数

教
職
員
数

53 18 600 24

54 18 639 24

55 18 683 24

56 20 740 26

57 20 760 26
58 20 762 26和

・

、五

・
・

五 五
一九 九三 59 20 773 26

60 19 727 25

61 18(1) 679(2) 25

62 17(1) 619(2) 2

63 16(1) 579(2) 23

平元 16(1) 547(2) 23

・学
級
・
児
童
・
教
職
員
数

昭
和
五
九
年
度、
東
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
優
良
団
体
賞
受
賞

い
て
連
続
最
優
秀
賞
(金
賞)
を
受
く。

昭
和
五
四
年
～
昭
和
五
八
年、
N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
クー
ル
北
海
道
大
会
に
お

・
児
童
活
動
の
実
績

四
代
今
野
吉
満

・
・

弘
三 三
代
早
弓
弘
行

二
代
吉
川
昌
二

茂

現平 //昭六
プ・

・ ・

三四
・ •

三在

平
成
二・
三
・三

,六一・
四
・

第
三
節
中
学
校

江
陵
中
学
校
(黄
金
町
西
一丁
目
七
―‒一
八
)

新
教
育
制
度
の
実
施
と
と
も
に
滝
川
第
一
中
学
校
と
し
て
昭
和
二
十
二
年
五

月
一
日
開
校
し
た
本
校
は、
昭
和二
十
六
年
四
月
、
江
陵
中
学
校
と
改
称
し

た
。
そ
の
後、
生
徒
の
急
増
に
と
も
な
う
校
舎
の
狭
隘、
施
設
設
備
の
不
足
、

482

育

教
職
員
一
四
名

・卒
業
生
数
二、
二
八
七
名
(大
正
十
一
年
第
四
小
学
校
と
し
て
独
立
以
降
)

・
児
童
数
一三
一名
(六
学
級
)

一
八
代
伊
藤
正
通

一
九
代
祖
母
井
孝
導

1111

( )内は肢体不自由児学級及
び人数

二三
代
鈴
木
克
己
(平
成
二
・
四
・

一在

六
三
・
四 四

旭
(平
成
二
・
三
・
三

・
歴
代
校
長
初
代
本
間

平成
二
・
四
・

一

三四



通
学
区
域
の
変
更
、
開
西
中
学
校
の
分
離
新
設
、
校
舎
の
老
朽
化、
新
校
舎
の

建
築
等
、々
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
、
数
多
く
の
研
究
実
践
発
表、
研

究
大
会
の
開
催、
あ
る
い
は、
生
徒
の
活
躍
に
よ
る
各
種
大
会
に
お
け
る
抜
群

の
成
績
は、
道
内
は
も
と
よ
り、
全
国
に
江
陵
中
学
校
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ

た
。昭
和
五
十
六
年
十
月、
第
一
回
北
海
道
体
力
つ
く
り
優
良
校
と
し
て
選
ば
れ

表
彰
を
受
け、
昭
和
六
十
年
二
月
に
は、
こ
れ
ま
で
の
す
ぐ
れ
た
教
育
実
践
が

極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
、
北
海
道
教
育
実
践
表
彰
を
受
け
た
こ
と
は、
ま
さ
に

本
校
の
真
価
を
内
外
に
示
し
た
も
の
と
云
え
る
。

昭
和
六
十
二
年
開
校
四
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
った
。

・歴
代
校
長

一〇
代
若
山
良
一

一
一代

飛
鷹

和
男

平昭

三・
三・

昭
六
〇
・
四
・

(〃
六〇
・
三
・
三
一全

国
大

会

六
一

六〇

五
九

五
八

五
六

五
五

複
優
勝

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
・
個
人

位 バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
個
人
複
第
三

第
一
章
学
校
教
育

卓
球
(女
子
)
団
体
・
個
人
単
優
勝

五
四

年
度

全

複
優
勝
(当
番
学
校
)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体、
個
人

道

・
生
徒
の
活
躍

・卒
業
生
数
一四・

二
七
五
名

学
級
数
二
一

・現
在
の
状
況

一
二
代
山
本
幸
次

現平

元

十
元
四
・

一

三

在

生
徒
数
八
八
〇
名
教
職
員
数
四
二
名

バ
レー
ボー
ル
(女子)

優
勝

卓
球
(女
子
)
個
人
複
優
勝

合
唱
ク
ラ
ブ
優
秀
賞

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
賞
学
校
賞
受
賞

バ
レー
ボ
ー
ル
(女
子
)
準
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
準
優
勝

勝 バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
個
人
複
準
優

優
勝
庭
球
(男
子
)
団
体
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
・
個
人

複
優
勝

北
海
道
体
育
協
会
賞
受
賞
男
子
バ
ド

ミミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
・
個
人

吹
奏
楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

複
優
勝

北
海
道
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
団
体
賞
男
子

‘バ
ド
ミ
ン
ト
ン部

卓
球
(女
子)
個
人
単
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
・
個
人

吹
奏
楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

複
優
勝

北
海
道
教
育
美
術
展
奨
励
賞

483

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
第三
位

バ
ドミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
第
三
位

卓
球
(女
子
)
団
体
準
優
勝
・
個
人
単

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
・
個
人

複
優
勝
(当
番
学
校)

第
一
回
北
海
道
体
力
つ
く
り
優
良
学
校

表
彰

複
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
・
個
人

(昭五三・四:

会

バ
レー
ボ
ー
ル
(女
子
)
優
勝

大



第
九
編
救

育

‘バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
団
体
・
個
人

複
優
勝

吹
奏
楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(男
子
)
個
人
複
準
優

明
苑
中
学
校
(新
町
四丁
目
九
一
一)

昭
和二
十
二
年
五
月
一
日、

「滝
川
町
立
第二
中
学
校」
と
し
て
出
発
し
た

本
校
は、
昭
和
五
十
五
年
度
に
東
栄
中
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
と
な
り、
そ
れ

を
機
に
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
狭
隘
な
敷
地と
老
朽
化
の
激
し
い
校
舎
の
問
題

解
決
を
は
か
る
こ
と
に
な
り、
現
在
地
に
近
代
的
な
校
舎
が
建
設
さ
れ
た。
建

設
地
選
定
に
つ
いて
は、
生
徒
の
通
学
問
題
と
も
か
か
わ
っ
て
細
か
い
論
議
検

討
が
な
さ
れ
通
学
バ
ス
運
行
導
入
と
併
せ
て
決
定
さ
れ
た。

昭
和
五
十
五
年
四
月
統
合
開
校、
同
年
五
月
校
舎
落
成
式
を
行
い、
名
実
と

も
に
新
生
「明
苑
中
学
校
」
が
発
足
し
た。
こ
の
こ
と
を
機
会
と
し
て
、
昭
和

五
十
九
年
度
精
薄
教
育
全
道
研
究
大
会、
昭
和
六
十
二
年
度
全
道
特
別
活
動
研

究
大
会
の
会
場
校
と
し
て
研
究
実
践
の
成
果
を
問
い
高
く
評
価
さ
れ
た。
更
に

障
害
児
教
育
充
実
の
一環
と
し
て、
昭
和
五
十
七
年
十
月
情
緒
障
害
学
級
の
開

設
(一
学
級)、
平
成
元
年
四
月
肢
体
不
自
由
児
学
級
が
開
設
(一
学
級)
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り、
在
来
の
精
薄
学
級
と
と
も
に
き
め
細
か
な
教
育
活
動
が
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
った
。
平
成
元
年
十
月
十
五
日
開
校
十
周
年
記
念
式
の
挙
行
と
も

ど
も
い
っ
そ
う
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

・
卒
業
生
数
七、
五
九
一
名
(旧
明
苑
中
五、
四三
〇
、
統
合
後
二
、
一六
一)

・生
徒
活
動
の
栄
誉

昭
六
〇
年
度
サ
ッ
カー
部
全
道
大
会
準
優
勝
(全
国
大
会
出
場)

昭
六
三
年
度
‘バ
ス
ケ
ッ
ト
部
全
道
大
会
優
勝
(全
国
大
会
出
場)

吹
奏
楽
部
全
道
大
会
金
賞
(昭
五
八
・
五
九
・
六
一
・六
三
・
平
元
)

・歴
代
校
長
初
代
山
田
喜
千代

"昭

二
代
西
沢
秀
男

〃
五
九・

〃
五
七
・
四
・

和
五五五

現

五七

六
二
・
六
・

六
二
・
五
・三
一

五
九
・
一二
・

九・
一
一
・ ・

・
四
・

三
・
三
一

三
・三
一 一

四
・

在一

学
級
数
二
一
(内
障
害
三
)

東
栄
中
学
校

昭
和二
十
二
年
五
月
一
日、

「滝
川
町
立
第
二
中
学
校
分
校
」
と
し
て
発

足
、
昭
和二
十
六
年
四
月
一
日
東
栄
中
学
校
と
改
称
昭
和
五
十
二
年
九
月、
開

校
三
十
周
年
記
念
を
迎
え、
い
っそ
う
の
充
実
発
展
を
期
し
努
力
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
った
が、
近
年
の
過
疎
化
の
波
に
よ
り
生
徒
数
も
減
少
し
た
こ
と
か

ら
明
苑
中
学
校
と
の
合
併
統
合
を
行
う
こ
と
に
な
り、
昭
和
五
十
五
年
三
月
二

十
二
日
閉
校
式
を
行
い、
同
年三
月
三
十
一日
を
も
っ
て
三
三
年
間
の
東
栄
中

学
校
の
歴
史
を
閉
じ
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日、
明
苑
中
学
校
と
統
合
し

た
。

・卒
業
生
数

、歴
代校
長
一〇
代
堀
江
三
郎

開
西
中
学
校
(西
町三
丁
目
七‒‒一二

)

一
、
二
六
二
名

・
三・

五
五

〃 昭和
五二:
:
11

校
舎
狭
隘
に
悩
む
江
陵
中
学
校
の
緩
和
策
と
し
て、
昭
和三
十
七
年
四
月
一

日
分
離
し
新
設
校
と
し
て
開
校
し
た
。

484

・
現
在
の
状
況

生
徒
数
七
四二
名

教
職
員
数
四
一
名

五
代
酒
井

四代
川
原

三
代
稲
童
丸
優

勝隆 勝11 /111 "昭 11

昭
和
五九

平
元

六
二

勝



与
口

開西中学校

開
校
以
来、
豊
か
な
情
操
を
身
に

つ
け
た
逞
し
い
人
づ
く
り
を
経
営
の

基
本
と
し
て
、
地
域
父
母
と
一
体
と

な
っ
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
き

た
。
殊
に、
環
境
づ
く
り
に
は
意
を

用
い、
校
庭
の
整
備
を
中
心
に
花
壇

造
成
に
力
を
注
い
で
い
る。
市
民
憲

章
推
進
委
員
会
主
催
の
「花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
クー
ル」
で
は、
学
校
部
門

に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
連
続
獲
得

し
、
明
る
い
学
校
生
活
が
営
ま
れ
る

よ
う
全
校
あ
げ
て
の
活
動
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
読
書
感
想
文
コ
ン
クー
ル
優
秀
賞

昭
和
五
十
六
年
全
道
吹
奏
楽
コン
ク
ー
ル
B
編
成
の
部
銀
賞

昭
和
六
十
一
年

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
道
吹
奏
楽
コ
ン
クー
ル
C
編
成
の
部
金
賞

全
道アン

サン
ブル
コ
ン
クー
ル
金
賞

道
立
図
書
館
長
賞

一二
・
現
在
の
状
況

生
徒
数
四六
九
名
学
級数

・卒
業
生
総
数
四、
三
七
三
名

・歴
代
校
長

五
代
小
野
武
男
"昭

六
代
綱
淵
正
幸

“
四
九
・
四
・

昭
四忱
・三
・
一 四三

九・
三
・三
一

七
代
山
本
定
雄
(/
五
三
・
三
・
三

三 1 教
職
員
数
二
七
名

第
一
章
学
校
教
育

八
代
吉
田
善
男
少
五
七
・
四
・

”
五三
・
四
・

=五
七
・
三
・
三

九
代
道
仏
文
夫
(ミ六

・三
・三

一〇
代
鈴木

健
治

一
一代

須
田
要
一
現 ”
六
一
・
四
・

平
元
・
三・
三
一

り
平
元
・
四
・

一在

江
部
乙
中
学
校
(江
部
乙
町
西
十三
丁
目
ニ
ー
一)

昭
和
四
十
四
年
四
月
、
北
辰
・
東
陽
の
二
中
学
校
を
統
合
し
開
校
し
た
本
校

は、
市
町
合
併
に
よ
り
昭
和
四
十
六
年
四
月、
滝
川
市
立
江
部
乙
中
学
校
と
改

称
し
た。
昭
和
五
十
五
年、
開
校
十
周
年
の
記
念
事
業
に
よ
り
吹
奏
楽
用
楽
器

の
充
足
、
屋
内
体
育
館
用
ス
ピ
ー
カ
ー
の
完
備
等
が
行
わ
れ
た。
昭
和
五
十
七

年
一
月二
十
日、
在
来
の
給
食
セン
ター
が
廃
止
さ
れ
た
が、
そ
の
事
を
見
越

し
て
の
給
食
調
理
室
を
は
じ
め
内
部
施
設
の
増
築、
設
置
工
事
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら、
自
校
単
独
に
よ
る
完
全
給
食
実
施
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

翌
五
十
八
年
から
は、
明
治
の
大
先
達
岩
橋
英
遠
画
伯
の
母
校
へ
寄
せ
る
温

か
い
支
援
を
う
け
て、
校
地
内
の
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
桜
の
苗
木、
オ
ン
コ、

ニ
オ
イ
ヒバ
等
の
植
樹
を
毎
年
行
い、
緑
豊
か
な
江
部
乙
中
学
校
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
る
。

ま
た、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
実
践
を
モ
ッ
ト
ー
にし
た
本
校
は、
勤
労
体

験
学
習
と
し
て
「稲
の
は
さ
掛
け
」
に
全
校
生
徒
が
参
加
し、
農
家
の
作
業
に

直
接
汗
を
流
す
中
か
ら
屯
田
兵
の
開
拓
魂
を
学
び、
援
農
奉
仕
活
動
を
通
し
て

ボ
ラン
テ
ィ
ア
精
神
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
に
ひ
び
き
合
う
創
造
的

な
教
育
活
動
の
展
開
は
内
外
から
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
卒
業
生
数
二、
二
二
六
名

485

・生
徒
の
活
躍

昭
和
六
十
二
年

昭
和
六
十
三
年



北
海
道
教
育
美
術
展
奨
励
賞

五
九

五
八

五
六

五
五

年
度

同 全
道
中
体
連
バ
レー
ボ
ー
ル
大
会
男
子
優
勝

全

道

大

会 在一・

全
国
少
年
新
春
書
道
展
入
選

大
会
出
場
(男
子
)

全
国
中
体
連バ
レー
ボ
ー
ル

大
会
出
場
(男
子
)

全
国

大
会

六二
全
道
中
体
連
テ
ニ
ス
大
会
男
子
個
人
優
勝

全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会
二
位
入
賞
(男
子
個
人
)

全
道
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会
六
位
入
賞

全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会
三
位
入
賞
(男
子
個
人
)

全
道
中
体
連
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体三
位
入
賞

北
海
道
教
育
美
術
展
奨
励
賞

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
部
門
銀
賞

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
部
門
金
賞

全
日
本
打
楽器
フェ
ステ
ィバ
ル北
海
道
大
会

テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
全
道
大
会
出
場
男
子
個
人三
位
入
賞

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
全
道
大
会
出
場
金
賞
受
賞

場
(男
子
個
人
)

全
国
中
体
連
テ
ニ
ス
大
会
出

(男
子
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
)

全
国
陸
上
選
手
権
大
会
出
場

・
生
徒
の
活
躍

八
代
大
垣
内
一
郎

七
代
穴木
沢
洵

六
代
阿
部

五
代
佐
藤

四
代
高
田
信
一

三
代
西
沢
秀
男
( 昭五二

・
歴
代
校
長

生
徒
数

・現
在
の
状
況
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二
・
四
・

二
・
一

三・
三

六
〃
六
三
・

六
〇

三・
三・

〇
四
・

七
〃

三
・

三
・

六五

昭
五

小
五
五
・
三・

・
四

二
年
男
子
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル二
位
入
賞

全
道
陸
上
大
会
男
子
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

全
道
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子
個
人
優
勝

全
道
中
体
連
バ
レー
ボ
ー
ル
大
会
男
子
三
位
入
賞

一年
男
子

一五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
三
位
入
賞

全
道
中
体
連
陸
上
競
技
大
会

女
子
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
五
位
入
賞

同
陸
上
競
技
女
子
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
四
位
入
賞

全
道
中
体
連
バ
レー
ボ
ー
ル
大
会
男
子
準
優
勝

女
子
三
種
A
六
位
入
賞

陸
上
競
技
女
子
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
三
位
入
賞

全
国
中
体
連
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
四
節
高
等
学
校

滝
川
工
業
高
等
学
校
(二
の
坂
町
西
一
丁
目
一
～
五
)

庁
立
滝
川
中
学
校
と
し
て
大
正
九
年
創
立
以
来
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し、

名
実
と
も
に
整
っ
た
中
学
校
と
し
て
道
内
に
そ
の
名
を
知ら
れ
て
い
た
が
、
終

戦
後
の
学
校
制
度
の
改
正
に
よ
り、
道
立
滝
川
高
等
学
校
(昭
和二
十三
年)、
道

立
滝
川
西
高
等
学
校
(昭
和二
十
五
年)、

そ
し
て、
道
立
滝
川
工
業
高
等
学
校

(昭
和二
十
九
年)
と
、
校
名
の
改
称、
男
女
共
学
問
題、
工
業
・
普
通
課
程
の
併

課
、
通
学
区
域
問
題
等
、々
複
雑
な
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
の
苦
難
の
歩
み
を

続
け
て
き
た。
し
かし
、
日
本
の
経
済
事
情
が
安
定
し、
科
学
技
術
の
進
展

は、
工
業
高
等
学
校
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ、
本
校
の
教
育
活
動
も
活
発
化

し
、
生
徒
の
努
力
と
相
俟
っ
て
有
能
な
士
を
道
内
外
に
数
多
く
送
り
出
し
て
き

486

六
一

六〇

二
四
三
名、
学
級
数
七
、
教
職
員
数
一八
名

現平 平!!
隆

亮三

三
・

11

三
位
入
賞

(
女
子
)



た
。昭
和
五
十
五
年
に
は
定
時
制
課
程
廃
止
と
いう
事
態
を
迎
え
たが
、
創
立
六

十
周
年
の
節
目
と
あ
っ
て
盛
大
な
記
念
式
典
を
挙
げ
一層
の
発
展
を
期
し
た
。

そ
の
後
、
校
舎
・
施
設
の
整
備
・
充
実
に
努
め
る
と
共
に、
米
国
ア
ラ
ス
カ

州
ト
ー
ジ
ア
ッ
ク
校
と
の
姉
妹
校
提
携
に
よ
る
交
流
で
生
徒
の
視
野
を
拡
げ、

平
成
元
年
度
に
は
全
道
高
等
学
校
工
業
教
育
研
究
集
会
開
催
校
に
な
る
な
ど
、

工
業
高
校
と
し
て
の
充
実
に
万
全
を
期
し
て
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

道
内
八
番
目
の
中
学
校
と
し
て
開
校
し
た
本
校
の
名
誉
あ
る
伝
統
は、
今
な

お
脈
と々
し
て
受
け
継
が
れ
て
生
徒
の
向
上
心
に
つ
な
が
り
、
産
業
各
界
か
ら

も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
いる
。
平
成二
年
十
月
に
は
創
立
七
十
周
年
記

念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
が、
道
教
委
の
間
口
減
方
針
で、
平
成
三

年
度
か
ら
工
業
化
学
科
の
募
集
停
止
と
な
っ
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

・
校
舎
施
設
の
整
備

昭
和
五
七
・
三・

一
昭
和
五
五
・
一二
・
六
柔
剣
道
場
新
築
竣
工

屋
内
体
育
館
改
築
竣
工

学)

(卒

業)

年 機 電 土

械 気 木

科 科 科

工
業
化
学
科

・入
学
数
及
び
卒
業
数

十
九
代
柚
原
秀
明
平
成
二
・
四
・
一

十
七
代

十
八
代
三
田

十
六
代
高
岡
伸
侑

80 40 40 34 194 55 75 34 35 29 173

80 40 41 40 201 56 78 40 36 35 189

74 40 40 40 194 57 74 40 37 28 179

78 40 40

27 185 58 75 37 34 31 177

80 40 39

40 199 59 68 35 35 33 171

～ ～

72 40 40 40 192 60 69 40

3

21 160

80 40 40

40 200

61 73 40 31 28 172

78 40 40 39 197 62 69 40 34 35 178

80 40 40 40 200 63 76 40 37 38 191

73 40

40 38 195 平 1 73 40 39 38 190

昭六三
・
四・
一
～
平
成
二
・
三
・
三
一

昭
五
九
・
三
・
三
一

～
昭
五
六
・三

・三
一
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学
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カ
ヌ
ー
(国
民
体
育
大
会)

昭
六
一、
六二
、
平
元
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア三
〇
〇
米
)

(五
位
入
賞
佐
藤

合
」
と
「空
知・
石
狩
」
の二
流
を
配
し
、
優
雅、
純
一、

.5

滝川高女校章

・沿
革
と
校
章
の
由
来

滝
川
高
等
学
校
(緑
町
四
丁
目
五
一‒七
七)

機 電 土

械 気 木
計

科 科 科

(80)(40)(40)(40)

80 40 41 40 201 54 75 35 33 32 175

宏 宏
～

寺
谷
広
安
昭
五
九
・
四
・
一

昭
六三
・
三
・
三
一

昭五
六・
四・
一

十五
代
大村

正
道
昭
五三
・
四・
一

た
。
当
時
の
校
章
(胸
章)
は、

「鏡
」
の
形
の
中
に
「白
百

本
校
は
昭
和
四
年
に
開
校
し
、
滝
川
高
等
女
学
校
と
称
し

※
昭
六
三
年、
ラ
イ
ト
ミ
ド
ル
級
に
お
い
て
五
位
入
賞
(高
橋
幸
彦
)

ボ
ク
シ
ン
グ
部
(個
人
の
み
)

※
全
国
選
抜
大
会
に
お
い
て、
個
人
戦
シン
グ
ル準
優
勝
(桜
井
敬
大)

昭
五
五、
六〇
、
六
一
、
六二
、
六
三
、
平
元

個
人
昭
六
一、
六二
、
六三、

平元
バ
ドミ
ン
ト
ン
部
団体

昭五
六、
六一、

六二
、
六
三

本
校
の
生
徒
の
部
活
動
は
昔
から
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が、
近
年
に
お
け
る
そ
の
成
果

は
主
と
し
て
次
の
よう
な
も
の
が
あ
り
、
滝
工
の名
は、
全
国
に
ひび
き
渡
っ
て
い
る
(全

国
大
会
出
場
分)。

・生
徒
の
活
躍

昭
和
六
一
・
一
一・
二
九
水
泳
プ
ー
ル
新
設
完
成

昭
和
五
九
・
一
一・

二
旧
校
舎
跡
地
記
念
碑
建
立
(一
の
坂
町
西三
)

工
業
化
学
科 度 口

三 計

・歴
代
校
長

現
在

(入
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潔
白、
そ
し
て
努
力、
精
進
を
表
わ
し
た。
こ
の
「白
百
合
」
は、
現
在
女
子

生
徒
の
腕
章と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る。
昭
和二
十
三
年、
学
制
改
革
で
滝

川
女
子
高
等
学
校
と
改
称
し
た
が
校
章
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
同
年、
定
時

制
課
程
が
設
置
さ
れ
た。
昭
和
二
十
五
年、
男
女
共
学、
通
学
区
域
変
更
が
実
施
さ

れ
、
当
時
の
滝
川
高
等
学
校(現工

業
高校)と

滝
川
女
子
高
等

学
校
の
生
徒
は、
国
道
十
二
号
線
を
境
界
と
し
て
東
西
に
分

か
れ、
本
校
は
滝
川
東
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
た。
東
高
時
代
の
校
章
は
「桜

の
花
び
ら
」
を
輪
で
囲
み、

「川
」
の三
本
と
「高
」
の
字
を
配
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

高
昭
和
二
十
九
年、
滝
川
東、
西
高
等
学
校
の
普
通
科
統
合
に

よ
り
、本
校
は
「
滝
川
高
等
学
校
」
と
改
称
さ
れ、
校
章
は
東
西

両
校
統
合
を
表
わ
す
「E
」
と
「
W
」
の
字
を
組
み
合
わ
せ、

滝
川
の
「T
」
を
浮
き
立
た
せ
た
も
の
に変
わ
り
今
日
に
至
っ
て
い
る。
な

お、
「桜
の
花
び
ら
」
は、
東
高
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
であ

る
。昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
理
数
科
一
学
級
が
設
置
さ
れ、
普
通
科
七
学
級
と
合

わ
せ
現
在二
四
学
級
の
規
模
で
教
育
活
動
が
営
ま
れ
て
い
る
。
本
校
生
徒
は、

極
め
て
学
業
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り、
向
上
心
豊
か
で
文
化、
体
育
面
に
お
け
る

活
躍
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
る
。
昭
和
六
十
三
年、
空
知
管
内
教
育
実
践
表
彰

の
栄
誉
を
受
け
た。

・
校
舎
施
設
の
改
善

本
校
は、
昭
和
四
年
十二
月
現
在
地
に
校
舎
を
新
設
し
た
。
そ
の
後、
図
書

全 日制

理
数
科

計

40 358

43 366

40 355

35 339

39 351

40 350

40 349

4 348
3 349

44 360

40 353

・最
近
の
入
・
卒
状
況

定
時
制
普
通
科

同
理
数
科

全
日
制
普
通
科

八
、
四
一
六
名

一
八
四
名

四
四
名

七
六
二
名

併
置
中
学
校

三
九
九
名

補
習
科

・卒
業
生
数
(平
成
元
年三
月
末
現
在)

滝
川
高
等
女
学
校
本
科

同 同

滝
川
女
子
高
等
学
校

滝
川
東
高
等
学
校
定
時
制

全
日
制

滝
川
高
等
学
校

竜 同

同
九
四
二
名

二
八
〇
名

一、
七〇
四
名

八
二
名

滝川高等学校

館
(昭二

九)、
音
楽
室
(昭三
三)、

新
校
舎
一
部
建
築
(昭三
〇、
三
五)
等

、々
部
分
的
に
改
築、
新
築
等
の
整

備
は
す
す
め
ら
れ
た
が、
木
造
部
分

の
老
朽
甚
だ
し
く
、
昭
和
四
十
四
年

か
ら
三
年
計
画
に
よ
る
改
築
工
事
が

施
さ
れ、
昭
和
四
十
六
年三
月
、
現

在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
校

舎
の
完
成
を
み
た。
ま
た
、
特
別
教

室
棟
(木造)の

改
築
は、
平
成
元
年

一月
一
期
工
事
が
完
了
し
た
。

488

滝川東高校章



[進

路〕

性 別
男 女 計

進路別

大 学 進 学 9 33 124

短期大学進学 5 4 49

就 職 15

1

26 16 16 307 37 344 54 12 12 318

10 10 302 2 326 55 21

21

323

2 2 310 4 351 56 12 12 315

13 13 313 39 352 57 14 14 304

00 00 322 41 363 58

00 00 312

12 12 306 39 345 59 14 14 310

12 12 295 3. 329 60

6 0

309

7 7

305 38 343 61 25 2 307
9 9

298 40 338 62 34 34 310

15 15 305 36 341 63

2

21 319

11 11 298 42 340 平 1 3 31 313

[就 職 内 訳]

性 別
男 女 計

産業別

公
卸

製
建

小 売

2 2 4

造 1 0 1

1 1 2

金 融 保 険

0

co

3

サ ー ビ ス

2 1 00

そ の 他

0 0 0

計

15

1

26

61 58 56 57 61 5954、5 62 55、 5454
61

55

4、
5、
57、
5、
60

当
該 該

57、
50、
62

年

度

同
高
校
総
体
全
国
大
会
出
場
(女
子
複
)

全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
出
場
(男
子
)

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
出
場

同 同 同

同

ラ
ジ
オ
自
由
部
門
出
場

ア
ナ
ウ
ン
サー
部
門
出
場

ラ
ジ
オ
文
芸
部
門
出
場

N
H
K
全
国
放
送
大
会
朗
読
部
門
出
場

学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
優
良
校
受
賞

大

・生
徒
の
活
躍
実
績

務 9 4

13

会

(男
子
単
)

卒 業業 入 学年
定時制 全 日 制 定時制

普
通
科

計

普
通
科

普
通
科

計 普
通
科

理
数
科 計 度

第
一
章
学
校
教
育 就 職 進 学

1 0 1

各種学校進学 12 30 42

そ の 他 87 11 98

計 211 129 340

・
卒
業
生
進
路
状
況
(平
成
元
年
三
月
卒
業)

(卒
業
数
は
そ
の
年
の
三
月
末)

羽
球

合
唱

音
楽

放
送

吹
奏
楽

区
分

高
文
連
全
国
大
会
出
場

N
H
K
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
出
場

優
秀
校
受
賞 別

設

種

489
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国
民
体育
大
会
全
国大
会
出
場

国
民
体
育
大
会
全
国
大
会
出
場
(同
右
)

高
校
総
体
全
国
大
会
出
場
(飛
込
み)

国
民
体
育
大
会
全
国
大
会
出
場

高
校
総
体
全
国
大
会
出
場

全
国
高
校
ス
キ
ー
全
国
大
会
出
場

高
文
連
全
国
大
会
出
場 育

少
年
男
子
五
百
米
第
一位、

三
百
米
第三
位
入

62、
63

6、
83

62

8
、
平
元

63 59、
62

63

滝川北高等学校

立
移
管
へ
の
努
力
を
続
け
昭
和
三
十

二
年、
開
校
十
周
年
と
道
立
移
管
記

念
式
典
を
行
った
。
そ
の
後
、
定
時

制
の
募
集
停
止
・
閉
課、
家
政
科、

園
芸
科、
被
服
科
の
設
置、
農
業
科

の
募
集
停
止
等、
社
会
構
造
の
急
速

な
変
化
と
進
展
に
も
ま
れ
な
が
ら
、

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日、
滝
川
北

高
等
学
校
と
改
称、
園
芸
科、
被
服

科
の
募
集
停
止
と
と
も
に、
全
日
制

課
程
普
通
科
(一間

口)
を
設
置、
昭

な
ぎ
な
た

水
泳

カ
ヌー

ス
キ
ー

美
術※
平
元
国
体
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア

賞
(い
ず
れ
も
滝
高
吉
田)

・歴
代
校
長

一
四
代

江
口
弘
(〃
五伍:

・
・

八
五

・
三
・
三

四四

三
・

三
・

二
六 "

中
土
井
昭
平
元
・
三
・
三
一

元
・
四
・
一

遠
藤

隆

現平

一九
代

一
八
代

一七
代

油
井

俊
・

・
〇
六
〃

11

(ミ
六二
・
四
・
!

滝
川
北
高
等
学
校
(江
部乙
町
東
十
一
丁
目
一
一一
八
一
一)

在

昭
和二
十
一
年
四
月
、
江
部
乙
村
立
北
辰
農
業
学
校
と
し
て
発
足
し
た
本
校

は、
昭
和
二
十
三
年、
江
部
乙
農
業
高
等
学
校
と
改
称、
現
在
地
に
校
舎
も
完

成
し
た
。
農
村
を
基
盤
に
農
業
後
継
者
の
育
成
を
本
旨
と
し
て
教
育
内
容
の
充

実
を
は
か
っ
て
き
た
が、
経
営
基
盤
の
確
立と
い
う
課
題
解
決
を
ね
が
い、
道

和
五
十
八
年
に
は
普
通
科三
間
口
の
単
置
校
と
な
っ
て
大
き
く
変
貌
し
発
展
を

と
げ
た
。

昭
和
五
十
四
年、
屋
内
体
育
館、
生
徒
玄
関
の
改
築
竣
工
に
伴
い、
こ
の
年

一月
に
発
足
し
た
「
校
舎
改
築
期
成
会
」
によ
り、
本
校
校
舎
の
全
面
改
築
へ

向
け
て
の
要
請
陳
情
行
動
が
行
わ
れ、
そ
の
結
果、
昭
和
六
十
年
から
三年
が

か
り
、
総
工
費
一〇
億
円
余
を
か
け
た
近
代
校
舎
の
完
成
を
み、
昭
和
六
十
二

年
十
月
二
十
四
日、
関
係
者
全
て
の
喜
び
の
中
に
校
舎
落
成
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
た
。
こ
の
間、
永
年
の
課
題
に
な
って
い
た
女
子
生
徒
の
制
服
改
正
を、

生
徒
主
導
の
中
で
検
討
が
加
え
ら
れ、
六
十
二
年
度
入
学
生
か
ら
新
し
い
制
服

を
着
用
し
、
北
高
生
と
し
て
の
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

生
徒
活
動
は
広
範
囲
に
行
わ
れ
て
い
る
が、
家
庭
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
特
に
活

発
で
そ
の
実
績
は
道
内
外
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る。
特
に
昭
和
五
十
八
年
か
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ら
三
年
間
に
わ
た
り
全
道
家
庭
クラ
ブ
研
究
大
会
最
優
秀
賞
を
連
続
獲
得、
昭

和
六
十
一
年、
六
十二
年
の
同
科
学
賞、
努
力
賞
と
続
き、
昭
和
六
十三
年
に

は、
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
主
催
の
「全
国
高
校
生
ホー
ムプ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
コン
ク
ー
ル」
に
お
い
て、
応
募
八
七
〇
〇
余
名
の
中
か
ら、
優
秀
賞

(三
年、
白
鳥
栄)
の
成
果
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
の
は
特
筆
さ
れ
る
。

同 同 同

同
園
芸
科

被
服
科

家
政
科
一、
九
〇
七

四
三
六

三
六
八

五
八
九

・記
念
碑
及
び
碑
文

新
校
舎
落
成
に
あ
た
り
、
滝
川
北
高
の
創
立
の
精
神
と
屯
田
兵
か
ら
の
開
拓

魂
と
を
リ
ン
ゴ
園
風
景
に
込
め、
滝
川
北
高
に
学
ぶ
生
徒
に、
先
達
の
精
神
が

長
く
心
に
刻
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
陶
板
壁
画
と
し
た
も
の
で
、
生
徒
玄
関
前

の
庭
に
建
立
さ
れ
た
。
壁
画
は
屯
田
焼
き
で
知
ら
れ
る
陶
芸
家
、
清
水
省
次
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

碑
文

本
校
は
昭
和
二
十
一
年
北
辰
農
業
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
が、
時
代
の
変
遷
に
よ

り
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
は
普
通
科
単
置
校
と
な
り、
昭
和
六
十
年
懸
案
の
校
舎
の
全
面
改

築
が
開
始
さ
れ
同
六
十二
年
十
月
二
十
四
日
校
舎
改
築
落
成
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

旧
い
学
び
舎
の
面
影
を
偲
ぶ
と
と
も
に、
本
校
の
創
立
の
精
神と
屯
田
兵
か
ら
の
開
拓
魂

の
象
徴
と
し
て
、
林
檎
園
風
景
を
陶
板
に
焼
き
あ
げ
ま
し
た
。

第
一
章
学
校
教
育

る
精
神
は、
滝
川
北
高
等
学
校
に
学
ぶ
生
徒
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

・
歴
代
校
長

九
代
中
原
勝
郎
(昭五二
小
五
五
・
三

一〇
代
新
江
政
義博

一二
代
中
村

一
一代

小
松
一
郎博(1六

三
・

三
・

二
〃

・
四
・

〇
〃〃

1111

三

六

(ハ
六
〇
・

、ミ
五
八
・
四

三・
三・

八
11 四

・四

在

一
滝川西高等学校

滝
川
西
高
等
学
校
(西
町
六
丁
目
三

一
一)

「校
訓
」

『志
あ
る
者
は
事
つ
い
に

成
る
』

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
を
も

っ
て
市
立
に
移
管
さ
れ、
滝
川
西

高
等
学
校
の
校
名
の
も
と
新
発
足

し
た
本
校
に
つ
い
て
滝
川
市
は、

北高新校舎落成記念碑

一
五
代
庵

哲二
(

現〃 元
四
・

二
・
三
・
三

元
四

平 !!六二
一三
代
岡
田
珠
子

1111

一四
代
森
永
嘉
重

二
・
四・

三

・卒
業
生
総数

四、
四三
九名

内
訳
定
時
制
普
通
科

全
日
制
農
業
科

同
農
業
科

三
三
一

一
四
(昭二

八
年
度
で
閉
科)

(同三
七
年
度
で
閉
科)

七
九
四

(同
四
一
年
度
で
閉
科)

(同
五
四
年
度
で
閉
科)

(同
五
四
年
度
で
閉
科)

(同
五
七
年
度
で
閉
科)

普
通
科

樹
齢
数
十
年
を
経
た
ス
ト
ロー
ブ
松
の
隣
に
ど
っ
し
り
と
腰
を
据
え
た
記
念
碑
の
象
徴
す
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※
平
元
国
体
カ
ヌー
、
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア三
百
米
第
五
位
入
賞
(袴
田)

カ 野

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 技

道 論

分
分

国
民
体
育
大
会
全
国
大
会
出
場

1

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
出
場

野
球
選
手
権
大
会
出
場
(甲
子
園)

全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場

国
民
体
育
大
会
全
国
大
会
出
場

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
出
場

書
道
部
門
出
品

別
元

1、
62、
6、
平

は
、
4、
5

6163566156
62平6063、元、
63 61

当
該
年
度

〔地 域 分 類]

科
別 商
業
科

普
通
科区
分

市 内 84 21 事 務 75 18

管 内 17

1

販 売 19

4

札 幌 15

3

サー ビス 18 10

道 内

4 4

運 ・通

0 0

道 外 10

7

保 安

1 3

計 130 36 技 能ヒ
ヒ

17

1

そ の 他

0 0

計 130 36

1 女 男 女

卒業生数 35 140 94 75 344

就職 19 111 20 16 166

進 大 学

4 0

18

1

23

短 大

0 5 2

24 31

学

各 種 10 19 36 26 91

そ の 他

2 5

18

8

33

計

35 140 94 75 344

第
九
編
教

育

地
域
社
会
の
期
待
に
こ
た
え
る
有
為
な
青
少
年
育
成
を
め
ざ
し
、
普
通
科
・
商

業
科
の
併
設
校
と
し
て
の
教
育
内
容
の
充
実
に
即
応
すべ
く、
施
設
設
備
の
充

実
に
全
力
を
傾
注
し
て
き
た。
施
設
関
係
で
は
、
校
舎
の
改
築
(昭五

七)、
テ

ニ
ス
コー

ト
の
増
設
(昭
五九)、

校
舎
増
築
(昭五
九)、

屋
内
体
育
館
の
増
改

築
(昭六三

)、
特
別
教
室
の
改
築(平
成
元
年)等
と
矢
つ
ぎ
早
や
に
工
事
を
お
こ
し

完
成、
更
に
設
備
関
係
で
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
の
購
入
一六
台
(昭五

四)、
L
L
機
器
一
式
の
更
新
(昭
五
五)、

パ
ソ
コ
ン
の
導
入
四
四
台
(昭
五八
～
平
成

元)、
吹
奏
楽
用
楽
器
の
購
入
及
び
更
新(昭
五八～

平
成
元)等

多
岐
に
わ
た
り
整

備
し
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
有
用
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
生
徒
の
活
力
に
満

ち
た
自
主
活
動
は
極
め
て
活
発
で、
昭
和
六
十三
年
夏
の
甲
子
園
大
会
に
野
球

部
が
初
出
場
を
果
し
た
の
を
はじ
め、
全
道
・
全
国
大
会
へ
の
各
部
の
出
場
は

体
育
関
係
の
み
な
ら
ず
、
文
化
部
門
に
お
い
て
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。

科別
性別

商 業 科 普 通 科
計

種別職
業
別

商
業
科

普
通
科

・
就
職
内
訳
(※
分)

・
進
路
状
況
(平
成
元
年三
月
卒)

〔職 業 分 類]

科
別

区

ヌ

..

競
球

同 同 同 大

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
弁
論
部
門
出
場

会

種

63606062546055

陸 書 弁

上

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・生
徒
の
活
躍
(全
国
大
会)

男
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第
一
章
学
校
教
育

169 91 260 175 84 254

178 94 272 181

96

277

183 89 272 160 87 247

184 79 263 173 86 259

180 178 358 167 88 255

184 138 322 164 78 242

182 180 362 171 168 339

184 181 365 174 128 302

185 173 358 168 176 344

184 181 365 175 169 344

180 173 353

五
四
五
五
五
六
五
七
五
八
五
九
六
〇
六
一
六
二
六
三
平
元 177 177 354

入 学 年 卒 業

商
業
科

普
通
科

計 度

商
業
科

普
通
科

計

・最
近
の
入
学
・
卒
業
生
の
推
移

私
立
滝
川
商
業
高
等
学
校

滝
川
西
高
等
学
校
普
通
科

商
業
科

三
、
二
六
三
名

五
、
一三
七
名

一、
一六〇
名

・
歴
代
校
長

初
代
佐
木々
明

二
代
小
森
文
夫
"
五
三
・

(ハ五
六
・
三
・三
四 三
・ 四

●

在

第
五
節
そ

の
他

父
母
と
先
生
の
会
・
後
援
会
の
歴
代
会
長

○
滝
川
第
一小
学
校
P
T
A

昭
五
四
年
度
)
一八
代
石
黒

直
現

ぐ
六三

!

現平

在

(〃
五
七
ク
)

昭
五
六
年
度

二
4
)

二
三
代
坂
田
秀
昭

六
二
一
代
宇
山
昌
宏

一九
代
少
覺三
千
宏

一
七
代
中
川
日
出
吉

一ハ
五
五
ク

(〃五
八
"
)

(ミ
六
一
〃
)
二
二
代
柳

承
治
「ミ
六
二
か

二〇
代
清
水
但男
(ハ六〇

ミ)
"
五九
川
五
七
ク

昭
五
六
年
度〃在

勉
五

一
七
代
尾
崎

一
九
代
筧下

恭
久
(17位か)”)
ハ
五
五
度

二〇
代
西
谷
俊
一

一
八
代
赤
川
昌
弥

ぐ
六
〇
〃
)

昭五
四年
度)

(平
元
〃 三
)

-一"六
三

二
四
代
川
口
義
弘

(

二
一
代
堀
田
健
司
(ハ六二

ミ)
二
二
代
伊
藤
幸三

○
滝
川
第
三
小
学
校
P
T
A

二
・
四
・
一

11:
111:11 四三

二
・

豊
(
ハ六〇

・
一一・

三
〇
三
1

四
代
高
橋

五
代
柏
原
敏
之

現〃 平〃

ハ
六〇
・

川
五
九
・
四
・

三
代
樋口

隆士(Ma九:
22:11

・・
三

〃’昭
五四
八

三

・卒
業
生
数
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○
江
陵
中
学
校
P
T
A

六
代
杉
山
博
志

〃
平
元

(私六三
ミ)

四
代
中
村

稔
1111六

八五
○九
1111

五
代
大
川

稔

現平 1111
六フ六六二

在
. 11 "11

二
二
代
田島

二
四
代
中
谷
幸
司
(平
成
元
年
度
)
在

二三
代
佐
藤
圭二
(ハ六三
”)

昭
五
六
年
度〃

六
〃 〃 "
五
八
ク

一三
代
森
本
茂
雄

○
滝
川
高
等
学
校
P
T
A

度
慎
川

ハ
五
五
!

昭
五
四
年
度
)

〃
二

六
〃

1111(≧六三
”)1111

九
代
長
谷
川
郁
夫

一一
代
工
藤
永二
(1/五
比

曜五
五
!
)

“五
九
‘’)

(蛋
五
四
年
度
)

〃

五八
五五

六
一

健夫(2六三
”)

一五
代
水
谷

広(ッ五九
ミ) 〃〃

一三
代
香
川
弘
光
(〃六〇

〃一
一〇
代
毎
原
政
夫

(平
成
元
年
度
)在度

一
一代

深
田
義
勝
ハ
五
七
ク

昭
五
六
年
度

〇
開
西
中
学
校
P
T
A

"

七代
笹
木
和
幸

二
一
!

五
代
中
川
一郎

三
代
中
田
翼
(ッ六〇

ミ
)

〃
六
三

初
代
佐
藤
圭二
(昭
五
五
年
度
)

ハ
五
六
シ

四
代
塩
尻
一郎

六
(シカゴ

ミ)
(平
成
元
年
度
)

〇
明
苑
中
学
校
P
T
A

現平現

在"1
1

二
一
代
田
中

豊
平
元

(〃
六
三
!"

ミ
五
九
ミ

一
七
代
高
嶋
晃
寛
ハ
五
六
ク

昭
五
五
年
度
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第
九
編
教

育

一
九
代
居
林
幹
生

二
一
代
中
谷
幸
司(ミカルミ)

藤
井
哲也(〃六二

ミ)
ハニ

二
三
代

二
五
代
松
本
義
彦

現平

一

在

一
〇
代
水
林

二
四
代
松
尾
政
徳

二
二
代
宮
崎
次
郎

二〇
代
神
部
和
典

11

五
九元
1111

〃
五
六
か

(昭
五
五
年
度
)

一
〇
六 "

〃
平 “六
三
三
)

二
二
代
山
本

二〇
代
山
下
正
幸

1111

11

一八
代
辻奥

功(小五
ミ)

六六

一六
代
坪
田

巧
(川
五
四

ノ

一二

(昭
五
一
年
度)

二一
代
川
嶋
慎
之
輔

一四
代
古
家

一〇
代
和
田
周
吉

一二
代
岡
崎
日
出松
(ハゼ○
=)

現 (平
成
元
年
度

洋 敬

(昭
五
六
年
度

三
代
今
野
義
。

一
11

11

〃
五
九
〃

九

初
代・
林
喜
久
男
〃
五
七
〃

○
東
小
学
校
P
T
A(昭
五三
年度)

一〃
五
五
か

ヘ
六
二
か

√
昭
五
四
年
度)

六二
!! 〃〃

在

二
一
一代

本
山
英
治(ミガルミ

)
一
二
代
山
内
康
裕
(ミ六〇

ン!)
平
成
元

〃
一三
代
鈴
木
武
道
(ミ六三ミ

)
一四
代
平
野
富
康
一

一五
代
砂
原

一仁

現平

○
東
栄
小
学
校
P
T
A

一
五
代
米
田
裕
記

一平
元

二
代
加
我
敏
之

一八
代
内
野
博
行

現平

昭
五
六
年
度在

一
六
代
井
上
正
雄
ハ
六
一
ク

三
六1111

一

(
ミ)1111

(昭
五
八
年
度)

四
代
笹
木
和
幸

五
代
細
田
光
人
平
成
元
年
度

在

現平

○
江
部
乙
小
学
校
P
T
A

二
代
寺
崎
雅
聰
(小五

六

"

(昭
五
四
年
度)

三
代
橋
本
勝
義
昭
五
八

♪
昭
五
七
年
度

広
(

度
ハ
五
六
ク
ノ

昭
五
五
年
度

○
西
小
学
校
P
T
A

九
代
渡
部
豊
道
昭
五
二
年
度
)

ハ
五
四
〃
)

(昭
五三
年
度)

ハ
五
四
ク

七
代
榎
本
雅
史

-

二〇
代
武
内
敏
彦

「
五九

隆
男(ッ六〇

ミ
)

現

六代
今
野
義
一

二代
藤井

謙
和
(m
五八

!
)

(昭
五
七
年
度)

毅

A 現平

在

五
(昭五三

年度)

一四
代
引
地

一
二
代
水
林

○
江
部
乙
中
学
校
P
T
A

一
七
代
坂
田
和
友

一
九
代
中
川
日
出
吉
7六〇

ク



○
滝
川
工
業
高
等
学
校
P
T
A

三
一二
代
中
村
正
直

勝
西

〃
一四代

本
野
俊
雄
( (ミ
五
八
シ

昭
四
四
年
度
)

小
五六
ッ

一
五
代
西
井
勝
明
(ミ六ナ

ミ)!
七
代
松
井
雅
昭

五
代
井
上
祐
一

一

(〃
六三

〃

ノ

八
代
畑

雅
浩

○
私
立
滝
川
白
樺
幼
稚
園
後
援
会

一
〇
代
八
幡
吉
宣
(昭
五
五
年
度)

豊
(〃
五
七
〃
)

一
二
代
田
中

一
四
代
保
田
勝
滋
(〃
五
九
〃
)
一
五
代
鈴木

一六
代
古
瀬
万
敬
(〃
六
一
〃
)
一七
代
西
田
洋
一

英
光
(〃
六
〇
〃
)

〃
二

六
〃

三
六
(ミカミミ)

一八
代
安
彦
良
一
(野 平

元
〃

○
私
立
滝
川
幼
稚
園
後
援
会

今
野
義
一
(昭
五五
年
度)

均
(〃
五
七
〃
)
三〇
代
柳

二
九
代
中
島

三
木
典
明
(〃
五
九
〃
)
三
二
代
上
田
英
二
(〃
六〇

〃
)

三
四
代
村
太
秀
直
(〃六
二
〃
)

三
一
代

三
三
代
中
田

慎
(〃
六
一
〃
)

滝
川
俊
一
(〃六三

〃)
三
六
代
岡
部
一三
(平

元
〃
)

三五
代○
私
立
え
べ
お
つ
幼
稚
園
後
援
会

初
代
進
藤
正
雄(昭四川):5:111

二
代
高
橋
末
治
郎
昭
四
八
・
四
・
一在

滝
川
市
父
母
と
先
生
の
会
連
合
会

市
内
小
学
校(七)、

中
学
校(四)、

高
等
学
校
(四)の

計
一五
の
単
位
P
T
A

が
市
内
児
童
生
徒
の
健
全
な
成
長
を
願
い
当
連
合
会
に
結
集
し
、
各
単
P
の
自

主
性
を
尊
重
し
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
各
種
の
事
業
の
実
施
を
通
し
、
会
員
の

研
修、
児
童
生
徒
の
福
祉
の
増
進、
教
育
条
件
の
改
善
整
備
等、
側
面
か
ら
市

内
教
育
の
振
興
に
あ
た
って
い
る
。

・
同
・平
成二
年
度
の
会
員
数
七
、
五
五
五
名

予
算
総
額
八三
五、
三
五
四
円

第
一
章
学
校
教
育 一 一一〃五
九
ぐ

八
代
平
野
富
康

一現平元
〃在

田
初
代
内
野
正
則
昭
五
七
年
度)

二
代
先田

昭
(昭
五八
年
度)

-
三
代
三
浦
靖
明
一〃
六
一
シ)

六
代
上
野

四
代
松
原

董 章章
一一心六

二
ミ

一平
元
〃
)

.

弘
治
(昭
五
六
年
度)

一
一代
柳

一三
代
大
谷

豊
(〃
五
八
〃
)

二二
代
岡
崎
日
出
松

○
滝
川
西
高
等
学
校
P
T
A

憲
明
(ハ
五
七
ク

"
六
代
藤
井
謙
和

七
代
中
川
日
出
吉
(ミミ三

ミ)〃
六

〇
六
〃心
六二

八
代
和
作
康
市

現平

心
六
一
か

元元
ノ在

昭
五
八
年
度)/

初
代
山
内
康
裕

憲
正

一

11五四
”

四
代
広
森
弘志
(1班代

〃)
ぐ
五
七
〃

六
代
山
内
康
裕

〃

(ミ
五
八
シ

〃
七
代
石
黒
安
雅

二
六

九
代
砂原

一
仁

一
○
滝
川
市
立
み
ず
ほ
幼
稚
園
父
母
の
会

11

〃
六
三
か

11

) )

一〇
代
三井

一二
代
坂
本
泰
史

茂
義
ハ
六
二
ミ

〃
六
〇
”

〃

"
(平

元
(ミ
六
三
〃

一八
代
加藤

定
幸 久
一現 平

二
)

在,

○
滝
川
北
高
等
学
校
P
T
A

一六
代
下

幸
二

二〇
代
松
平

隆
一八
代
高
田
正
春

一七
代
久
松
文
雄

一九
代
西
野
正
之

二
一
代
工
藤
永
二

三
代
森

五
代
和
田
周
吉

O

○
滝
川
市
立
お
お
ぞ
ら
幼
稚
園
P
T
A

昭
五
二
年
度

二
代
秋
山
紀
勝
(昭
五三
年
度)

三
代
浦
部

五
代
早
坂
洋
治

ぐ
六
一
か

ぐ
六二

"

一七
代
土
井
康
弘

一三
代
峯
村
憲
一
一 昭
五
七
年
度

(昭
五
九
年
度)

一

在

二七
代

二
八
代
及
川
喜
三
(昭
五
六
年
度)

承
治
(〃
五
八
〃
)

昭
六
〇
年
度

一六
代
千
田

〃
一
一代

石
黒
安
雅

昭
五三
年
度)

四
代
渡
部
豊
道

一
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・
同

第
九
編
教

育

事
業
計
画

1
第
十
五
回
滝
川
市
P
T
A
研
究
大
会
の
開
催

2
中
空
知
P
連
研
究
大
会
へ
の
参
加

3
空
知
P
連
指
導
者
・
母
親
研
修
会
へ
の
参
加

4
北
海
道
P
T
A
研
究
大
会
へ
の
参
加

5
市
内
単
位
P
T
A
会
長
懇
談
会
の
開
催

6
滝川
市母
子
座
談
会の
主
催

・
歴
代
会
長

一九
代
寺
崎
雅
聰
(江
部
乙
小)
昭
和
五
五
年
度

二〇
代
林
喜
久男
(東

二
五
代

二
三
代

二
四
代

二六
代
柳

小)
ク
五
八
〃

小)
〃
五
六
〃

二
一
代
和
田
周
吉
(江
部
乙
中)
〃
五
七
〃

二
二
代
本
山
英
治
(西

宮
崎
次
郎
(滝
三
小)
♪
五
九
ク

香
川
弘
光
(開
西
中)
〃
六
〇
〃

堀
田
健
司
(滝
二
小)
〃
六
一〃

承
治
(
滝
一
小)
〃
六
二
〃

二
七代

中川
一郎
(明
苑
中)
〃
六三
〃

二
八
代
坂
田
和
友
(東
栄
小)
平
成元
年
度

毅
(江
陵
中
)
〃
二
ノ

二九
代
山
本

特
学
等
の
育
成
後
援
団
体

滝
川
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

昭
和三
十
九
年
発
足
し
た
本
会
は、
障
害
を
も
つ
児
童
生
徒
の
教
育
が
よ
り

行
き
届
き
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
側
面
か
ら
協
力
活
動
を
続
け
て
き
た
。

近
年、
障
害
者
の
重
度
重
複
多
様
化
に
伴
い
滝
川
市
に
お
い
ても
知
恵
遅
れ
の

み
で
な
く
、
言
語
障
害、
情
緒
障
害、
肢
体
不
自
由と
四
部
門
障
害
児
教
育
の

学
級
開
設
・
条
件
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

本
会
は、
こ
れ
ら
の
障
害
児
教
育
が
本
来
の
ね
ら
い
を
充
分
に
果
た
せ
る
よ

う、
社
会
復
帰
へ
の
可
能
性
を
願
い
な
がら
助
成
活
動
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
事
業
内
容
は、
1
障
害
児
教育
の
内
容
充
実
を
促
進
す
る。
2
各
種
行

事
へ
の
助
成
(宿
泊訓
練、
社
会
見
学
等)、

3
一
般
市
民
へ
の
啓
蒙
と
会
員
募
集

(会
報
発
行、
指
導
誌
の
発
刊
など
)、
4
会
員
の
研
修
(講
師
を
招
いて
の
講
演
会
の
開
催、

会
員
の
施設
見
学
等)が

あ
り
、
会
の
経
費
は
、
す
べ
て
会
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
る
。

組
織
は、
会
長
(事
務
局
担
当の
P
T
A
会
長)、

副
会
長
(
各小
中
学
校
P
T
A
会
長、

各
小
中
学
校
長
)、
評
議
員
(
各小
中
学
校
P
T
A
会
員、
正
会
員)
が
あ
り
、
会
員
は
、

各
校
P
T
A
会
員
及
び
趣
旨
に
賛
同
す
る
一
般
市
民
・
団
体
な
ど
で
組
織
さ
れ

て
い
る
。
・歴
代
会
長

五
代

神
部

広
(

"

和
典
(三
小
P
T
A
会
長
) )

三
代
昭
和
五
四
年
度
渡
部
豊
道
(西
小
P
T
A
会
長
)

昭
和
五
五
年
度
水
林

中谷
幸
司
(

!

橋
本
勝
義
(江
部
乙
小
P
T
A
会
長
)

稔
中
村

中
川
日
出
吉
(江
陵
中
P
T
A
会
長
))

11

昭和
六
一
年
度
山
下
正
幸
(

鈴
木
武
道
(西
小
P
T
A
会
長
)

11

)

)

十
二代 十
代
九
代

八
代

七
代
六
代

四
代
昭和
五
六
年
度

昭
和五
七
年
度

昭
和
五
八
年
度

昭
和
五
九
年
度

昭
和
六
〇
年
度

十
一
代
昭和
六二
年
度

昭
和
六三
年
度

!

11

)

十三
代
平
成
元
年
度
松
尾
政
徳
(三
小
P
T
A
会
長
)

(

滝
川
地
区こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会

昭
和
五
十
一
年
四
月、
言
語
障
害
児
学
級
が
滝
川
第
三
小
学
校
に
開
設
さ

れ
、
同
年
十
一
月
に
は
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
が
併
設
さ
れ
た。
言
語
障
害
児
を

持
つ
親
た
ち
が
互
い
に
励
ま
し
協
力
し
合
っ
て、
子
供
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に

尽
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
この
会
は、
事
業
と
し
て、
(1)会
員
相

496



互
の
研
修、
2)言
語
治
療
教
育
に
対
す
る
協
力
と
援
助、
3)地
域
の
人
々
へ
の

啓
蒙
運
動
等
を
行
い、
行
事
と
し
て、
親
子
遠
足
、
学
習
会、
全
道
親
の
会
大

会
へ
の
参
加、
広
報
紙
の
発
行
な
ど
、
地
味
で
は
あ
る
が
堅
実
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。歴
代
会
長

三
代
長
谷

治
(昭
五
四
・
四
～
昭
五
六
・
三)

忠
信
(〃
五
六
・
四
～
!
六二
・
三)
在)

奨
学
資
金
制
度

昭
和
四
十
六
年
滝
川
市
奨
学
金
貸
付
条
例
が
施
行
さ
れ
て
か
ら、
能
力
が
あ

り
な
が
ら
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
学
生
生
徒
に
と
って
は
、
み
ず
か

ら
の
向
学
の
志
を
果
た
せ
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り、
恩
恵
に
浴
す
度
合
も
年
々

向
上
し
当
初
の
ね
ら
い
は
十
分
果
た
さ
れ
て
き
た。
し
か
し
経
済
事
情
の
変
化

に
伴
っ
て、
貸
付
の
金
額
は
幾
度
と
な
く
改
定
さ
れ、
更
に
対
象
を
高
等
専
門

学
校
生
にも
適
用
で
き
る
よ
う
平
成
元
年
から
実
施
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
。

(円)

年度 大 学 高 専 高 校第
一
章
学
校
教
育

41 1,500

43 4,000

45 ‒ 2,000

49 5,000

50 7,000 3,000
51 9,000 4,000

56 12,000 5,000

平元 18,000 11,000 7,000

・奨
学
貸
付
金
額
の
変
遷

・
実
績
人
員56

2 5
0 29

57 28

7

35

58 32

8
0 40

59 32

5

37

60 28

6

34

61 26 10 36

62 34 13 47

63 30 12 42

平元 31

1

12 44

滝
川
市
教
育
振
興
会

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
振
興
の
た
め
に
関
係
す
る
人
々
の
尽
力
に
よ

っ
て
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
滝
川
市
教
育
振
興
会
は
、
小
・
中
学
校
職
員
及

び
市
教
育
委
員
会
職
員
に
よ
る
義
務
教
育
の
振
興
と
教
職
員
の
研
修
を
深
め
る

目
的
の
も
と
、
研
修
部
・
行
事
部
の
二
部
門
を
活
動
の
柱
に、
活
動
目
標
達
成

の
た
め
の
研
究
・
実
践
を
強
力
に
す
す
め
て
い
る
。

・事
業
内
容

1
部
会
研
修
(
教
科
部
会、
専
門
部
会、
特
別
部
会)
の
充
実

2
全
市
研
究
集
会
の
開
催
(九
月、
二
月
)

3
研
究
依
頼
校
の
設
置
(公
開
研
究
会、
講
演
会、
小
一、
中
一)

4
教
育
事
情
視
察
の
実
施
(道
内
三
名、
道
外三
名)

5
空
知
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
奨
励
と
助
成

6
研
究
集
録
の
発
刊

・
行
事
計
画

1
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

2
小
学
校
球
技
大
会
(野
球、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

3
児
童
生
徒
作
品
展
示
会

4
音
楽
発
表
会

年度 大学 高専 高校

計

四
代
河
端

五
代
吉
田
留
美
(〃
六二
・
四～
現

(人)
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5
小
学
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
英
語
コ
ン
テ
ス
ト

・
歴
代
会
長

〇 六

昭
五
八
中
川

本
間
鉄
男
(西
小
校
長
)

力
(東
栄
小
校
長
)

地
久
(江
部乙
小
校
長
)

藤
根

平
二
鎌
内
三
郎
(第二
小
校
長)

空
知
の
教
育

.

昭
和
五
十二
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
三
年
以
来、

「み
ん
な
で
創
る
空
知
教
育
」
を
指
標
に、
教
育
関
係
者
が
相
互
に
理
解
を
深

め
合
い
協
力
し
合
う
体
制
を
つく
っ
て、
地
域、
父
母
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

取
り
組
ん
で
き
た。

空
知
は
四
季
の
変
化
に
富
む
雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ、
先
人
の
進
取
の
気
性

が
人
々
の
心
の
中
に
培
わ
れ、
た
く
ま
し
い
精
神
風
土
を
形
成
し
て
き
た
。
そ

の
風
土
の
も
つ
「厳
し
さ
」
や
「
豊
かさ
」
と
、
人
の々
知
恵
を
融
和
さ
せ
た

営
み
が
空
知
に
お
け
る
生
活
文
化
を
創
造
し、
誇
り
高
い
伝
統
を
生
み
出
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
空
知
は
道
央
と
道
北
・
道
東
を
結
ぶ
中
継
点
に
位
置
し
て
お
り
、
従
っ

て
道
内
に
お
け
る
経
済
活
動
や
生
活
圏
域
を
結
ぶ
重
要
路
線
と
し
て
高
速
自
動

車
道
の
整
備
が
進
め
ら
れ、
平
成
元
年
秋
に
は
滝
川
・
深
川
間
が
供
用
さ
れ

た
。
ま
た
道
道
夕
張
芦
別
線
の
新
設
整
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
三
十
五
年
は
約二
〇
万
人

だ
った
の
に
対
し、
平
成
元
年
は
約
五
万
人
に
な
り
、
四
分
の
一
に
激
減
し
て

お
り
、
学
校
数
は
四
一
一対
二
〇
八
校
と
半
減
し
て
い
る。
石
炭
と
稲
作
を
産

業
基
盤
と
し
て
発
展
し
て
き
た
空
知
で
は
あ
る
が
、
産
業
構
造
の
変
貌
に
よ
っ

て
閉
山
、
減
反
に
よ
る
人
口
減
と
過
疎
化
現
象
が
核
家
族
化
の
進
行
と
相
ま
っ

て
の
児
童
生
徒
の
減
少
と
考
え
ら
れ
る
。
反
面
管
内
各
市
町
村
に
お
け
る
地
域

の
活
性
化
へ
の
と
り
く
み
は
顕
著
な
も
の
が
あ
り、
企
業
誘
致
を
は
じ
め、
若

者
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ
る
意
識
の
高
揚
な
ど
様
々
の
努
力

を
続
け
て
い
る。
ま
た、
高
齢
化
が
す
す
む
中
に
あ
っ
て
国
民
食
糧
の
供
給
を

目
ざ
し
稲
作
を
主
体
と
し
た
専
業
農
家
に
よ
り
味
の
良
い
生
産
性
の
高
い
農
業

を
展
開
し
て
お
り
、
地
域
発
展
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
のよ
う
に
空
知
管
内
に
は
様
の々
問
題
は
あ
る
が、
空
知
の
各
学
校
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
変
化
に
即
し
た
適
切
な
実
践
課
題
を
設
定
し
そ
の
解
明
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
空
知
教
育
局
及
び
管
内
市
町
村
教
育
委
員
会

は
昭
和
五
十
二
年
よ
り
空
知
教
育
の
進
展
を
期
し
て
具
体
的
な
実
践
課
題
を、

「小
中
学
校
教
育
推
進
の
重
点
」
と
し
て
示
し
、
学
校
教
育
の
充
実
発
展
の
た

め
に
努
力
し
て
い
る。

昭
和六
十二
年度

空
知管
内
小
中学
校
教
育
推
進の
重
点

総
括
重
点

人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し、
創
意
と
活
力
に

み
ち
た
学
校
教
育
の
推
進
に
努
め
る

重
点
1
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
進
め
る
学
校
経
営
を

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
身
に
つ
け
る
各
教
科
の
指
導
を

心
2〃11 11

33道
徳
性
を
培
い
実
践
化
を
図
る
道
徳
の
指
導
を

11 11

5

〃4
自
主
的
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
特
別
活
動
の
指
導
を

心
身
と
も
に
み
ず
か
ら
を
鍛
え
る
健
康
・
安
全
指
導
を

ン
6
自
己
を
理
解
し
触
れ
合
いを
大
切
に
す
る
生
徒
指
導
を

498
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い
ま
再
び
開
拓
魂
を
よ
み
が
え
ら
せ、
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
人
づ
く
り
や

香
り
高
い
文
化
を
創
造
す
る
こと
こ
そ
空
知
教
育
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
管
内
教
育
に
お
け
る
推
進
の
重
点
や
実
践
の
成
果
と
地
域
社
会
の
実
態
を
踏

ま
え、
空
知
の
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
推
進
すべ
く、
各
学
校
に
お
い
て
は

研
究
主
題
を
設
定
し、
全
教
職
員
で
年
次
計
画
に
沿
い
な
が
ら
実
践
的
研
究
を

す
す
め
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

生
涯
教育
の
推
進
に
つ
い
て
は、
道
段
階
の
取
り
組
み
が
ほ
と
ん
ど
で、
全

道
的
に
も
管
内
的
に
も
市
町
村
段
階
の
取
り
組
み
は
始
ま
った
ば
か
り
の
状
況

で
あ
る
と
言
え
る
が、
管
内
で
は、
滝
川
市
を
はじ
め、
美
唄
市、
沼
田
町
に

お
い
て、

「生
涯
学
習
推
進
本
部
」
等
を
設
け
、
具
体
的
計
画
の
策
定
や、
施

策
推
進
を
行
って
い
る。

最
近
に
お
け
る
学
校
教
育
の
動
向

昭
和二
十
年
八
月
太
平
洋
戦
争
終
結
後、
日
本
の
教
育
は
新
日
本
建
設
に

向
か
っ
て
一
八
〇
度
の
転
換
を
し
ス
ター
ト
を
き
った
。
昭
和二
十
二
年、
教

育
基
本
法、
学
校
教
育
法、
教
育
委
員
会
法
が
制
定
さ
れ、
昭
和
二
十
四
年
に

は、
教
育
公
務
員
特
例
法
が
制
定
施
行
さ
れ
た。

学
校
教
育
法
の
施
行
に
伴
っ
て
教
育
課
程
の
基
準
と
し
て
学
習
指
導
要
領
試

案
が
示
さ
れ、
以
来、
学
力
の
全
国
水
準
を
確
保
し
、
学
習
者
の
学
習
内
容
の

保
障
と
、
そ
の
向
上
の
た
め
幾
度
か
改
訂
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
いる
。
国
際
的

に
日
本
の
科
学
技
術
の
水
準
が
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景

に
は、
こ
れ
ら
の
施
策
と
そ
の
時
々
の
事
態
に
対
応
し
た
適
切
な
教
育
が
全
国

的
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と云

っ
て
も
過
言
で
は
な
い。

昭
和
五
十
二
年、
激
し
い
社
会
状
況
の
変
遷
や
学
校
教
育
の
現
況
に
鑑
み、

学
習
指
導
要
領
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
公
示
さ
れ
た
。
そ
の
主
た
る
内
容
は、

知
徳
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成、
教
育
内
容
を
精

選
し
創
造
的
能
力
の
育
成、
ゆ
と
り
と
充
実
し
た
学
校
生
活
の
実
現、
創
意
工

夫
を
加
え
た
学
習
指
導
な
ど
で
あ
り
、
各
教
科
の
内
容
に
小
中
高
の
一
貫
性
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
小
学
校
は
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
昭
和

五
十
六
年
度
か
ら
完
全
施
行
さ
れ
て
き
た
。

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
貌
は、
生
活
還
境
を
大
き
く
変
え、
人
の々
意
識
や

価
値
観
の
多
様
化
を
招
く
と
と
も
に、
人
間
性
の
喪
失
や
連
帯
感
の
欠
如
な
ど

の
憂
慮
す
べ
き
様
相
が
見
え
て
き
た
。
こう
し
た
中
で
人
間
尊
重
の
教
育
に
よ

り
一
層
つ
と
め、
創
意
と
工
夫
に
満
ち
た
学
校
教
育
が
望
ま
れ、
文
部
省
は
臨

教
審、
教
課
審
の
答
申
を
う
け、
平
成
元
年
二
月
「
学
習
指
導
要
領」
案
を
発

表
し
、
同
年三
月
文
部
省
告
示
と
し
て
公
示
し
た。

今
回
の
改
訂
学
習
指
導
要
領
の
特
色
は、
1
心
の
教
育
の
充
実、
2
基
礎
基

本
の
重
視
と
個
性
教
育
の
推
進、
3
自
己
教
育
力、
自
己
学
習
力
の
育
成
、
4

文
化
と
伝
統
の
尊
重
と
国
際
理
解
の
推
進
が
あ
げ
ら
れ
る
。

物
質
的
に
豊
か
な
時
代
に
生
き
る
現
代
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て、
と
か
く
歪

み
が
ち
な
「
心
」
の
問
題
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
中
に

お
け
る
学
校
教
育
は、
そ
の
基
礎
を
培
う
と
い
う
こ
と
で
、
自
己
教
育
力、
自

己
学
習
力
の
育
成
の
重
要
性
を
示
し
て
いる
。
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
主
体
的
に
社

会
の
動
き
に
対
応
で
き
る
能
力
の
育
成
を
図
り
、
基
礎
基
本
的
な
内
容
指
導
を

徹
底
し
て、
個
性
を
生
か
す
教
育
の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に

小
学
校
低
学
年
の
社
会
科
と
理
科
を
合
科
し
生
活
科
と
し
て
新
し
い
観
点
で
、

生
活
自
立
の
基
礎
を
養
お
う
と
す
る
も
の
で、
社
会
と
自
分、
自
然
と
自
分、

第
一
章
学
校
教
育
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自
分
自
身
を
学
習
対
象
と
し
、
体
験
学
習
を
通
し
て
学
び
と
ら
せ
る
も
く
ろ
み

で
あ
り
、
更
に
そ
の
体
験
学
習
に
お
い
て
学
び
得
た
も
の
を
中
学
年
に
お
け
る

地
域
社
会
の
学
習
にど
う
連
動
さ
せ
発
展
さ
せ
継
続
さ
せ
る
か、
教
育
現
場
と

し
て
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

空
知
教
育
研
究
所
(緑
町三
丁
目
六一
二
一)

昭
和二
十
四
年
に
結
成
さ
れ
た
空
知
教
育
振
興
会
の
諸
種
の
研
究
及
び
事
業

は、
空
知
教
育
研
究
所
設
立
へ
と
発
展、
昭
和二
十
七
年
四
月
二
十
一
日、
滝

川
江
陵
中
学
校
の
一
室
(五
坪)
を
借
り
て
研
究
調
査
の
事
業
を
開
始
し
た
。
昭

和
四
十
三
年
十
月
九
日、
空
知
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
機

会
に、
同
セ
ン
ター
内
に
移
転
し
現
在
に
至
って
い
る
。

当
研
究
所
の
運
営
の方
針
と
し
て
、
現
代
教
育
思
潮
を
踏
ま
え、
教
育
研
究

の
科
学
化
につ
と
め
地
域
性
豊
か
で
現
場
に
即
応
し
、
利
用
さ
れ
や
す
い
資
料

作
成
す
る
こと
か
ら
、
現
場
実
践
を
基
底
に
し
た
望
ま
し
い
教
育
方
法
を
さ
ぐ

る
方
向
で
常
に
確
か
な
研
究
に
と
り
組
ん
で
き
た。
し
か
も
そ
の
成
果
は、
教

育
現
場
に
環
流
さ
れ
実
践
的
に
検
証
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く、
所
報
「教
育
空

知
」
は
地
域
父
母
を
含
め
た
思
索
研
究
実
践
の
交
流
と
い
う
意
味
深
い
機
能
も

果
し
な
が
ら
、
四
五
三
号
発
行(平
成
元年
八月
号
現在)に

ま
で
至
っ
て
い
る
。

当
研
究
所
は
六
名
の
所
員
が
一人
一
課
題
を
担
当
し
、
現
場
の
研
究
協
力
委

員
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
っ
て
研
究
調
査
が
進
め
ら
れ
そ
の
成
果
は
「研
究
紀

要
」
と
し
て
ま
と
め
内
外
に
発
表
し
て
き
た
。
平
成元
年
度
に
お
い
て
、
一三

六
号
に
達
し
て
い
る
。

ま
た、
道
内
外
の
各
教
育
研
究
所
と
の
共
同
研
究
や
空
知
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
研
修
の
実
践
を
積
み
上
げ
て
い
る
が、
平
成

元
年
十
月
に
は、
第
四
十
四
回
北
海
道
教
育
研
究
所
連
盟
研
究
発
表
大
会
を
主

催
し
、
研
究
成
果
の
発
表
と
と
も
に
そ
の
交
流
を
は
か
り、
空
知
地
域
の
教
育

研
究
に
大
き
な
は
ず
み
を
得
ら
れ
る
よ
う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

・
「教
育
空
知
」
購
読
部
数
の
推
移

六
一

一、
八三
一

六二

一、
七
六二

一、
五
九
一

六
三

平
元

・
空
知
教
育
研
究
所
維
持
委
員
会
(平
成
元
年
度)

顧
問

部
数 度

六
〇

出
葉
良
彦

滝
川
市
長

雨
竜
町
長

奈
井江
町議
会議
長

砂
川
市
長

東
田
耕
一

芦
別
市
長

同常
任
委員

中川
徳
男

板
谷
利
雄

竹
内
正
一

宮
本
光
男
公
一

袖
村
正
直

猫
宮
守
夫

本間
茂

信
夫

直
吉
清
栄

空
知
支
庁
長

空
知
教
育
局
長

崎
出

等
空
知
管
内
町
村
会
長
森 森神
部
俊
郎

正
一

初
代
会
長

副
会
長

会
長

平
塚
田
中 吉岡

学

長
沼
町
長

南
幌
町
長

秩
父
別
町
議
会
議
長

羽
田

幌
加
内
町
教
育
委
員
会
委
員
長

上
砂
川
町
教
育
委
員
会
委
員
長

妹
背
牛
町
教
育
委
員
会
教
育
長

滝
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長

南
空
知
P
T
A
連
合
会
会
長

月
形
中
学
校
長

500
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同 幹 同 監 同

事 査

谷口
吉
田
良
宗 勉

深
川
中
学
校
長

新
十
津
川
町
教
育
委
員
会
委
員
長

滝
川
市
明
苑
中
学
校
長

秀
夫

滝
川
市
助
役

空
知
町
村
会
事
務
局
長

空
知
教
育
研
究
所
研
究
課
題
(昭
和
六
十
年
度
以
降)

昭
和
六
十
年
度

創
造
性
を
高
め
る
指
導
法
の
研
究

学
習
意
欲
を
高
め
る
指
導
法
の
研
究

)
学
級
担
任
の
た
め
の
理
科
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

性
教
育
に
関
す
る
研
究

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動
に
関
す
る
研
究
(二
年
研
究
一
年
次)

自
己
教
育
力
を
育
て
る
実
践
研
究

(三
年
研
究

一年
次)

(二
年
研
究

一年
次)

昭
和
六
十
一
年
度

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動
に
関
す
る
研
究
(二
年
研
究二
年
次)

性
教
育
に
関
す
る
研
究

自
己
教
育
力
を
育
て
る
実
践
研
究

管
内
小
中
学
校
に
お
け
る
校
則
の
調
査
研
究
(一
年
研
究

(二
年
研
究

一年
次)

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
図
る
指
導
に
関
す
る
研
究
(二
年
研
究
一年
次)

昭
和
六
十
二
年
度

自
己
教
育
力
を
育
て
る
実
践
研
究

一人
一
人
の
児
童
生
徒
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
体
力
づ
く
り
の
研
究

(二
年
研
究
二
年
次))

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
図
る
指
導
に
関
す
る
研
究
(二
年
研
究
二
年
次)

家
庭
に
お
け
る
性
教
育
の
手
引
き

(一
年
研
究

算
数
数
学
科
に
お
け
る
問
題
解
決
学
習
に
関
す
る
研
究

(一
年
研
究
一
年
次) )

昭
和
六
十
三
年
度

第
一
章
学
校
教
育

自
己
評
価
に
関
す
る
研
究

家
庭
の
教
育
力
の
回
復
に
関
す
る
研
究

学
校
に
お
け
る
音
楽
活
動
に
関
す
る
調
査
研
究
(一
年
研
究

欠
席
し
が
ち
な
児
童
生
徒
の
指
導
に
関
す
る
研
究
(一
年
研
究

教
育
環
境
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

(一
年
研
究

(二
年
研
究

右
)

子
ど
も
の
発
表
力
を
高
め
る
た
め
の
研
究

(
同

学
習
指
導
の
改
善

平
成
元
年
度

家
庭
の
教
育
力
の
回
復
に
関
す
る
研
究

子
ど
も
の
発
表
力
を
高
め
る
た
め
の
研
究

学
習
指
導
の
改
善

集
会
活
動
に
関
す
る
研
究

)

一人
一
人
の
子
ど
も
の
特
性
を
生
か
し
た
学
級
経
営
に
関
す
る
研
究

(二
年
研
究
一年
次)

触
れ合
い
を
大
切に
す
る
生
徒
指導
の
研
究
(二
年
研
究
一年
次)

歴
代
所
長一
一代

森
谷
英
夫
五
三
・
四
～
五
五・
三

□
茂
五
五・
四～
五
九
・三

一二
代
本
間

一三
代
八
木
沢
馨
五
九・
四～
六二
・三

六
二
・
四
～
平元
・
三

一
四
代
山
本
幸
次

一
五
代
佐
木々
信
尊
平
元
・
四
～
現

在

現
代
っ
子
の
特
徴

日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
庶
民
の
く
ら
し
も
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ

た
。
し
つ
け
の
面
で
個
を
尊
重
し
重
視
す
る
あ
ま
り
節
度
を
失
い、
い
わ
ゆ
る

無
気
力、
無
感
動、
無
関
心
、
無
責
任、
無
作
法
の
五
無
主
義
の
現
代
っ
子
と

い
う
こ
と
ば
が
生
ま
れ、
平
成
に
な
っ
て
も
そ
の
傾
向
は
強
ま
る
ば
か
り
で
、

個
性
化
を
強
調
し
な
が
ら
個
を
生
か
せ
ず
埋
没
し
て
い
る
有
様
で
あ
る
。

身
体
的
な
成
長
は
め
ざ
ま
し
く、
昭
和
五
十
四
年
に
お
け
る
中
学
三年

生
男

(二
年
研究

(二
年
研
究
二
年
次)

一
年
次
)

) ) )

(三
年
研
究
一
年
次)

(二
年
研
究
二
年
次)

(
同

(一
年
研
究

(三
年
研
究
二
年
次)
右
)

(
同

右
(二
年
研
究
二
年
次))

(一
年
研
究

(二
年
研
究
二
年
次)

(三
年
研
究
二
年
次))

一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
体
力
づ
く
り
の
研
究

隆
酒
井
岡田
渋
谷
繁
一

自
己
評
価
に
関
す
る
研
究
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子
の
身
長
と
昭
和
六
十
三
年
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
約二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
差
が
あ
り、
女
子
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
体
位
面
で
は
成
長

著
し
いも
の
が
あ
り
早
熟
で
あ
る
。

明
か
る
く
素
直
で
の
び
のび
し
て
い
る
が、
創
意
工
夫
や
ね
ば
り
強
さ、
根

気
が
十
分
で
な
く
、
ま
た
自
ら
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
に乏
し
い。
と

い
う
の
が
現
代
っ子
に
対
す
る
一
般
的
な
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
傾
向
か

ら
次
の
よう
な
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
く
ル
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
。
集
中
力

が
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
落
ち
つ
き
に
欠
け
る
こ
と
。
難
し
い
こ
と
は
避

け
す
ぐ
あ
き
ら
め
る
と
い
う
耐
性
の
不
十
分
さ
が
あ
る
こ
と
。
規
範
意
識
が
乏

し
く
、
正
し
く
判
断
し
正
し
く
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
傾
向
が
日
常
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
行
動
と
し
て
習

慣
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
ら
を
省
み、
行
動
を
自
覚
し
て
照
応
で
き
る

も
のを
見
つ
け
出
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

現
代
社
会
の
急
激
な
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な
い
一般
社
会
の
風

潮
の
中
で
の
成
長
と
し
て当
然
の
問
題
傾
向
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
こ
そ

親
と
し
て
、
教
師
と
し
て、
社
会
と
し
て、
何
を
な
すべ
き
か、
そ
れ
ぞ
れ
の

在
り
方
や
手
法
に
つ
いて
正
し
く
見
直
し
、
ね
ば
り
強
く
創
意
工
夫
し
な
が
ら

と
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る
。

滝
川
の
児
童
生
徒
の
体
位

滝
川
市
教
育
委
員
会
は
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
及
び
安
全
管
理
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め、
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
を
は
か
り、
そ
れ
に
よ
っ
て

学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
と、
そ
の
成
果
の
確
保
を
目
指
し
て
推
進
し
て
い

身長(cm) 体重(kg) 胸囲(cm) 座高(cm)
区 分

滝川市 全国 滝川市 全国滝川市 全国 滝川市 全国
1 116.7116.6 21.5 21.3 58.4 57.9 66.4 65.3

小

3

127.3127.8 26.7 26.8 64.1 62.5 69.6 70.3
4 133.
5 138.7138.2 35.0 33.4 68.9 67.5 74.4 74.7
6 144.1143.8 38.2 37.2 71.00 70.1 76.8 77.0

- 151.3150.7 43.6 42.6 74.4 73.2 80.5 80.3中
学
校

2
3 161.7158.1 49.3 48.0 77.6 76.6 84.3 84.0

164.7164.0 54.3 53.4 80.5 80.2 87.1 87.1

1 115.9115.8 21.0 20.9 56.9 56.5 64.5 64.8
2 122.0121. 23.6 23.3 58.9 58.6 67.1 67.4
3 126.7 127.1 26.1 26.3 61.3 61.1 69.2 69.9
4 132.8132.7 29.6 29.5 64.1 63.7 71.2 72.4|女 5

139.2139.2 33.3 33.6 67.2 67.0 74.7 75.4
6 145.6145.8 38.8 38.3 71.2 70.8 77.9 78.6

中
学
校

1
2
3

150.9151.2 43.0 43.5 74.7 75.1 80.8 81.8
154.3154.6 46.6 47.1 77.2 77.6 82.7 83.5
156.3156.3 50.5 49.8 80.3 79.6 83.7 84.5

2 123.0122.3 24.2 23.9 60.3 60.1 67.5 67.8

学
校 133.0 30.4 29.9 65.4 64.9 72.2 72.5男

滝
川
市
の
小
中
学
生
の
体
位
(身
長・
体
重
・
胸
囲・
座
高)

の
特
色
あ
る
傾
向

は、
男
子
の
場
合
は、
身
長
・
体
重
に
つ
い
て
小
学
校三
年
生
を
除
い
て
胸
囲

は
すべ
て
の
学
年
に
お
い
て
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
女
子
の
場
合
は、

平
均
的
に
下
回
っ
て
い
る
傾
向
だ
が、
胸
囲
に
つ
い
て
は
中
学
一
、
二
年
生
を

除
い
て
上
回
っ
て
い
る
。

こ
のこ
と
か
ら
男
子
は
背
が
高
く
が
っち
り
、
女
子
は
背
は
少
し
低
い
が
が

っ
ち
り
し
た
体
格
の
子
ど
も
た
ち
が
多
い
と言
え
る。

●・児
童
生
徒
の
平
均
体
位
の
比
較(六三

年
度
調
査
に
よ
る
)

小
学
校

(全国平均は62年度分)

る
。
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・
体
位
の
推
移

・視力
の
状
況

小 学 校 6 年 中 学 校 3 年
区 分 身長

(cm)
体重
(kg)

胸囲
(cm)

座高
(cm)

身長
(cm)

体重
(kg)

胸囲
(cm)

座高
(cm)

50年度 141.6 35.1 66.7 75.8162.2 51.5 79.8 86.3

55 / 143.7 37.7 71.9 77.0 164.1 53.4 80.5 87.0

60 // 144.1 38.4 71.0 77.1 164.3 54.2 81.0 87.3
61 / 143.5 38.2 71.1 76.6165.0 54.4 81.9 87.5
62 / 144.2 38.5 71.8 77.1 164.5 54.9 81.9 87.4
63 / 144.1 38.2 71.0 76.8

00 164.7 54.3 80.5 87.1

50 // 144.2 36.8 69.8 77.4154.5 49.9 79.5 83.8
55 // 145.7 38.5 70.8 78.4156.0 49.7 80.9 84.3
60 " 145.8 38.7 71.6 78.3156.2 49.5 79.1 84.6
61 / 145.3 38.1 70.5 77.9156.6 49.6 79.6 84.5
62 // 145.8 38.6 71.6 78.2156.6 50.0 80.4 84.5
63 / 145.6 38.8 71.2 77.9156.3 50.5 80.3 83.7

年区分 56 57 58 59 60 61 62 63

小学校
男
女

26.8 24.0 24.1 27.1 25.8 26.8 26.3 28.6

34.4 31.1 30.7 29.8 27.5 30.3 31.8 42.9

中学校

男
女

40.0 35.6 36.1 36.4 37.2 41.1 43.6 34.4

49.5 49.8 45.5 45.5 46.2 49.3 49.2 48.9

※裸眼視力 1.0未満の占める率の年次推移。
・※小・中学校ともに女子の方が高率となっている。

製
パ
ン
工
場
の
管
理
運
営
、
物
資
の
一
括
共
同
購
入
、
給
食
委
員
会
設
置
に
よ

る
連
絡
調
整、
学
校
給
食
の
内
容
充
実
に
関
す
る
意
見
集
約
等
に
努
力、
昭
和

三十
二
年
か
ら、
第
二
小
学
校、
西
小
学
校、
江
陵
中
学
校、
明
苑
中
学
校
が

完
全
給
食
実
施
の
足
並
み
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
かし
不
十
分
な
各
校
の
施
設
の
中
で
単
独
校
方
式
に
よ
る
給
食
継
続
に
つ

い
て
危
惧
す
る
向
き
も
あ
り、
将
来
を
展
望
し
学
校
給
食
の
も
つ
意
義
を
検
討

す
る
中
で
広
く
意
見
を
徴
し
、
現
在
の
滝
川
方
式
と
も
云
え
る
全
国
的
に
も
極

め
て
珍し
い
地
域
あ
げ
て
の
単
独
校
方
式
が
吉
岡
市
長
の
裁
断
に
よ
り
決
定
し

た。
時
あ
た
かも
市
内
小
中
学
校
は、
新
設
・
統
合
・
改
築
を
含
め
て、
全
校

舎
の
不
燃
化
が
昭
和
五
十
六
年
で
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
最
終
年
度
に
お

い
て
江
部
乙
給
食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
江
部
乙
小
・
中
二
校
を
含
む
一
一校

全
部
の
単
独
校
方
式
実
施
の
た
め
の
施
設
と
機
器
導
入
を
含
め
て
一
切
が
完
了

し
た
。
ま
た、
米
飯
の
週
三
回
導
入
、
滝
川
市
学
校
給
食
製
パ
ン
工
場
へ
の
助

成
、
調
理
手
の
市
正
規
職
員
と
し
ての
身
分
保
障、
献
立
の
共
通
化
と
調
理
技

術
の
研
修
向
上、
事
務
の
集
約
と
学
校
に
お
け
る
事
務
量
の
軽
減
等、
行
政
機

関
・
父
母
・
教
師
・
子
ど
も
・
P
T
A
・
調
理
担
当
者
・
栄
養
士
が
一
体
と
な

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
分
担
を
明
確
に
果
た
し、
互
い
の
業
務
を
理
解
協
調

し、
調
理
し
た
ば
か
り
の
温
か
い
給
食
が
子
供
た
ち
に
届
け
ら
れ
る
と
と
も

に、
そ
れ
ら
を
調
理
し
てく
れ
る
調
理
手
さ
んの
尊
い
姿
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
心
のこ
も
っ
た
お
ふ
く
ろ
の
味
を
味
わ
い
感
謝
し
な
が
ら
食
生
活
の
あ
り
方

を
考
え
さ
せ
る
教
育
の
本
質
に
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
滝
川
市
の
学
校
給
食
の
実
践
は、
全
国
学
校
給
食
研
究
大
会
に
お
い
て

も
注
目
さ
れ
多
く
の
賛
辞
を
お
く
ら
れ
た
が、
日
本
学
校
健
康
会
か
ら
「学
校
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第
六
節
学
校
給
食
・
学
校
林

男

滝
川
市
の
学
校
給
食

滝
川
市
の
学
校
給
食
は
昭
和
二
十
九
年
六
月
に、
第
一
小
学
校
・
第
三
小
学

校
が
週
五
回
の
完
全
給
食
を
実
施
し
た
こ
と
が
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
と
言
え
よ

う
。
翌
三
十
年、
完
全
給
食
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
各
小
中
学
校
P
T
A

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
滝
川
市
学
校
給
食
連
合
会
を
結
成、
こ
の
連
合
会
は

女
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給
食
に
お
け
る
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
推
進
事
業
」
の
目
的
に
か
な
う
も

のと
し
て
選
ば
れ、
全
国
一
七
地
域
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
指
定
を
受
け、
昭
和

六
十
年、
六
十
一
年
の
二
ヵ
年
間
に
わ
た
り、
学
校
・
家
庭
を
と
り
まく
地
域

社
会
の
問
題
と
し
て
児
童
生
徒
の
食
生
活
を
と
ら
え
、
学
校
給
食
を
通し
て
家

庭
・
地
域
の
食
生
活
の
改
善
に
資
す
る
べ
く、
従
来
の
も
の
を
更
に
密
度
の
濃

い
内
容
と
し
て、
1
父
母
の
参
加
す
る
学
校
給
食
(試
食
会・
親
子
給
食
会
お
よ
び
父

母
懇
談
会
等
の
機
会
を
通し
て
給
食
の
理
解
を
高
め反
映
を
図
る
)、
2
地
域
性
を
生
か
し

た
学
校
給
食
(地
場
産
物
を
取
り
入
れ
献
立
に
工
夫
す
る
と
と
も
に
郷
土
食
の
発
掘
に
つ
と
め

る)
の
研
究
活
動
を
実
践
し
、
そ
の
成
果
は
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

滝
川
市
の
学
校
給
食
が
完
全
給
食
の
歩
み
を
は
じ
め
て
三
十
有
余
年
に
わ
た

る
経
過
は、
セ
ン
ター
方
式
か、
単
独
校
方
式
か
の
選
択
の
岐
路
が
あ
っ
た
も

のの
、
組
織
や
運
営
・
衛
生
管
理・
事
務
管
理
等
が
確
立
さ
れ、
そ
の
実
践
は

地
味
な
が
ら
い
さ
さ
か
の
事
故
も
な
く、
堅
実
な
歩
み
を
続
け
て
き
た
の
は、

こ
れ
ら
を
遂
行
し
て
き
た
関
係
者
の
筆
舌
に
つ
く
し
難
い
大
き
な
力
が
あ
っ
た

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

・
学
校
給
食
の
現
況
(平
成
元
年
度)

2
給
食
数

1
形
態

単
独
校
方
式
完
全
給
食
年
一
八
五
回
・
週
五
回

小
学
校
七
校
三、
八
八
九
名

中
学
校
四
校
二、
三三
三
名

計
六
、
二
二
二
名

4
給
食
内
容小
学
校
(水・

金
曜
日)

中
学
校
(火・
木
曜
日)

種
類
角
食
・
コ
ッペ
・
レー
ズ
ン
・
コ
コア
・
人
参
・

ク
リ
ー
ム
・
ジ
ャ
ム
パ
ン
等

米
飯
小
学
校
(月
・
火
・
木
曜
日)

中
学
校
(月
・
水
・
金
曜
日)

種
類
白
飯
・
赤
飯
・
五
目ご
は
ん
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
ち
ら
し
寿
し
等

め
ん
類
小
学
校
(
水
曜
日)

中
学
校
(火
曜
日)

種
類
う
ど
ん
・
そ
ば
・
ラ
ー
メ
ン
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
等

牛
乳
原
則
と
し
て
毎
日
(週
五
回
)

お
か
ず
原
則
と
し
て
毎
日
(週
五
回)

種
類
煮
物
・
揚
げ
物
・
蒸
し
物
・
汁
物
・
炒
め
物
・
あ
え
物
・
フ
ル
ー
ツ

学
校
給
食
連
合
会

等

学
校
給
食
連
絡
協
議
会
が
発
展
的
解
消し
滝
川
市
学
校
給
食
連
合
会
と
し
て

発
足
し
た
の
は
昭
和
三
十
年
八
月
十
三
日で
あ
っ
た
。
この
会
は
市
内
の
学
校

給
食
実
施
校
の
代
表
と
実
施
校
P
T
A
の
代
表
を
も
っ
て
組
織
し
市
内
の
学
校

給
食
実
施
に
つ
いて
連
絡
調
整
及
び
充
実
振
興
を
図
り
製
パ
ン工
場
の
管
理
運

営
に
あ
た
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
具
体
的
に
は、
各
学
校
給
食
用
物
資
の
選
定

と
一
括
共
同
購
入、
共
同
献
立
へ
の
協
力、
各
方
面
へ
の
要
請
陳
情、
工
場
の

円
滑
な
運
営
と
衛
生
管
理、
パ
ンの
品
質
向
上
の
調
査
研
究、
施
設
設
備
の
整

備
・
充
実
等、
市
教
育
委
員
会
の
指
導
と
支
援
を
う
け
な
が
ら
確
か
な
歩
み
を

続
け
学
校
給
食
の
単
独
校
方
式
の
短
所
を
側
面
的
に
カバ
ー
す
る
一
貫
し
た
努

力
を
積
み
上
げ
今
日
に
至
って
いる
。
こ
れ
は
こ
の
会
の
運
営
に
か
か
っ
た
関

係
者
の
尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り、
滝
川
方
式
と
ま
で
評
価
さ
れ
た
滝
川
市
学

校
給
食
が
官
民
一
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
てき
た
成
果
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
市
民
の
学
校
給
食
に
寄
せ
る
関
心
は
益
高々
く
な
り
今
後
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。
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パン

3
給
食
費
(一
食
当
り
)
中
学
校

小
学
校
二
〇
三
円

二
四
六
円



・歴
代
会
長

一四
代
中
川
日
出
吉

一六
代
少
覺三
千
宏
一

一八
代
宇
山
昌
宏
(ミ六
一
シ

柳
一
九
代
柳

承
治

一現平

二
、在

学
校
給
食
製
パ
ン
工
場

業
者
委
託
に
よ
る
パ
ンの
供
給
を
う
け
て
学
校
給
食
を
続
け
て
き
た
が、
製

パン
業
者
か
ら
の
辞
退
の
申
し
出
な
ど
が
あ
り
、
給
食
連
合
会
は
市
理
事
者
に

学
校
給
食
継
続
に
つ
い
て
要
請、
各
学
校
及
び
P
T
A
の
協
議
に
よ
っ
て
共
同

製
パ
ン工
場
設
置
が
最
も
得
策
と
の
結
論
に
達
し
、
昭
和
三
十
年
市
理
事
者
の

理
解
と
努
力
に
よ
っ
て
泉
町三
三
五
番
地
に
市
費
に
よ
り
建
設
さ
れ
た。

昭
和
四
十
二
年、
パ
ン
供
給
量
が
予
想
を
は
る
か
に
上
廻
り、

一日
一
万
食

近
く
に
達
し
パ
ン工
場
の
能
力
不
足
を
来
たし
た
こ
と
、
工
場
の
施
設
の
老
朽

化
が
激
し
く
な
っ
た
こと
と
と
も
に
増
築
等
に
よ
り
効
率
の
悪
さ
等
が
大
き
く

な
っ
た。
そ
こ
で
パン
工
場
の
拡
張
新
築
の
た
め、
建
築
費
外
九
一四
万
円
余

(市
費
七
一
一
万
円、
給
食
連
合
会二〇

三
万
円)
を
投
じ
、
八
八
・
二
五
坪
木
造
平
家

一
部
二
階
の
工
場
と
新
設
窯
そ
の
他
設
備
を
導
入
し
整
備
を
完
了
し
た
。

以
来
製
パ
ン工
場
で
は
品
質
向
上
の
た
め
に
研
究
と
製
パ
ン
技
術
の
練
磨
、

施
設
設
備
の
衛
生
的
な
管
理
運
営
に
努
力
し
た
こ
と
か
ら
、
北
海
道
学
校
給
食

会
の
学
校
給
食
パ
ン
品
質
審
査
会
に
お
い
て
昭
和
三
十
年
以
来
優
秀
賞
を
得
て

い
た
が、
昭
和
四
十
七
年
に
は、
焼
き
上
が
り
、
形、
光
沢、
安
く
製
造
さ
れ

し
か
も
お
いし
い
と
いう
折
り
紙
が
つ
き、
北
海
道
第
一
位
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

に
な
っ
た
。

米
飯
の
導
入
が
増
し
た
こ
と
か
ら、
パ
ン
の
供
給
量
が
減
少し
工
場
の
運
営

も
難
し
く
な
っ
て
き
た
が、
連
合
会
に
お
い
て
調
整
し
、
小
・
中
学
校
の
パ
ン

給
食
実
施
日
を
ズ
ラし
、
週
四
回
の工
場
稼
動
が
確
保
さ
れ、
一層
の
質
的
向

(ミ六二
〃)

上
に
努
力
し
て
い
る
毎
日
で
あ
る
。

・現
在
の
状
況

敷
地
面
積

建
物
延
面
積

構
造
木
造
モ
ル
タ
ル
平
家
一
部
二
階
長
尺
カ
ラ
ー
ト
タ
ン

設
備
(主
な
備
品
)

ミ
キ
サ
ー

一
パ
ン
焙
焼
機

一
スラ
イ
サー

1

分割
丸
目機

1

給
湯
器

整
形
機
一

自
動
包
あ
ん
機

一
1一四、

豆
六
、

製
造
計
画
(平
成
元
年
度
パ
ン
の
種
類
と
予
定
回
数)

む
し
機
一

混
入
パ
ン
(人
参

普
通
パ
ン
(角
食
四、
コ
ッペ

一二
)

ゴ
マ
一
二、
カ
ボ
チ
ャ

(週
四
回)

工
員
四

計
七
名

学
校
林

年
間予
定
回数

一六
四回

、
、

職
員

事
務
長

一、
事
務員

二、

自
然
に
親
し
み
自
然
を
い
つ
く
し
む
心
を
育
て、
樹
木
を
撫
育
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
勤
労
の
尊
さ
を
学
ぶ
学
習
の
場
と
し
て
各
学
校
で
は、
学
校
林
の
育
成

に
か
ね
て
か
ら
尽
力
し
て
き
た
。
年
月
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
極
め
て
順
調

に
生
育
し
て
い
る
が、
自
然
環
境
や
立
地
条
件
の
悪
さ、
不
測
の
事
態
等
に
よ

第
一
章
学
校
教
育

(昭
五
六
年
度
)

昭
五
四
年
度
)

少
五
五
ク

九
五
八
”

一七
代
清
水
但
男
(シや
"
五
九
ミ
)

直
一
五
代
石黒

(〃
五
七
ク

√

二〇
代
坂
田
秀
昭
(平

元
ク

ぐ
六
三
ハ
二
一代

川
口
義
弘

九
四
四
・
九
五
平
方
メ
ー
ト
ル

二
九
一、
三
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル

パン
チマ
シ
ン
一
包
装
機
1

自
動車

一

一二
、
レー
ズ
ン
一四、

コ
コア

一〇
)

内
包
パ
ン
(小
倉
あ
ん

二、
ク
リ
ー
ム
二
、
チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム
二
)

小
型
パ
ン
(丸

二六
、
変
り
型
二
二
、
細
長
三
四)
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²㎡用途 設置時期 所 在 地 面積 m2 植林状況(本) 育成・管理状況 備 考

第
一・
第
三
小
学
校
学
校
林

昭8年5月 508
509- 1 129,355 カラマツ 2,000

昭25～28
計 142,798 トドマ ツ 55,000

昭28～30(3年計画)
579 カラマツ 14,100

1 18,522やちだも 900
490- 2 9,964昭54 ・順調に成育

昭27年 495 1,391 カラマツ 2,500 管理人
石川 瀞496- 1 1,642

497- 3 85

計 32,183

・昭52年滝川市斎苑用
地として一部(9,964
m2)を交換、斎苑提
供地のカラマツ 927
本を売却 (381,080
円)
・苗木を購入
残36万円を基金に繰
入れ

砂川市富平
587
588

昭33
48,436 カラマツ 1,800
4,819昭34～37(4年計画)

トドマツ 15,000
昭31年7月 ・昭和33年以降補植

・PTAが所管
・管理人
後藤友孝

東
栄
小
学
校
学
校
林

赤平市共和
590

トドマツ
46,786やちだも

カラマツ

2,500
500

・野ねずみ、野兎に悩
ませられながらも撫
育に努力中昭27年9月
・管理人
内野博行

西
高
等
学
校
学
校
林

雨竜町字ォ|
シラ リカ

トドマツ、 カラマツ
23.08ha

・平成元年度において
除間伐

昭41年11月 190 1 283,876 ・管理人
金山靖治

506

第
九
編
教

育

第
二
小
学
校
学
校
林

砂川市空知
太 ト ドマツ 4,070
507 115 オニクル ミ 900

13,328昭21

・両校PTA学校林維
持委員会が所管
(委員長第三小PT
A)
・管理人
中村広吉

・児童の自然学習の場
として利用し効果を
あげている
・一 部 (427m2)を高
速道用地として売却
(昭62年12月)

南滝の川
431

489・

西
小
学
校
学
校
林

計 53,255

・昭和31年の苗木、活
着悪く野ねずみ、野
兎の害により大部分
枯死

・撫育につとめるも立
地条件悪く前途多難

250

昭 8～10 ・順調に成育



っ
て
経
営
の
難
し
さ
の
出
て
い
る
学
校
林
も
あ
る
。
江
部
乙
小
・
中
学
校
学
校

林
は
飛
火
に
よ
る
類
焼
の
事
態
と
な
り
残
存
樹
林
が
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
昭
和
五
十
四
年
度
を
も
って
廃
止
し
た。

そ
の
他
の
学
校
林
の
概
況
は
前
頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
七
節
そ
の
他
の
学
校

滝
川
市
立
お
お
ぞ
ら
幼
稚
園
(泉
町二
丁
目二
ー
二
四)

昭
和
五
十二
年
四
月
七
日、
滝
川
市
最
初
の
公
立
幼
稚
園
と
し
て
発
足
し

た
。
昭
和
五
十
六
年
九
月、
課
外
保
育
実
施
に
伴
いプ
レ
イ
ルー

ム
他
を
増

築
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
創
立
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
遊
具
肋
木
な
ど
を
設

置
し
、
施
設
設
備
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
。

・
卒
園
児
数
九
一
七
名

・
園
児
数
の
推
移
(定
員
一
二〇
名、
三
ク
ラ
ス
編
成
)

数

55 119

56 114

57 116

58 117

59 112
保

一一

1
1

1111

三・
三・

八
五

・
四
・

七
五

/111

・

〃昭
和

五五
61 120

62 117

四 63 117
●在

滝
川
市
立
み
ず
ほ
幼
稚
園
(滝
の
川
町
西
七
丁
目
九
二
七
ー
一
九
)

昭
和
二
十
八
年
五
月、
滝
川
町
婦
人
会
滝
の
川
支
部
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た

平
成
元
年
十
一
月
に
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
完
了
、
快
適
な
保
育
活
動
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

市立みずほ幼稚園

、園
地面
積
二、
七八
四
平
方
メー

ト
ル

五
二三
・
一
三
平
方

メ
ー
ト
ル

木
造
平
家
建

二
、
六
七
五
万
六
千
円

保
育
室
4
遊
戯
室
1

保
健
室
1
器
具
室
1

職
員
室
会
議
室
他

・
卒
園
児
数
四
九
五
名

・
主
な
施
設

・
工
事
費

・
構 ,園
舎
面
積造

三
ク
ラ
ス
)

・
園
児
数
の
推
移
(定
員
一二
〇
名
、 .

,歴
代
園長

六代
棚
井

五
代
三
浦
淳志

四
代
本
間
鉄男

三
代
粟
井

稔

60 111

現六二
・
四
・

一

四
・

八
六二
・三
・三
一

六七
・
三
・

三 平 1 120

年度第
一
章
学
校
教
育

「み
ず
ほ
保
育
園
」
は、
農
業
従
事
と
家
事
に
繁
忙
を
極
め
て
い
た
地
域
婦
人

に
大
き
な
期
待
と
希
望
を
も
た
せ
た
。
以
来、
園
舎
の
建
設、
移
転、
通
年
保

育
へ
の
移
行
な
ど
幾
多
の
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
地
域
幼
児
保
育
の
向
上
に
努

力
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し、
地
域
事
情
が
団
地
造
成、
住
民
の
増
加
等

の
変
化
と
、
社
会
的
要
請
に
即
応
し
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
「み
ず
ほ
保
育
園
」
を
閉
じ
、
市
に
移
管
を
し
学
校
教
育
法
に
則
り
小
学
校

入
学
前
幼
児
の
心
身
の
発
育
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
同
年
四
月
一日

「滝
川
市
立
み
ず
ほ
幼
稚
園」
と
し
て
新
発
足
し
た
。

園
舎
は
保
育
園
舎
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
定
員
一二
〇
名、
三
クラ
ス
編
成

で
あ
る
。
毎
週
土
曜
日
を
除
き
課
外
保
育
と
し
て
定
員
四
〇
名
の
希
望
児
保
育

を
実
施
し
て
い
る
。

・
教
職
員
数
六
名
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第
九
編
教

年度

数

55

56

57 120

58 119

育

59 117
正 稔

平 1/ 11

昭
和
五 61 109

62 103

63 97

在 平 1 221

・
教
職
員数

・
園
児
数
の
推
移

,卒
園
児
数

六、
九
五
七
名敬
止 59 215

完
60 242現

61 227六
一
・
四
・
八

六
一
・
一・三
八

62 210 四

在

二
・
三
・
三
一

六
三
・
四
・

一
六三
・三
・
三

・
四
・

六
〇
・
三
・
三

・
歴
代
園
長
初
代
粟
井

二

三
代
伊
藤
澄
夫

平!!
現成 成

四
代
細
田
長
知

学
校
法
人
滝
川
学
園
滝
川
幼
稚
園
(栄
町二
丁
目
七ー‒二

三)

昭
和
二
十
八
年
五
月
十
六
日
開
園
し
た
当
園
は、
昭
和
五
十
六
年
十
月
木
造

遊
戯
室
を
鉄
筋
造
に
改
築、
園
舎
の
不
燃
化
完
了
。
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十

二
日、
園
舎
完
成
を
記
念
事
業
と
し
て
創
立三
十
周
年
式
典
を
盛
大
に
行
っ

た
。
更
に、
同
年
十
一
月、
永
年
に
わ
た
っ
て
幼
児
教
育
の
充
実
に
努
め、
地

域
の
私
学
振
興
に
尽
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ、
北
海
道
知
事
よ
り
北
海
道
社
会

貢
献
賞
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。

・歴
代
園
長
初
代
泉

年度

数

55 293

56 260

一
四
名

57 241

58 235

60 118

平 1 92

滝
川
白
樺
幼
稚
園
(一
の
坂
町
西
一丁
目
一ー
五
)

昭
和
四
十
四
年
三
月
六
日
開
園
し
た
当
幼
稚
園
は、
昭
和
五
十
四
年
九
月、

創
立
十
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行、
鼓
笛
な
ど
の
音
体
教
育
を
と
り
入
れ、
特

色
あ
る
保
育
活
動
を
行
って
き
て
いる
が、
昨
今
の
社
会
事
象
を
反
映
し
て
園

児
の
減
少
が
目
立
ち
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
一
ク
ラ
ス
減
の
五
ク
ラ
ス
編

成
で
運
営
し
て
い
る
。

・卒
園
児
数

・
教
職
員
数

一一
名

二、
九
〇
五
名良
範 59 235

60 208

・六
五現昭 〃昭

和 61 189

62 151
63 157

平 1 183

・
歴
代
園
長
初
代
芳
村

55 338

56 232

57 216

58 240

・
四

和
五、五四六

・

在四 三四

え
べ
お
つ
幼
稚
園
(江
部
乙
町
東
一二
丁
目
五
‒‒
一八
)

昭
和
三
十
八
年
九
月、
円
覚
寺
境
内
に
「え
べ
お
つ
幼
児
園
」
と
し
て
住
職

本
川
之
朗が
開
設、
翌
三
十
九
年二
月
宗
教
法
人
の
「
え
べ
お
つ
幼
稚
園
」
と

し
て
道
知
事
の
認
可
を
受
け
た。
宗
教
情
操
を
育
く
み、
温
か
い
情
操
の
豊
か

に
思
い
や
り
の
深
い
人
と
し
て
生
長
さ
れ
る
こと
を
念
願
し
家
族
が
一
体
と
な

っ
て
一
生
心
に
残
る
思
い
出
と
な
る
よ
う
幼
児
教
育
の
基
本
と
し
、
熱
心
な
指

導
を
続
け
て
い
る
。

・
卒
園
児
童
数

一、
四
九〇
名

・最
近
の
園
児
数
の
推
移

508

二
代
泉

昭
和
二
八
・
五・一 63 207

二
代
芳
村
和夫

年度

数

・
園
児
数
の
推
移
(六
〇
年
ま
で
六
クラ
ス、
六
一
年
以
降
五
ク
ラ
ス)

六
二代

仲
西

二
・
四・

一



年

園
児
数

55 58

56 57

57 58

58 48

59 36

60

31

61 35

62 26

63

26

平元 25

二
代
高
橋
末
治
郎
(昭
四
八
・
四
・
一～
現
在
)

空
知
自
動
車
学
校
(新
町
四丁
目
七
ー
三
〇
)

開
校
以
来
、
堅
実
な
経
営
と
優
秀
な
指
導
陣、
整
っ
た
施
設
設
備
が
相
ま
っ

て
毎
年
数
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
養
成
し
て
き
た
。
近
年
の
社
会
経
済
の
進
展

は
自
動
車
の
保
有
台
数
の
急
増
と
な
り
、
懸
念
さ
れ
た
事
故
も
一
向
に
減
ら
な

い
状
況
は
変
ら
ず
、
高
速
道
路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の

増
加
等
か
ら
、
教
習
内
容
や
経
営
に
も
新
し
い
感
覚
や
方
途
が
要
請
さ
れ
て
き

た
。
本
校
は
そ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に
対
応
し
な
が
ら
日
常
教
習
内
容
を
豊

か
に、
指
導
が
徹
底
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

昭
六
二

昭
五
八

昭
五
七
託
児
室
の
設
置(五
台
)

A
T
車
の
教
習
開
始

っ
て
い
る
。

近
年
A
T
車
の
需
要
が
広
ま
り、
正
し
い
取
扱
い
と
操

作
が
望
ま
れ
る
こ
と
から
規
定
教
習
内
容
に
組
み
入
れ

平
成
元

昭
六
三
年
度

昭
六
二
年
度 科
別

・
最
近
の
卒
業
生
数

普
通
科

九
八
六

九
八
八

大
型
科八
六
七八

大
特
科六
九

八
四

二
輪
科七三
一二
三

一、
二
一四

一、
二七三

計

普
通
車
二
九、
大
型
特殊

一、

三
代
土
屋
清
治
(〃
五
七
・
七
・
一～
現
在)

二
代
田中
君太
郎
(昭二

九・
一二
・
三〇～

昭
五七
・

三
代
土
屋
清
治
(
〃
六
二
・
五
・
一六
～
現
在)

・
一五
)

初
代
田
中
君
太
郎
(昭
六二
・
五・
一六
～
現
在)

二
代
田中
君
太
郎
(〃
四七
・四
・一八

～六
二
・五

理
事
長

(1)空
知
自
動
車
学
園
会
長

・
歴
代
役
員

高
速
技
能
教
習
の
開
始

教
習
を
開
始
し
た
。

高
速
自
動
車
道
が
延
伸
さ
れ
る
の
に
伴
い、
こ
れ
に
対

応
し
て、
教
習
生
に
高
速
道
路
運
転
技
能
の
体
験
教
習

を
開
始
し
た
。

・歴
代
役
員

園
長

理
事
長 度

第
一
章
学
校
教
育

幼
児
連
れ
の
主
婦
の
教
習
生
の
た
め
に
。

ュ
ミ
レ
ー
ター
装
置
を
導
入
し
教
習
の
効
率
化
を
は
か

実
車
教習
に
入
る
前
に、
基
本
操
作
等
を
教
習
す
る
シ

六
六、
八
一
七
名

江
部
乙
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
(江
部乙
町
東
十二
丁
目三
‒‒六〇

)

昭
和三
十
年
十
一
月
一
日
開
校
し
た
本
学
院
は、
ゆ
と
り
と
豊
か
な
人
間
形

成
を
目
指
し
、
洋
裁
に
関
す
る
専
門
的
技
術・
技
能
の
教
授
と
、
一
般
教
養
の

向
上
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
教
育
内
容
を
も
っ
て
教
育
効
果
を
あ
げ
、
生
徒
も
他

地
区
から
の
通
学
者
も
あ
り、
有
能
な
技
能
人
を
育
て
て
き
た。
し
か
し
、
消

二
輪
五

・
保
有
車
両

大
型
車
一
、

(2)空
知自
動
車
学校
校
長

同 同

同

六
・
三
〇
)

進
藤
正
雄
(昭
三
八・
一〇
・
一
～
昭
四
八
・
三
・三

一)
後
援
会
長
初
代

初
代
本
川
之
朗
(昭
三
八
・
一〇
・
一
～
現
在)

三
代
本
川
之
朗
(昭
四三
・
四
・
一～
現
在
)

年
度

・
開
校
以
来
の
卒
業
者
数
(平
成
元
年
六
月
末
現
在)

模
擬
運
転
装
置
の
導
入
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育

費
経
済
が
多
様
化
し
発
達
す
る
中
で
生
徒
数
も
漸
次
減
少
し
、
他
の
各
種
学
校

の
休
校
廃
校
も
続
出
し
て
情
勢
は
き
び
し
く
な
り
つ
つあ
った
。
本
学
院
は、

昭
和
五
十
六
年、
校
舎
内
部
の
改
造、
整
備
を
行
い
教
育
内
容
の
一層
の
充
実

を
は
かり
経
営
努
力
を
続
け
て
き
た
が、
社
会
的
な
流
れ
に
抗
し
難
く
、
昭
和

五
十
九
年
よ
り
休
校
と
し
、
各
種
学
校
連
合
会
の
北
空
知
支
部
と
南
空
知
支
部

と
の
合
併
を
機
会
に、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
八
日
を
も
っ
て
閉
校
の
止
む
な

き
に
至
った
。
本
学
院
の
本
科
・
師
範
科
に
お
いて
学
ば
れ
卒
業
さ
れ
た
人
々

は
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

学
院
長
内
山
愛子
(昭和三

一
・
一～
昭和
六一
・一・

一八)
理
事
長
内
山
鴻
一
(同

滝
川
中
央
技
芸
学
校
(本
町
五
丁
目
四|
三
一)

昭
和
四
十三
年、
旧
空
知
高
等
技
芸
学
校
の
経
営
を
引
き
継
ぎ、
洋
裁
科
を

新
設
し
、
従
来
の
編
物
科、
和
裁
科
と
の
三
科
体
制
と
し
た
。
昭
和
五
十
五
年

校
名
を
滝
川
中
央
技
芸
学
校
と
改
称、
現
在
に
至
る。
開
校
以
来、
一、三

〇
○
名
余
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
る
。

・最
近
の
卒
業
生
数

・歴
代
校
長

藤
井
愉
美
子
昭
和
四三
・
四
・
一～
現
在

滝
川
家
政
学
院
(本町

二
丁
目
四一
三
〇)

昭
和三
十
四
年、
各
種
学
校
法
に
基
づ
い
て
道
知
事
の
認
可
を
得
て
本
校
は

開
校
し
た。
以
来、
編
物・
洋
裁
の二
科
を
設
置
し
て
技
能
者
の
教
育
に
あ
た

り
各
種
の
資
格
検
定
も
行
う
な
ど
幅
広
い
学
院
経
営
を
行
って
き
た。
近
年
社

会
経
済
の
急
速
な
進
展
は
消
費
構
造
の
変
革
を
と
も
な
い、
学
院
生
と
し
て
技

能
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
風
潮も
衰
え
入
学
者
も
近
年
減
少
し
つ
つあ
る
。

し
か
し
半
面
に
お
い
て
個
別
に
し
か
も
行
き
届
い
た
指
導
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
よ
い
技
能
を
修
得
し
自
立
し
た
い
と
い
う
人
も々
お
り
、
新
た
な
決
意
と

情
熱
を
も
っ
て
教
育
指
導
につ
と
めて
い
る
。

・
卒
業
生
数

一、
四
五
三
名

・在
院
生
(平
成
元
年
度)

洋
裁
科

一〇
名

・歴
代
理
事
長
初
代
中
森
重
雄

二
代
西
原
兵
司
(”
五
一
・
一〇
・
一

二
・
在

・
歴
代
学
院
長
初
代
松
田
新
之
助

現ハ
五
一
・
九・三

昭
三
四
・
三・

少
五
一
・
一〇
・
一在

滝
川
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
専
門
学
校
(栄
町
一
丁
目
七―‒一

四
)

専
門
的
な
洋
裁
教
育
を
施
す
目
的
を
も
っ
て
終
戦
直
後
に
幾
多
の
困
難
を
し

のぎ
な
が
ら
開
校
し、
以
来
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
て

き
た
本
校
は、
施
設
設
備
の
充
実
と
と
も
に
教
育
内
容
の
豊
か
さ
か
ら
生
徒
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
開
校三
十
周
年
の
記
念
式
典
を
昭
和
五
十
二
年
八
月

盛
大
に
挙
行
し
た。
し
か
し
経
済
情
勢
の
流
れ
は
消
費
型
傾
向
が
強
ま
り、
生

徒
数
は
近
年
と
み
に
減
少
し
つ
つあ
る
。
現
在
は
専
門
課
程
師
範
科
の
一
科
を

年度
62 63

計

科

洋
裁
和
裁
編
物

6

10

8

18

6 2 8

4

10

編
物
科
七
名

計
一
七
名

(〃
五
一
・
九
・
三〇

(昭三
四
・
三
・
二
四

現
二
代
西
原
美
咲
枝

510

右)



も
っ
て
教
授
に
あ
た
って
い
る。

・
卒
業
生
数

六、
七〇
〇
名

・
歴
代
校
長

・
歴
代
理
事
長
初
代
今
野
正
義

初
代
池
田
満子

昭
二
四
・
一〇
・

一
ハ六
二
・
三
・二
五

昭
六
二
・

四
・

一在

空
知
医
師
会
立
准
看
護
学
校
(大
町
三
丁
目
四‒‒二

四)

昭
和
四
十
四
年
四
月、
社
団
法
人
空
知
医
師
会
が
創
設
し
開
校
し
た
本
校

は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
数
多
く
の
准
看
護
婦、
准
看
護
士
を
北
空
知
・

中
空
知
の
医
療
界
に
送
り
出
し
て
き
た
。
し
か
し、
昭
和
五
十
七
年
四
月、
滝

川
市
医
師
会
が
空
知
医
師
会
か
ら
分
離
独
立
し
、
新
町
に
滝
川
市
医
師
会
館
を

建
設
、
更
に
同
会
館
を
校
舎
と
す
る
新
し
い
准
看
護
学
院
を
開
校
す
る
こ
と
に

な
った
こ
と
か
ら
、
そ
の
役
割
を
新
設
の
准
看
護
学
院
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る

こ
と
と
し
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
十
日
、
第
十
四
期
卒
業
式
に
引
き
続
き
、
同

じ
日
に
閉
校
式
を
行
い、

一五
年
に
わ
た
る
校
歴
に
終
止
符
を
う
っ
た。

・
卒
業
生
総
数
四
五
七
名

滝
川
市
医
師
会
立
准
看
護
学
院
(新
町二
丁
目
八
‒
一
〇
)

滝
川
市
医
師
会
は、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日、
空
知
医
師
会
(滝
川
市、
砂

川
市
・
歌
志
内
市
・
奈
井
江
町
・
浦
臼
町・
新
十
津
川
町
・
上
砂
川
町
の
各
医
師
に
て
構
成)
か

ら
分
離
独
立
し、
新
十
津
川
町
と
と
も
に
独
自
に
会
の
運
営
を
す
す
め
る
こ
と

に
な
っ
た。
そ
れ
に
伴
っ
て
滝
川
市
医
師
会
に
お
い
て
医
師
会
館
を
建
設
し
そ

の
中
に
准
看
護
学
院
を
併
置
設
立
を
す
べ
く
具
体
的
準
備
作
業
に
入
っ
た
。

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
十
三
日
付
で
准
看
護
婦
養
成
所
の
道
知
事
の
指
定
を

受
け
る
に
及
ん
で、
昭
和
五
十
九
年三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
空
知
医
師
会
立

年 入
学

卒
業

59 40

\

60 42

3

61 42 36

62 4343

4

63 44 40

平元 43 36

計 254184

・入
学
及
び
卒
業
状
況

!

・
教
授
組
織

・
教
授
内
容

・
経
営
の
母
体
学
科
准
看
護
婦
科

定
員
四
〇
名

修
業
年
限
二
年

七
名
二
名

専
任
教
官
(常
勤
)

教
養
科
目
担
当
講
師

専
門
科
目
担当
講
師
四
九名二名

(各年
の三
月)

第
一
章
学
校
教
育

現 昭
二
一・
一二
・

一在

滝川市医師会立准看護学院・学生会館

准
看
護
学
校
は
閉
校し
、
当
学
院
は

同
年
四
月
一
日
開
校
し
た。
四
月
十

四
日、
旧
准
看
護
学
校
在
学
中
の
一

年
生
(三
一名)

は
新二
年
生
と
し
て

受
け
入
れ
、
き
び
し
い難
関
を
突
破

し
て
合
格
し
た
新
一
年
生
と
も
ど
も

入
学
・
編
入
学
式
を
行
い
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
以

来
、
昼
間
は
医
療
機
関
に
勤
務
し
、

夜
間
通
学
を
し
て
看
護
婦
(士)と

し

て
崇
高
な
道
を
求
め
る
有
為
な
人
々

に、
す
ぐ
れ
た
指
導
者
と
整
っ
た
施
設
設
備
を
配
し
、
精
選
さ
れ
た
教
育
内
容

を
も
っ
て
養
成
活
動
を
続
け
て
いる
と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
団
法
人
滝
川
市
医
師
会

..

事
務
職
員
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育

第
八
節
大

・
歴
代
役
員

理
事
長

二
代
坪谷

六
郎
(〃
六
一
・五
～
現

神
部
弘
二
(昭
五
九
・
四
～
昭
五
九・
五)

初
代
二
代
吉
田
英
治
(〃
五九・

五～♪
六
一・
五)

三
代
男沢

義
久
(〃
六
一
・五
～
六三
・六
)

四
代
田
畑
時
雄
(〃
六三
・
六
～
現

在)
・
校
章
と
由
来
(昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
制
定)

円
形
は
「和」

を
意
味
し、
三
本
の
円
は
空
知川
を
表
わ
し
て
い
ま
す。

M
メデ
カ
ル
(医
療)

A
アソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
(団
体)

白
の
N
は、
ナー
ス
(看
護
婦)
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

滝
川
市
立
高
等
看
護
学
院
(大
町三
丁
目
三
‒十二
)

看
護
婦
と
し
て
の
知
識
及
び
技
術
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
豊

か
な
人
間
性
を
育
て、
保
健
医
療
チ
ー
ム
の
一員
と
し
て
、
医

療
及
び
公
衆
衛
生
の
普
及
向
上
に
貢
献
す
る
者
を
教
育
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
四
年
開
設
さ
れ
た
。
定
員
七
五
名
(看護

科二
五
名、

修
業
年
限三
か
年)
の
承
認
を
昭
和
四
十
六
年
に
得
、
爾
来
優
秀
な
看
護
婦
を
医

療
第
一
線
に
送
り
出
し
て
き
た
。
卒
業
生
の
多
く
は
滝
川
市
立
病
院
(例年

約
八

〇
%
前
後)
に
勤
務
し
、
旭
川
医
科
大
学
付
属
病
院、
札
幌
市
立
病
院、
札
幌
厚

生
病
院
、
道
立
小
児
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
等、
道
内
外
の
公
私
立
病
院
で
活
躍

し
て
い
る。

・
卒
業
生
数
四
〇
〇
名

・
歴
代
学
院
長

初
代
小
菅
高
之

二
代
徳
中
弘
之
昭
和
五
五
・
一二
・
二
七
～
現

在
昭
和
四
四
・
四
・

一～
昭
和
五
五・
一二
・
二
五

國
學
院
女
子
短
期
大
学
(文
京
町三
丁
目
一‒
一)

駅屈 -

EMヨ

中
空
知
に
大
学
を、
滝
川
に
大
学
を
、
と
い
う
長
年

に
わ
た
っ
て
願
い
続
け
て
き
た
市
民
の
夢
を
現
実
の
も

のと
で
き
た
の
は、
昭
和
五
十
七
年
四
月
の
開
学
式
で

あ
り、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
た

関
係
者
の
労
苦
は
並
た
いて
いの
も
の
で
は
な
か
った。

し
かし
開
拓
者
精
神

を
う
け
継
ぐ
滝
川
市
民
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
は、
滝
川
市
が
産
業、
経
済、
文

化
の
整
備
を
強
力
に
す
す
め、
中
空
知
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割
を
に

な
う
以
上、
次
代
に
生
き
る
青
少
年
の
育
成
に
向
け
て
の
使
命
は
避
け
て
通
れ

な
い
宿
命
で
あ
っ
た。
幸
い
國
學
院

大
學
理
事
者
高
宮
学
園
理
事
長
、

道
及
び
文
部
省
の
関
係
、
加
え
て

市
民
各
層
の
力
強
い
支
援
と
指
導
の

賜
が
あ
って、

今
回
の
女
子
短
期
大

学
設
立
の
慶
び
を
得
たも
の
と
い
え

る
。昭
和
五
十
五
年
一
月、
学
校
法
人

國
學
院
大
學
理
事
会
は、
そ
れ
ま
で

の
実
地
踏
査
を
含
む
諸
条
件
を
詳

細
に
検
討
し
た
結
果、
滝
川
市
に
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女
子
短
期
大
学
を
設
立
し
、
学
科
は
国
文
科、
英
語
科、
幼
児
教
育
科
の
三

科
を
設
け
る
こと
と
し
た。
設
置
準
備
委
員
会
は
更
に
具
体
的
条
件
を
立
案

す
る
た
め
の
小
委
員
会
(六
名
構成)

を
組
織し
作
業
に
入
る
こ
と
を
決
定
し

た
。昭
和
五
十
六
年三
月
、
設
立
す
る
大
学
の
校
名
を
「
國
學
院
女
子
短
期
大

学
」
と
正
式
に
決
め、
昭
和
五
十
六
年二
月、
校
舎
建
築
の
起
工
式
を
積
雪
の

中
で
厳
粛
に
と
り
行
い、
同
年
十
一
月
落
成
式
を
挙
行、
市
民
の
夢
が
形
と
な

っ
て
そ
の
美
し
い
姿
を
南
滝
の
川
の
広
野
に
現
わし
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年
四
月
十
五
日
の
開
学
式
に
続
き、
翌
十
六
日、
第
一
回
の入

学
式
を
行
っ
て
大
学
と
し
ての
教
学
機
能
が
発
足
し
た
。
恵
ま
れ
た
環
境、
整

っ
た
施
設
設
備、
す
ぐ
れ
た
教
授
陣
と
意
欲
に
溢
れ
た
学
生
の
真
摯
な
学
習
活

動
に
より
、
日
本
固
有
の
す
ぐ
れ
た
文
化・
国
民
性
の
探
究
と
認
識、
更
に
そ

れ
を
生
活
に
と
り
入
れ
磨
い
た
日
本
人
と
し
て
の
情
操
を
養
い、
祖
国
の
繁
栄

と
世
界
文
化
へ寄
与
で
き
る
人
材
の
育
成
と
い
う
國
學
院
の
教
学
精
神
に
基
く

学
問
研
究
と
豊
か
な
教
養
知
性
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
。

な
お、
國
學
院
大
學
は
平
成三
年
度
から
國
學
院
女子
短
期
大
学
の
校
名
を

「國
學
院
短
期
大
学
」
と
改
称
し
、
男
子
学
生
も
受
け
入
れ
る
方
向
で
大
学
就

学
者
に
門
戸
を
広
げ
学
生
の
進
路
の
多
様
化
を
図
り、
本
大
学
の
北
海
道
の
拠

点
と
し
て
充
実
し
た
大
学
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
努
力
中
で
あ
る
。

●
滝
川
市
は
同
大
学
の
意
欲
的
な
構
想
に
即
応
し
、
平
成二
年
七
月
「國
學
院

短
期
大
学
推
進
室
」
を
市
役
所
内
に
設
置
し、
大
学
協
力
会
と
連
携し
な
が
ら

側
面
か
ら
の
支
援
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
方
向
づ
け
と
し
て

は
、
新
し
い
魅
力
あ
る
学
科
の
新
設
を
働
き
か
け
、
名
実
と
も
に
男
女
共
学
の

第
一章

学
校
教
育

短
大
と
し
て
の
自
立
を
願
い、
将
来
展
望
と
し
て
四
年
制
大
学
へ
の
移
行
と
い

う
滝
川
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
の
積
み
重
ね
を
期
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
大
学
施
設
の
拡
充
を
は
か
る
こ
と
と
し
増
築
工
事
に
着
手
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は

○
現
校
舎
北
側
敷
地
内
に
新
た
に
校
舎
を
建
築
し
二
階
廊
下
を
も
っ
て
現
校
舎
と
結
ぼ
う
と

す
る
も
の
で

・
鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト
造
り
二
階
建

・延
床
面
積
一、
一六三
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル

・
九
教
室
分
(秘
書
実
務
実
習
室
、
情
報
処
理
室、
演
習
室
日)、
小
児
栄
養
実
習
室
等
を

含
む)

○
屋
外
運
動
施
設
の
整
備
に
力
点
を
お
き

・
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
増
設
(計
四
面
)

・
軟
式
野
球
用
移
動
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
二
面
新
設

・
運
動
場
整
備
と
併
せ
体
育
館
そ
ば
に
男
子
用
シ
ャ
ワ
ー
室
新
設

総
工
費
三
億
六、
〇
〇
〇
万
円
を
か
け、
平
成三
年三
月
に
完
成
さ
せ、
新

年
度
か
ら
学
生
た
ち
が
利
用
で
き
る
よ
う
精
力
的
に
工
事
を
進
め
て
い
る
。

・大
学
の
概
要

(1)設
置
者
学
校
法
人
國
學
院
大
學
(理
事
長
佐
木々
周
二
)

(2)校
地
校
舎
等

校
舎
延
面
積

校
地
面
積(構
造

体
育
館
延
面
積

(構
造
鉄
骨
造
一
部
二
階
建)

一、
八
〇
五
・
四三
平
方
メ
ー
ト
ル

(構
造
鉄
筋
コン
ク
リー
ト
造三
階建)

(3)歴
代
理
事
長

一〇三
、
四六
六
・
〇
六
平方
メー
ト
ル

六、
一三
九
・
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト
造
四
階、
塔
屋
一
階
建)

一、
二二
九
・
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル

開
学
記
念
館

三代
松
尾
三
郎
(昭
四
五
・
四
～
昭
五
八
・三
)
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第
九
編
教

.

57 114 113 138 365

58 90 109 58 109 127 134 275 352

59 84 79

55 4 128| 124 269 257

60 78 77 49 52 106 121 233 250

60 88 73 34 $3 100 104 222 220

62 89 81 62 32 79 95 230 208

63 132 81 73 58 94 78 299 217

在
)

平元 133 72 77 282

計 808 500 518 348 849 6562,1751,504

.

年 入
学

卒
業

入
学

卒
業

入
学

卒
業

入
学

卒
業

1)入
学
・
卒
業
状
況
(平
成
元
年
四
月
現
在)

幼
児
教
育
科

英
語
科

一〇
〇
名

一〇
〇
名

国
文
科

(6)設
置
学
科
及
び
定
員
(修
業
年
限二
年
)

一〇
〇
名

二
代
西
岡

初
代
田
邊
正
男
(昭
五
七
・
四
・
一～
昭
六
一
・
五
・
三
一)

(1)歴
代
学
長

英
語
科
長
代
行

幼
児
教
育
科
長

国
文
科
長

学
長

(4)学
長
・
科
長

四
代
小
林
武
治
(昭
五
八
・
四～
昭
六
二
・
四
・
一二
)

五
代
佐
木々
周二

(〃
六二
・
四
～
現
在)

育

(8)資
格
取
得
状
況

中
学
校
教
諭
(二
級)

(
〃
)

()大学
の
特
色
及
び
教
育
・
学
生
活
動

國
學
院
大
學
は
明
治
二
十
三
年
、
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て、
国
史
・
国

文
・
国
法
を
放
究
す
る
教
育
機
関
「
國
學
院
」
と
し
て
誕
生
し
、
明
治三
十
九

年
「
私
立
國
學
院
大
學」
と
改
称
し
た
。

國
學
院
大
學
の
特
色
は、
優
れ
た
先
学
の
文
献
学、
民
俗
学
の
学
統
を
受
け

継
ぐ
も
の
で、
と
り
わ
け
万
葉
学
の
武
田
祐
吉
、
民
俗
学
の
折
口
信
夫、
ア
イ

ヌ
文
学
の
金
田
一
京
助
の三
博
士
は
本
学
が
学
界
に
誇
る
至
宝
と
も
い
え
る
。

國
學
院
女子
短
期
大
学
は
こ
の
学
を
継
承
し、
更
に
北
海
道
の
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
風
俗
を
も
深
く
考
慮
し
た
学
問
体
系
を
創
出
し
て
日
本
固
有
の
優

れ
た
文
化
・
国
民
性
の
探
究
・
認
識
と
、
そ
れ
を
生
活
に
と
り
入
れ
磨
い
た
日

本
人
と
し
て
の
美
し
い
情
操
を
養
い、
祖
国
の
繁
栄
と
世
界
文
化
へ寄
与
で
き

る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

・国
文
科
は、
國
學
院
大
學
の
伝
統
を
礎
に
体
験
学
習
に
重
点
を
置
い
た
特
色
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
よ
り
創
造
性
豊
か
な
教
育
を
行
っ
て
き
た。

・英
語
科
は、
聞
く、
話
す、
書
く、
読
む
の
四
つの
技
能
を
修
得
す
る
周
到
か
つ
効
果
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
英
語
運
用
能
力
を
高
め、
国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
英
語
力

を
養
っ
て
き
た。

・幼
児
教
育
科
は、
未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て、
豊
か
な
人
間
性
と
専

門
性
を
高
め
る
と
と
も
に
幅
広
い
知
識
を
も
つ
優
れ
た
保
育
者
の
養
成
に
努
め
て
き
た
。

・
こ
う
し
た
各
学
科
の
目
的
に
添
っ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は、
昭
和
六
十
一年
四
月
に
更

に
充
実
を
は
か
った
と
ころ
で
あ
る
が、
昭
和
六
十
三
年
四
月
から
は、
図
書
館
司
書、

学
校
図
書
館
司
書
教
諭、
秘
書
士
の
資
格
取
得
課
程
を
開
設
し
社
会
の
要
請
に
応
え
て
き

学
科

国
文
科

英
語
科

幼
児
教
育
科

計

度

西
岡

菅
原
馬
吉
教授

西
岡

金
山
勝
也
教
授

弘
教
授

弘
文
学
博
士

一五
一
名

一四
九
名

六四
二
名

保
母
資
格

幼
稚
園
教
諭
(
〃
)

国
語

英
語

六
一
七
名

弘
(〃
六
一
・六
・
一～
現
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入学式風景

・
学
生
指
導
の
面
に
お
いて
は、
密
度

の
濃
い
教
育
を
行
う
た
め、
本
学
に

学
ぶ
全
学
生
を、
一年
生、
二
年
生

と
も
十
二
名
～
十
三
名
の
合
計
二
十

数
名
の
グ
ルー
プ
に
分
割
組
織
し
、

全
専
任
教
師
が
必
ず
一グ
ルー
プ
を

担
当
し
、
教
学
面
ば
か
り
で
な
く、

就
職
問
題、
学
園
問
題、
校
外
生
活

な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
の
相
談
相
手
と
な

る
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
学
生
相

談
員
制
度
を
昭
和
五
十
八
年
五
月
か

ら
採
り
入
れ
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
教
育
効

果
を十
分
に上
げ
てき
て
いる。
ま

た
大
学
と
父
兄
と
の
連
携
を
細
や
か

に
す
る
こと
か
ら
開
学
時
に
結
成
さ

れ
た
父
兄
会
と
協
議
し
、
東
京、
盛
岡、
滝
川
ほ
か
道
内
六
都
市
に
お
い
て
支
部
総
会
を

開
催、
学
生
の
福
利
厚
生、
教
育
環
境づ
く
り
等
の
懇
談
を
す
す
め、
併
せ
て
学
生
生

活
、
成
績、
就
職
な
ど
に
関
す
る
問
題
に
つ
いて
父
兄
と
の
個
別
面
談
を
実
施し
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。

・学
生
活
動
は
活
発
で
、
地
域
と
の
融
和
の
中
で
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
開
学
以
来
市
民
と
学
生
と
の
交
流
が
深
め
ら
れ
て
き
た
。
開
学
当
初
は
温
か
さ

と
好
奇
の
入
り
混
じ
っ
た
学
生
の受
け
入
れ
か
ら、
市
民
の一
人
と
し
て
受
け
と
めら
れ

る
よ
う
に
な
り
市
民
と
学
生
の
交
流
の
和
は
応
が
っ
て
き
た
。
「ア
リ
ス
祭
」
と
名
付
け

ら
れ
た
大
学
祭
に
は
数
多
く
の
市
民
の
協
力
と
来
場
を
得
て、
盆
踊
り
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
へ
の
市
民
参
加、
展
示
・
発
表
の
観
覧
な
ど
市
民
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
。
滝
川
し
ぶ
き
祭
に
は、
全
学
挙
げ
て
参
加
し
地
域
の
大
学
と
し
て
地
域
と
共
に
育

つ
努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ヨ

年 入
学

者
数

内
滝
川
市
分

道
外
出
身
者

同
比

率
%度

57 365 39

7

1.9

58 275 26 12 4.4

59 269 14 24 8.9

60 233 10 29 12.4

61 222 16 3 14.9

62 230

8

36 15.7

63 299

10 73 24.4

平元 282 14 8 30.9

第
一
章
学
校
教
育

た
。

一方
課
外
活
動
の
面
で
は、
福
祉
問
題
研
究
会、
ト
ン
トン
サー
ク
ル、
人
形
劇
サー

ク
ル
な
ど
に
よ
る
老
人
ホー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
各
種
施
設
の
慰
問
な
ど
の
活
動
を

通
し
て
地
域
と
の
ふ
れ
合
い
の
暖
か
い
輪
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
市
内
の
各

団
体
から、

排
球、
籠
球、
羽
球、
剣
道、
弓
道、
アー
チ
ュリー、

人
形
劇、
茶道、

華
道、
日
本
舞
踊
な
ど
の
サー
ク
ル
活
動
に
指
導
者
が
派
遣
さ
れ、
各
サ
ー
ク
ル
と
も
道

内、
地
域
に
お
いて
徐
に々
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
て
お
り、
は
ま
な
す
国
体
に
お
い
て

は
、
女
子
成
年
の
部
の
弓
道
に
お
いて
見
るべ
き
成
果
を
収
め
て
い
る
。

(1)
資
格
取
得
課
程

・
中
学
校
教
諭
二
級
(国
語
・
英
語
)

・
幼
稚
園
教
諭
二
級

・図
書
館
司
書

・
秘
書
士

●・学
校
図
書
館
司
書
教
諭

(11)
道
外
出
身
入
学
者
の
増
加

最
近
と
み
に
道
外
出
身
者
の
入
学
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
母
体
で
あ
る
國
學

院
大
學
の
発
展、
國
學
院
大
學
へ
の
編
入
希
望
者と
北
海
道
に
ロ
マ
ン
を
求
め
る
若
者
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
と
、
本
学
の
教
育
実
績
の
評
価
が
全
国
的
にも
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の

ひ
と
つの
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
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九
編
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育

59.3 352 283 5 19
0
0

0

310 88.1

60.3 257 209 35 16

7 1

233 90.7

61.3 249 177
21 20

8 2

208 83.

62.3 220 170 10 19

7 7

203 92.3

63.3 208 163 17 20

8 2

193 92.8

平元.3 217 170 14 29

7 2

208 95.9

進 路 決 定 者

就 小
業

業
者

数 数

職
者

数

う
ち
滝
川
市
内

進
学

者
数

家
事
・
家
業

そそ
のの

他 計

進
路
決
定
率
%

(14)
卒
業
生
の
進
路
状
況

子
孫
の
道
は
見
よ
こ
こ
に
あ
り

祖
先
の
道
は
見
よ
こ
こ
に
あ
り

國
學
院
の
宣
言
高
く

い
よ
よ
み
が
か
む
も
と
つ
心
は

い
か
で
忘
れ
む
も
と
つ
教
は

我
が
短
き
を
補
ふ
世
に
も

と

二
外
つ
國
の々
長
き
を
採
り
て

國
の
基
を
究
む
ると
こ
ろ

古
へ
今
の

み
ふ書
明ら
め
て

渋
谷
の
岡
に
大
學
た
て
り

一
見
は
る
か
す
も
の
み
な
清
ら
な
る

作
曲
本
居
長
世

作
詩
芳
賀
矢
一文
学
博
士

(13)
國
學
院
大
學
校
歌
(大正

十三
年十
一
月二
十
五
日
制
定
)

卒
業

年
月

卒

三
學
び
の
ち
ま
た
そ
の
や
ち
ま
た
に

516
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校
歌
楽
譜

滝川第二小学校校歌
明朗 に =約120 石井 庄司 作詞

耕輔 作曲小松mf V

the

ひ
た

が
か

し
き

そ
の

ら
ぞ

ち
み

の
は

や
や

ま
ま

た
の

か
ご

く
と

に
き

し
ょ

に
き

い
こ

し
こ

か
ろ

り
は

か
か

わ
ぁ

き
の

よ
ご

く
と

V7

と
お

ん
し

て
え

ん
の

へ
み い の

い
か

さ
し

お
こ

し
み

を
て

f

>

よ
ほ

一
ま

よ
れ

に
は

つ
し

1.

た
ー

う
る

る
き

た
だ

き
い

の
に

か
こ

わ
ら

>

れ わ

ト
が
が

こ
こ

う
う

6
6

あ
ゆ

る
く こ

こと
と

ょろ
ろ
一、
東
空
知
の
山
高
く

●=80
mf6

1.2.3.10
た
か
あ

く
が
か

ほ
や
る

ょき

く
く
い

の
ひょ

ち
と
う

を
み
ど

う
う
き

け
つ
ず

つ
く
く

い
し
た

1
1
1

ゆ
で
く
め

●
た
す
ふず

ゆ
く
う

ま
す
せ

●
ぬ
く
つ

◆
あ
の
に

ゆ
び
た

み
る
え

ひ
わ
た

す
と
た
く

す
し
ま

じ
た
し

に
ち
く

ま
ゆ
ふ

な
た
く

び
か
つ

の
な
の

み
こ
か

T
ち
こ
ら

に
ろ
だ

い
や
き

そ
し
た

し
な
え

も
お
よ

うう
う
う

あ
ひ
ひ
ずO
K

4

D

で
お
ろ
か

ぐい
る

ま
い
ほ

な
し
く

び
か
と

や
り
の

ひ
み
ほ

に
の
し

は
り
に

え
の
み

て
の
る

き
た
た

ぼ
れ
き

o -
う
ほ
か

。

つ

が
の
わ

む
な
に

不
屈
の
か
ら
だ

風
雪
に
た
え
た
く
ま
し
く

三、
あ
か
る
い
郷
土
き
ず
く
た
め

垂
穂
の
波
が
よ
せ
て
く
る

広
い
石
狩
稔
り
の
野

豊
か
な
心
養
お
う

す
く
す
く
の
び
るわ
た
し
た
ち

二、
輝
く
ひ
と
み
美
し
く

希
望
が
胸
に

仰
ぐ
学
び
舎
日
に
映
え
て

み
ち
てく
る

学
び
の
道
に
い
そ
し
も
う

ひ
と
す
じ
に

一、
拓
北
の
血
を
う
け
つ
いで

い
ざ
ゆ
か
ん

わ
れ
ら
こ
ぞ
り
て

道
の
た
め

な
ぞ
や
む
べ
き
ぞ

光
に
み
て
る
こ
の
眼 ま
な
こ

二、
力
あ
ふ
る
る
こ
の
腕

な
お
き
子
よ

わ
れ
滝
川
の

広
き
心
の
少
年
ぞ

大
河
の
辺
に
生
ま
れ
た
る

き
ゅ

こ
か

よ
ん

滝川第三小学校校歌
J=96
mf

1.み

み
ち

な
か

も
ら

と
あ

と
ふ

お
る

き
る

◆
い
こ

し
の

か
カ

り の
な

C
T
T

●

お
ひ

お
か

か
り

わ
に

の
み

へ
て

に
る

う
こ

ま
の

れ
ま

た
な

る
こ

C

mp mf

=

ひ
な

ろ
ぞ

き
や

こ
む

「
こぺ ろ
き

の
ぞ

f
わ
わ

れ
れ

た
ら

き
こ

か
ぞ

わ
り
1
1

の
て

二、
拓
北
の
偉
業
い
や
高
き

希
望
に
燃
ゆ
る
朝
日
影

恵
み
の
幸
に
感
謝
し
て

か
お
し

わ
し
み

や
をて

.f >
00

1
4

め
よ
お

ぐ
よ
し

み
つ
え

の
ぎ
の

さ
つ
み

ち
ぎ
ち

に
に
を

か
ら
む

す
ん
け
ね

し

ゃ
つ
に

し
ぎ
し

て
て
め

mf

。

>

き
ま
へ

ぼ
も
い

う
り
わ

に
て
の

も
ゆ
く

ゆ
か
に

る
ん
を

あ
ふ
う

さ
る
ち

1
1
1

ひ
さ
た

か
と
て

げ
を
ん

一、
広
野
豊
け
き
石
狩
の

こ
れ
我
が
校
の
ゆ
く
所

ほ
ま
れ
ハ
し
る
き
第
二
校

教
え
の
み
旨
か
し
こ
み
て

清
き
心
は
川
のご
と

二、
高
き
のぞ
み
は
山
のご
と

こ
れ
我
が
校
の
あ
る
所

世
々
に
伝
う
る
滝
の
川

屯
田
兵
の
い
さ
お
し
を

西
に
石
狩
川
清
く

平
和
の
国
を
う
ち
た
て
ん

教
え
の
道
を

朝
な夕
な
に
い
そ
し
み
て

三
、
と
わ
に
輝く

学
舎
に

護
り
て
往
か
ん
故
郷
を

代
代
次
々
に
受
け
継
ぎ
て

屯
田
民
の
い
さ
お
し
を

る
ん
な

き
の
に

た
い
い

1
1

し
や
な

か
た
び

り
か
や

の
きに

3.と ー わ に か がや ーく 1

mp >#

.

6.

そ
と
あ

の
ん
さ

な
で
な

も
ん
ゆ

し
みう

の ゆ たけー き
2.た く ほ くの いー ぎょーー

村上 善 彦 作詞
熊十郎=98 奈良 作曲

mf0

第
一
章
学
校
教
育

滝
川
西
小
と
こ
し
え
に

光
る
北
斗
の
星
に
み
る

き
た
え
よ
う

ね
み

L. しょう

に
が
」

み
よ
と

ち
せ
こ

て
て
し

く
く
え

る
る
に

V ymp4

-0
1.

vmf

vmf

0

な
い

お
ぎ

み
込

ょし

う
ち

ね
の

ん
た

ぞ
め

一、
み
な
も
と
遠
き
石
狩
の

517
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五井 治保 作詞
原 鉄五郎 作曲

実 作詞横田
横田 実 作曲

2
4

2. い
そ
の
名
も
著
る
き
滝
川
や

ト
ム7

胸
に
し
め

滝川第一小学校校歌

ひ

1.0 ー ろ

い
い
ま

き
さ
そ

む ね

れ わ

か
い
な

ー

2

子

0

た
ゆ
ま
ぬ
歩
み



東小学校校歌
棡渕 正 幸 作詞

明るく希望をもって =84～88 渡部 日出雄 作曲
mf

●
お か よ り の ぞ

む そ

ら ち が わ
poco rit.

1
9

に
も

さ
と

こ
と
し

こ
に
て

つ
あ
い

ふ
そ

じる
し

る
む

め
つ

ぐ
き

や
み
ひ

あ
ひ

け
た

く
す

れ
ら

を
に

こ
し

こ
ん

ろ
り た だ し

く
て

う
か

つ
が ー く ̶

し
か

く
に

あ
ぶ

か
ん

る
か ア

く
の

の
は

び
な

っ
て
の

ま
あ
さ

め
た
き

●
ら
か

し
お

き
る

よ
よ

を
を

き
き

くず
ず

も
も の とう えい の

わ
わ

か
か

き
き

わ
わ

れ
れ

ら
ら

ー
そ
ぞ

の とう えい の

一、
丘
よ
り
の
ぞ
む
空
知
川

東
栄
の
若
き
わ
れ
ら
ぞ

咲
き
か
お
る
世
を
築
く
も
の

か
が
や
か
に
文
化
の
花
の

ひ
た
す
ら
に
真
理
も
と
め
て

友
と
し
て
い
そ
し
む
月
日

二、
清
ら
な
る
空
知
の
流
れ

新
し
き
世
を
築
く
も
の

東
栄
の
若
きわ
れ
ら
ぞ

美
し
く
明
る
く
伸
び
て

あ
け
く
れ
を
心
正
し
く

野
に
里
に
あ
ふ
る
る
恵

一、
滝
川
の
東
を占
めて

み
ん
なの
学校

広
い
世
へ界

は
ば
た
こ
う

手
を
と
り
あ
っ
て

歌
が
あ
る

え
が
く
ゆ
め

学
び
舎
に

み
ん
な
の
学
校

き
た
え
よ
う

腕
く
み
あ
っ
て

友
と
励
ま
し

風
に
き
び
し
い
歌
が
あ
る

屯
田
兵
の
汗
の
あ
と

こ
の
郷
土
は

東、
東、

み
ん
な
の
学
校

た
し
か
な
知
識
学
ぼ
う
よ

肩
よ
せ
あ
っ
て

明
る
い
声
が
あ
ふ
れ
て
る

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
あ
っ
て

よ
い子
達

あ
あ
進
み
ゆ
く
江
部乙
小
学
校

二、
リン
ゴ
の
花
に
風
そ
よ
ぎ

楽
し
い
歌
を
う
た
っ
て
る

仲
良
く
歩
む
よ
い子
達

み
ん
な
の
肩
を
寄
せ
合
っ
て

あ
あ
麗
し
い
江
部乙
小
学
校

三、
暑
寒
の
山
に
夕
日
映
え

理
想
を
めざ
す
よ
い子
達

強
い心
を
育
ぐ
く
み
て

あ
あ
栄
え
あ
れ
江
部
乙
小
学
校

江部乙小学校校歌
椿
森本

ModeratoJ=92

&mf
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か

し
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の
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に
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え

9 >
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ぼ
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る

0

mp

り
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み
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つ

やり
ん
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な
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で
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ち
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え
た
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一
一
ろ

を
を
を

こー
だ
よ
は

い
し
せ
ぐ

し
あ
あ
く

つ
つ
み

d
o
て
て
て

mf >

ー
お
な
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▶
お
か
そ

し
き
よ
う

く
く
を

の
あ
め

び
ゆ
ざ

る
む
す

よ
よ
よ

い
い
い

▶ノトリ
こノ

た
た
た ち

4
. poco rit. 2>

あ
あ
あ

あ
あ
あ

す
う
さ

す
る
か

み
わ
え

ゆし
あ

く
い
れ

え
え
え

ロ
ベ
べベ

▶
お
お
お

一
小
小
小

一学
学
学

校
校

校

第
九
編

教
・
・

東栄小学校校歌 細田 義 行 作詞
奈良 熊十郎 作曲
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V

1.2.

し
た
き

も
き
よ

か

つ
わ
な

の
る

ひ
そ

が
ら

し
ち

し
な

め
が

1
1

て
れ

の
と

と く

に けむ ー る シンピ ネ リ

atempo
mp

かぜ にや さし い うたが あ る とも とた のし く か たよせあって

mf A A

た し か な ち し ー き な

いま

ts

う よ

ひ が
a vmif rit.

Co

し

ひ が し み ん

ー
な

L
のの が つ

東、
東、

友
と
仲
よ
く

風
に
明る
い

君
と
わ
た
し
の

三
、
つ
つじ
花
さ
く

東
、
東
、

た
く
ま
し
い
体

ら
二、
稔
り
ゆ
た
か
な

友
と
楽
し
く

風
に
や
さ
し
い
歌
が
ある

ピ
ン
ネ
シ
リ

遠
く
に
け
む
る

V >

2

4

育
も と め ーや か ー

一ぼ

0

N一

.. を
の

ら

DDed

5
ち
ち

中
国 +Coda

D
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2.り
3.しょ

一、
東
の
丘
に
光
み
ち
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希
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り
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た
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い
っ
つ
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邦男 作詞
幹夫 作曲
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北辰小学校校歌 細田 義行 作詞
加藤 愃三 作曲

明るく J=108

mp mf

.

リ ンゴ の は な が ほ ほ え ん で お お き く の び よ と9

よ

ん で い る あ のよ び ご え を と も と して

f mt=VV

2180

つ よ くあ かる く う つく し しく ま な び ま しょう よ ほ

メー

0

1 _1

く し ん の よ いこの ぼ くたち わ たし たち

良
い
子
の
僕
達
私
達 旭沢小学校校歌
Allegretto(d=80)
明るく元気よく
mf V

6
1.い し か

り が
こ わ の

ま
い

ひ
だ

が
か れ

9 V

に
て

お
す

か
く

こ
す

え
く

く
そ

れ
だ

1
1

ば
つ

東陽小学校校歌
補佐夫 作詞

Animato =112～ 120
明 るく豊かに V

De

7

0

イ
ル ム ケ ーツ プの み ね は れ ー て

q >

0

D

ー ン ゴ は な さく お かつづ

f > ● わ
ひ

た
は

し
の

た
ぼ

ち 1

あ さ ひ ざ わ

そ ー の な ま な ー び や

に

mf

中

0
6

き よ らー に は げー み ゆ く

f v.ff A
.. 0.

わ

れ ら は と ニー よ う 小 ー ー が

く 生

一一イ
ル
ム
ケップ

の
峰
晴
れ
て

リ
ン
ゴ
花
咲
く
丘
つ
づ
き

そ
の
名
輝
く
学
び
舎
に

心
清
ら
に
励
み
行
く

わ
れ
ら
は
東
陽
小
学
校

二
川
は
石
狩
水
澄
み
て

沃
野
果
て
な
き
稲
の
波

歴
史
は
え
あ
る
学
び
舎
に

力
か
た
む
け
努
め
行く

わ
れ
ら
は
東
陽
小
学
生

あ
の
歌
声
を
友
と
し
て

強
く
明
る
く
美
し
く

励
み
ま
し
ょ
う
よ
北
辰
の

三
空
行
く
雲
が
少
年
の

楽
し
い
あ
こ
が
れ
の
せ
て
い
る

あ
の
輝
き
を
友
と
し
て

強
く
明
るく

美
し
く

進
み
ま
し
ょ
う
よ
北
辰
の

良
い
子
の
僕
達
私
達

良
い
子
の
僕
た
ち
私
達

二
石
狩
川
の
す
む
水
も

か
し
こ
く
伸
び
よ
と
う
た
っ
て
いる

学
び
ま
し
ょ
う
よ
北
辰
の

強
く
明
る
く
美
し
く

あ
の
呼
び
声
を
友
と
し
て

大
き
く
伸
び
よ
と
よ
ん
で
い
る

り
んご
の花
が
ほ
ほ
え
ん
で

1

岡本
森本 幹 夫 作曲 み

わ

ず
た

き
し

よ
た

っ

く
ち

り
な ん ご

の
し

ひ
み

か

ん な

V

す
わ

む
に

1
1

と
な

こ
れ

ろ
ば

イ

ンイ こ

こ
ル

に
ム り
ケ

ル
ツ

プ に

f 一 1 A

N mp mf-

あ あ あ さ ひ ざ

オフ 小

A A

1 学 1

校

一
石
狩
川
の
真
東
に

丘
越
え
来
れば

水
清く

リ
ン
ゴ
の
光り

澄
む
と
こ
ろ

こ
こ
に
元
気
な
私
達

旭
沢

あ
あ
旭
沢
小
学
校

二
山
ふと
こ
ろに

抱
かれ
て

私
達

す
く
す
く
育
つ

仲
よ
し
み
ん
な
輪
に
な
れ
ば

イ
ル
ム
ケ
ップ
に
陽
は
昇
る

旭
沢

あ
あ
旭
沢
小
学
校

三
高
き
理
想
を
胸
にし
て

若
き
日
本
の
明
日
を
負
い

希
望
湧
き
た
つ
学
び
舎
に

強
く
明
る
く
進
み
行
く

我
等
の行
く
手
に
光
あ
り

1

こ ろ

7

し
2.や ま 50 ろ に

0

V

7
←

←0
る

か が や く

か
きリ

7

き な

か よ

成田 徳男 作詞
森本 幹夫 作曲
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江陵中学校校歌
清水 重 道 作詞

さわやかに =92 信時 潔 作曲
mp

ADこ
う
お
た

く
み
ま

く

し
な
し

み
き
く

▶
き
め
む

.ら
さ
ば

ん
ん
ん

あ
あ
あ

_す
す
す

の
の
の

よ
よ
よ

を
を
を

に
き
ま

な
ず
も くわれ ら

る わ れ ら

17

KY

の
の
の

ま
き
ほ

た
お
と

ま
い
ば

な
た
し

す
つる

こ
き
し

こう
の

ろ
り
ち

6
6
6

か
の
い

が
ぞ
ず

み
み
み

く
あ
す

も
た
こ

り
ら
や

な
し
け

く
く
く

た
す
や

だ
が
さ

し
し
し

く
く
く

つ
が
ふ

し
り
れ

あ
あ
あ

●
あ
あ
あ く

せ
が
け

い
く
ん

す
じ
も
こ ん

か
っ
ん
う

の
の
の

み
お
う

ち
く
た

を
が
ぞ

て
さ
う

ら
く
た

さ
ら
わ

ん
ん
ん

P

1
明るく伸び伸びと
mp mf

1.2.3.
ひ
よ
む
う

ろ
ら
ら

こ
さ
ら

び
き
け

は
に
き かば とね か す み い し

へい和の は るよ咲き

立
か
ほ

ち
り
こ

て
と
る

ん

く

は
そ
ぶ

咲
ち
化

も
う
は

の
た
な

を
ら
よ わかみど り

しゅんじゅうみとせ
のびゆ くわれら
理そうをむねに

mf

まなびゆく さい わ いふ か ほこ りあるめ い
ひとすじに い ま しめはげ ちか らあるめ い
きわめゆく しん 理のすが ほま れ あるめい

え
え
え

ん
ん
ん

mp

あ こがれの
あたらしき
わこ うどの

ひ
せ
気

み
紀
く

あ
ひ
あ

お
か
ら

い
ん

ぐ
り
た

●
な
名
さ

す
つ
も
か

か
た
え

か
ゆ

の
き
く

め
め
め

い
え
え
え

えー ん

1

明
日
の
世
を
担
う
わ
れ
ら
の

ま
玉
な
す
心
の
鏡

あ
あ
誠
実
の
道
を
照
ら
さ
ん

曇
り
な
く
正
し
く
映
し

二
惜
し
み
なく

究
め
明
かさ
ん

明
日
の
世
を
築
く
わ
れ
ら
の

き
お
い
た
つ
窮
理
の
望

新
し
く
清
し
く
昂
り

あ
あ
学
問
の
奥が

探
ら
ん

三
逞
し
く
汲
ま
ん
綯
ば
ん

明
日
の
世
を
守
る
わ
れら
の

ほ
と
ば
し
る
生
命
の
泉

健
やけ
く
優
しく
溢
れ

あ
あ
健
康
の
歌
ぞ
歌
わ
ん

明苑中学校校歌
細田
小泉

義行正松
作詞
作曲

よ
ろ
こ
び
は
明
か
る
き
苑
に
湧
き
立
ち
て

花
咲
く
も
の
を

こ
の
庭
に
春
秋
三
年

学
び
ゆ
く
幸
い
ふ
か
し
誇
り
あ
る
明
苑

あ
こ
が
れ
の
眸
に
仰
ぐ
な
つ
か
し
の
明
苑

三

一す
じ
に
い
ま
し
め
励
む
力
あ
る
明
苑

あ
た
ら
し
き
世
紀
の
光
名
も
高
き
明
苑

二
む
ら
さ
き
に
樺戸
嶺
か
す
み
石
狩
と
空
知
は
歌
う

若
み
ど
り
伸
び
ゆ
く
わ
れ
ら

う
ら
ら
け
き
平
和
の
春
よ
さ
き
ほ
こ
る
文
化
の
花
よ

大
い
な
る
理
想
を
胸
に
き
わ
め
ゆ
く
真
理
の
す
が
た

誉
ある
明苑

若
人
の気
魄も
新
に

栄
え
ゆ
く
明
苑
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do
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関西中学校校歌
=112

入江 好之宍戸 睦郎 作曲
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1.
2.ゆ

ま
た
う

な
か
ば

み
な
え

は
つ
に

る
ち
お

か
を
う

ピ
き
の

ン
り
の

ネ
ひ
は

シ
ら
て

リ
く
に

2#

れ
あ
わ

い
た
き

め
ら
お

い
し
こ

の
い
る

1
1

ひ
い
よ

か
ぶ
ろ

り
き
こ

の
の
び

な
な
の

か
か
う

に
に
た

4
き
ま
あ
り

ぼ
こ
す

う
と
を

の
も
た

せ
と
た

ゆ
め
え

く
て
て

い
や
こ

し
ま
こ

か
ぬ
ろ

り
こ
む

が
こ
す

わ
ろ
び
が

● わ
た
わ

れ
ゆ
れ

ら
ま
ら

は
ぬ
は

み
あ
し

ら
ゆ
め

い
み
い

を
を
に

つ
ち
い

く
か
き

り
い
て

だ
あ
ゆ

す
う
く

江部乙中学校校歌
Moderatoassai
(荘重にしずかに)

=100～108
百田 宗治 作詞
高木 東六 作曲

い L か り 6 な が れ に く み

T ふ そ の6

て

も
に

ひ 5 き し こ の

子 A

7

あ

さ み ど り と お く つ ら な
女

り イル ムム ケ ー プ あ め さ す と こ

ろ さが や か し かが や か し わ れ ら が あ さ

女

0.

け

わ れ ら が え べ お つ 中 が っ 校

一石
狩
の
流
れ
に
汲
み
て
父
祖
の
手
に
拓
き
し
こ
の
地

浅
み
ど
り
遠
く
つ
ら
な
り
イ
ル
ム
ケ
ッ
プ
天
指
す
と
こ
ろ

か
が
や
かし

わ
れ
ら
が
朝
明

わ
れら
が
江
部乙
中
学
校

二
身
に
負
い
し
進
取
の
こ
こ
ろ
あ
け
く
れ
を
た
ゆ
ま
ず
強
く

朔
北
の
雪
に
み
が
き
て
み
ず
か
ら
の
力
に
立
た
ん

ほ
こ
り
あ
り
わ
れら
が
母
校

わ
れ
ら
が
江
部
乙
中
学
校

三
み
はる
か
す
丸
加
の
丘
べ
林
檎
園
た
わ
わ
に
み
の
り

香
を
こ
め
て
き
よ
く
や
さ
し
く

よ
ご
れ
な
き
生
命
に
生
き
ん

光
あ
り
わ
れ
ら
が
郷
土

わ
れ
ら
が
江
部
乙
中
学
校
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わ
れ
ら
は
使
命
に
生
き
て
ゆ
く

三
夕
映
え
に
お
う
野
の
果
て
に

わ
き
お
こ
る
喜
び
の
う
た
あ
す
を
た
た
え
て
心
結
び

北
の
空
に
こ
だ
ま
を
か
え
す

た
ゆ
ま
ぬ
歩
み
を

ち
か
い合
う

二
豊
か
な
地
を
き
り
開
く

新
し
い
い
ぶ
き
の
中
に
ま
こ
と
求
め
て

力
み
ち
て
若
木
は
の
び
る

や
ま
ぬ
心

わ
れ
ら
は
未
来
を

つく
り
だ
す

れ
い
明
の
光
の
中
に
希
望
の
せ
ゆ
く
石
狩
川

ほ
こ
り
高
く
歴
史
を
か
さ
ね

一
山
な
み
は
る
か
ピ
ン
ネ
シ
リ

3. ゆ

mf>

e
ー ほ こりたかく れ きし をかさね

わ か ぎはのびる
きたのそらに一 こ だまをかえす

ま
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作詞
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ー ちからみちて
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風巻景次郎 作詞
長谷川良夫 作曲Moderato
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O

1.2.3.
め
ま
ゆ

を
どき

さ
あ
ひ
ふ

げ
ら
か

て
き
き

は
と
く

た
お
に

て
く
の

を
の
ま

の
ぞ
ほ

ぞ
め
ろ

め
ば
ば

い
そ
し

そう
な
わ

つ
み
か

し
の
し

く
お
ま

は
ふび

な
し
や

が
あ
た

る
お
て

る
し

わ
わ

れ
れ

ら
ら

い
い
い

に
に
に

つ
つ
つ

ど
ど
ど

い
い
い

す
て
て
て

ひ
い
ほ

た
の
こ

と
ち
り

み
な
あ

る
り
り

え
す
た

い
こ
だ

え
やし

も

ー
のの
ぞ

れ
お
う
と

す
も
た
も

い
を
に

を
う
す

ひ
た
す

て
ば
ば

う
は
か

つ
な
が

ら
さ
や

ざ
く
き

る
や
の

し
こ
い

ん
ず
や

り
え
ま

の
も
す
が

す
さ
さ

ー
が
や
か

た
ぐ
え

二十#开

10.
えか ーが や き の ー い や 「ま すー さ か

滝川高等女学校校歌
葛原 滋 作詞
梁田 貞 作曲
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み
も
い

ね
の
や

の
み
さ

つ
な
か

き
を
の

の
し
お

じ
ろ
お

の
た
や

は
え
ま

な
に
と

う
き
ひ

つ
よ
の

し
め
も

き
て
と

・の

工

●
そ
ふ
す

ら
り
め

ち
て
ら

い
つ
み

し
も
か

か
りど

り
て
を

ふ
や
か
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ま
み

つ
べ
と

の
に
も

か
の
あ

わ
べ
お

ぞ
に
ぎ

ち
て
お

か
あ
や

ら
し
と

を
をも

あ
ね
し

わ
れ
た

せ
と
い

9
5
0

ひ
え
た

と
ま
て

す
し
ま

じ
く
つ

に
も
る

は
お
ほ

ろ
の
こ

け
れ
り

き
を
も

の
す
と

ぞ
つ
お

み
る
と

に
か
き

そ
ま
く

そ
し
に

ぎ
ろ
つ

ゆ
ゆ
た

く
き
み

ふ
か
た

か
た
か

き
き
き

さ
み
か

と
さ
お

し
お
り

に
の
の

こ
ち
し

こ
か
ら

ろ
い
ゆ

の
も
り

か
と
さ

が
わ
ゆ

み
に
り

あ
し
む

け
る
ね

く
し
う

れ
の
ち

み
ら
ひ

が
め
め

き
を
て

5
は
か
つ

げ
ざ
ど

む
し
う

も
て
も

▼
た
う
ゆ

の
れ
か

し
し
し

た
た
た

き
き
き

か
か
か

ー
わ
わ
わ

8

$
う
う
う よ

よ
よじ
じ
じ

0

70

し
ら
ろ

か
に
が

り
み
ね

の
つ
の

み
か
の

を
ぜ
べ

び
さ
は

き
わ
か

は
や
が

る
か
よ

か
に
い

か
や
わ

げ
ま
か

mf# ff= A A

の
ま
ま
ま
fキ

cresc.

り われら

1

二
窓
ひ
ら
き
遠
く
の
ぞ
め
ば

空
に
みつ
風
爽
や
か
に
山
脈
の
起
き
伏
し
青
し

健
や
か
の
歌
を
う
た
え
ば
花
さ
く
や
梢
も
さ
や
ぐ

三
雪
深
き
国
の
ま
ほ
ろ
ば

白
銀
の
野
辺
は
耀
い
若
し々
学
び
舎
た
て
り

深
き
啓示
に
心
の
鏡
明
暮
磨
き
励
む
も
楽
し
滝
川
女
子
高

二
物
み
な
を
白
妙
に
き
よ
め
て
は
降
り
て
積
り
て
山
辺
に
野
辺
に

手
足
を
練
れ
と
笑
ま
し
く
も
お
の
れ
を
捨
つ
る
か
真
白
雪

高
き
薫
の
白
百
合
小
百
合
胸
内
ひ
め
て
集
ふ
も
楽
し
滝
川
女
子
高

一
滝
川
女
子
高
等
学
校
校
歌

力
を
合
せ
一
す
ぢ
に
遥
け
き
希
望
に
注
ぎ
行
く

空
知石
狩
二
つ
の
川
ぞ か

ゆ

集
ふも床

し
滝川
高
女

三
り

か
ほり

しら
ゆ
り

や
お 弥
栄の大

や
まと
日
の本
の

いや
さ
か

高
き
薫
の
白
百
合
小
百
合
胸
内
ひ
め
て

親
と
も
し
た
ひ
た
て
ま
つ
る

§
さ

り
む
ね
ゐ
ち

し
る
し

堅
き
操の
誓
も
永久
に
校
章の
梅
を

手
足
を
練
れ
と
笑
ま
し
く
も

と

ゑ

は

二
物
み
な
を
白
妙
に
き
よ
め
て
は

しら
た
へ

お
の
れ
を
捨
つ
る
か
真
白
雪

かざし
て
嬉し
滝
川
高
女

降
り
て
積
り
て
山
辺
に
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